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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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惑わく星せいホロシリの歴史










西暦２０７３年　人類金星に入植を開始




　　２０９２年　金星独立戦争勃ぼつ発ぱつ




　　２０９３年　金星、火星、カリスト、エウロペ、タイタンの各地球外国家が独立を宣言。同時に各国家は、惑星連合の発ほつ足そくを統合地球政府に対して通告。惑星連合はこの日から百年を遡さかのぼった１９９３年に誕たん生じようした地球外国家独立運動の主導者・マリウス・ボルツの誕生日である１月25日を宇宙記念日とし、同時に１９９３年を宇宙暦れき元年とすることを決定。したがって西暦２０９３年は、自動的に宇宙暦１０１年となる。この日、ボルツの生誕百周年を祝って、地球をも含ふくめた各国家では、地球標準時間の午後６時に、一いつ斉せいに鐘かねが鳴らされたという




宇宙暦１０６年　独立戦争終結




　　　１８８年　カタツムリの生態研究から、偶ぐう然ぜんにもワープ航法が発見される




　　　１８９年　人類銀河系内の他星系に進出を開始する。宇宙の大部分は実は真空ではなく、呼吸可能な空気が微び弱じやくながら存在し、しかも一定方向に対して重力が存在していたことが判明する。以来、慣例として宇宙空間に働く重力の方向を〝下〟と呼こ称しようする




　　　２０９年　ぶちこわしの一週間。全人類は宇宙進出を余よ儀ぎなくされる




　　　５５２年　旧きゆう日本北海道系移民団によってニサコ系辺境宇宙域に恒こう星せいネサップ系が発見される。地下資源と地熱エネルギーの宝庫。特に幌ホロ尻シリと名付けられた第十二番惑星は、人類の移住に適することが判明




　　　５５６年　第一次入植開始




　　２６８８年　幌尻を、ホロシリと改称　首都をハスカップに定める




　　３８８９年　ホロシリカイワレダイコンの地熱栽さい培ばいに成功。第二次大規模入植開始




　　４５５６年　屯とん田でん兵へい制度を敷しく。惑星連合宇宙軍の直ちよつ轄かつ下に置かれる




　　５０００年頃　この間、数次にわたり自治権を要求するが認められず。ホロシリ住民は、次第に惑星連合に対する反感が高まる




　　５２２８年　地球人類、自然浄じよう化かの完了した地球に帰き還かん。惑星連合中ちゆう枢すうの、一部のエリートのみが地球に居座る。かくして各惑星国家と、地球首脳部の伝統的な対立という図式が確立する。各星域で内乱・暴動、盛さかん




　　６５５６年　対ラアルゴン戦争勃ぼつ発ぱつ




　　６８８２年　ホロシリで起こった暴動事件により、この惑星の自治権は完全に奪うばわれ、惑星連合の純然たる植民地にされてしまう。屯田兵制度が徹てつ底ていし、住民は全員、軍ぐん籍せきを持つ軍人・軍属とその家族のみとなり、厳しい管理下に置かれる




　　６９９３年　ホロシリの人口、22万




　　６９９８年　惑星連合宇宙軍　上等兵へい曹そうジェイコブ・ランカー、行政補ほ佐さ官かんとしてホロシリに赴ふ任にん




　　７０００年　アスキルト条約締てい結けつ。惑星連合宇宙軍、ラアルゴンと一時休戦。極秘兵器『ドグラ』『マグラ』の実験地にホロシリが選ばれる




　　７００１年　新兵器実験中に叛はん乱らん勃発。首しゆ謀ぼう者しや・ジェイコブ・ランカー……
















第一章　ホロシリよいとこ一度はおいで









『ジャスティ、あなたがこの映像を見る頃ころは、きっとお星様の宇う宙みの中でしょうね……』

　ホログラフの立体映像の中で、新しん婚こん一年目の愛妻が優しく微笑ほほえむ。

『お勤つとめ、ご苦労さま。きっとあなたの事だから、今頃は鼻歌を歌っちゃったりなんかしているんでしょうけれど、叛はん乱らん鎮ちん圧あつという大事なお仕事なんだから、ヤマモトさんはじめ、部下の皆さんのおっしゃる事をようく聞いて、しっかりやってちょうだいね。私はあなたの大好物の、カシオペアテイオウハクサイの浅あさ漬づけを漬けながら、あなたの帰りを待ってます』

　聞いているうちにジャスティ・ウエキ・タイラーは、柄がらにもなくしんみりした気分になってしまった。離はなれてわかる愛妻の有り難がたみ……などという陳ちん腐ぷな表現は、使いたくはないのだが──。

『……追つい伸しん、帰ったら、屋根の雨あま漏もりの修しゆう繕ぜんよろしくね。だから、くれぐれも戦死だけはなさらないように……。宇宙暦れき７００１、結婚記念日──。ジャスティへ。あなたの心の妻、ユリコより』

「僕も死ぬつもりはないよ、ユリコちゃん」

　と、タイラーは言って、人差し指で帽ぼう子しを回し、隅すみの帽子掛かけに見事投げ掛けた。金モールの入った、惑わく星せい連合宇宙軍の提てい督とく用制帽である。

　タイラーは今年、27歳。一見風ふう釆さいの上がらない三流会社のサラリーマンとも見える彼は、実は惑星連合宇宙軍の、大たい将しよう閣かつ下かであった。ただし、本人に言わせると、

「窓まど際ぎわ大将だねえ……」

　ということになろうか。

　宇宙軍では最年少の、そして唯ただ一人の二十代の提督であり、美人の奥おく方がたとは新婚一年目。端はたから見れば順じゆん風ぷう満まん帆ぱんとも見えるスーダラ人生にも、それはそれで苦労は多いのだ。他人に羨うらやましがられて初めて、身の果報を実感できるというものである。そしてタイラー本人は、いかに人から羨ましがられる身分であろうと、今現在の自分をとてつもなく不幸だと思っていた。

　現に不幸の証あかしとして、彼は今、愛妻のユリコと一いつ緒しよではない。今日は二人にとって初めての、結婚記念日だというのに……である。

　つまるところ、ユリコがいないだけでとてつもなく不幸と感じてしまうような状況そのものが、彼にとっての不幸なのであった。

「たとえどんなに精せい巧こうな、ホログラフの立体映像メールでも、本物ではなし……か」

　いささかではなく気落ち気味に、タイラーは大きなため息をついた。どんなに精せい緻ちを極めようとも、所しよ詮せんは代替品、かえって精巧であればあるほど、今のタイラーは虚むなしさを感じてしまう。独身時代には、ついぞなかったことだ。

　そして、タイラーが虚しさを感じる大きな理由は、別にもうひとつあった。

「航海中は毎日毎日、味もそっけもない艦かん内ない食しよく。ああ、ユリコちゃんの手料理が、思う存分に食べたいなあ……」

　それこそ結婚してみるまでは、想像もしなかった感かん慨がいである。まずいとは言わないし、栄養も充じゆう分ぶん以上なのだが、とにかくコンピューターがメニューを考え、調理ロボットが拵こしらえた艦内食は、飽あきる。それに尽つきた。現代で言うならば、コンビニエンス・ストアのパック入り弁当にも通じるものがあろう。メニューがどんなに微びに入り細さいを穿うがとうと、愛情の代用品だけはない。

　それやこれやで、これが戦争ならばたとえ百万の艦隊が来ても、

「ド～ンと俺おれに、まっかせなさい!!」

　と豪ごう語ごする、また実際、豪語するだけの事はあるタイラーも、すっかり意い気き消しよう沈ちんしてしまっていた。実際まったく、稀け有うな事と言ってよかろう。

　この塞ふさいだ気持ちを、なんとかするには──、

「そうだ!!」

　と、かつて何度も地球の、いや、銀河の危機を救ってきたタイラーの偉い大だいなる脳のう細さい胞ぼうに、パッと稲いな妻ずまにも似た名案が閃ひらめいたのは、次の瞬しゆん間かんであった。

「もっかい聞こ」

　誰だれかが聞いたら気落ちするような声とともに、タイラーの指はビデオメールの再生機へと伸のびた。

『ジャスティ、あなたがこの映像を見る頃は……』

　ブリッジからの、艦内通信用コールサインが、無ぶ粋すいな音でタイラーの甘あまい幻げん想そうに割って入ったのは、そのときであった。

「何だ何だ。いいところだったのになあ……」

　狙ねらってやったとしか思えない最悪のタイミングである。いや、たとえ狙ったとしても、こんな絶ぜつ妙みようのバッドタイミングは、常人の能よくなしうるところではない。こんな最悪のタイミングを、意識しないでもできる人物と言ったら、この重じゆう巡じゆん洋よう艦かん『阿あ蘇そ』の艦内には、唯一人……。

「ヤマモトくんかな？」

　呟つぶやきつつ、タイラーは受信機のスイッチを入れた。

「私だ」

　無意識のうちに、少々不ふ機き嫌げんな声であったかも知れない。

『タイラー提てい督とく閣かつ下か。お休み中のところ、申し訳ございません』

　スクリーンに現れた端たん正せいな顔立ちは、まぎれもないマコト・ヤマモト少将のものであった。

「やっぱり──」

『やっぱりとは何ですか!?　やっぱりとは……』

「こっちの話だ、気にするな」

　タイラーは初めて笑った。一いつ瞬しゆんにして自分の不ふ興きようを、ヤマモトに押おし付けてしまったのだ。気も晴ればれ。それにしても、気の毒なのはいつもヤマモトである。

　しかし、そこから一瞬にして立ち直り、マニュアル通りの事務口く調ちように戻もどるところも、さすがにヤマモトであった。こほんと軽く咳せき払ばらいして、彼は報告した。

『タイラー閣下、目的地の惑わく星せいホロシリが近付きました。そろそろブリッジへ……』

「わかった。それにしても、今いいとこだったのになあ……」

　万ばん感かんの想おもいを込こめて、タイラーは言った。

『ははあ……。またユリコさんからの、ビデオメールを見ていらしたんですね』

　その一言でヤマモトはすべての事情を諒りよう解かいしてしまった。さすがに有能だが、まあ、タイラーのこの件に関しては外れようがないとも言える。

「そうだよ」

　と、タイラーも素直に認めた。

「実に何とも、最悪のタイミングだ。さすがはヤマモトくんだねえ……」

『ブルネイを出港してから、ずっとずうっと、そればっか聞いていらっしゃったくせに、何をおっしゃるんです』

　心外ですなという表情で、ヤマモトは帽ぼう子しを直した。口調に若じやつ干かんの、嫌いや味みがある。伊だ達てにずっとタイラーと、一いつ緒しよだった訳ではない。

『ま、提督のそのお気持ちは、このヤマモトもお察し致します……』

「そうなんだよ」

　と、堰せきを切ったようにタイラーの口から、それまで鬱うつ積せきしていたものが溢あふれ出した。

「今日は結婚一周年記念日、ものの本によれば紙し婚こん式しき、ペーパーウェディングのお祝いだっていうのに、よりにもよってこんな辺境惑星の叛はん乱らん鎮ちん圧あつに駆かり出されちゃってさ。僕もつくづく、運が悪いね。あ、もちろん運が悪いといったところで、君ほどじゃないけどね、ヤマモトくん」

『諸々含ふくめて、大きなお世話です』

　苦り切った口調で、ヤマモトは言った。自分はそのあんたに、付き合わされたんですよとでも言いたげだ。さすがに、これでもタイラーを信しん頼らいしているので口には出さない。

「そうだね」

　壁かべに掛かけてあった帽ぼう子しを手に取り、ボサボサの頭を手て櫛ぐしで整えながら、タイラーは言った。

「しかしヤマモトくん、結婚はいいぞ」

　何を言い出すのかと思えば……であった。

「離はなれてみてわかるとはこのことだ。どうかね、君もひとつ、ここらで──」

　年齢的に見ればヤマモトはタイラーよりの二歳の年長、三み十そ路じの声も目前である。いくら人類の平へい均きん寿じゆ命みようが九十歳近く──戦死を除いた自然寿命の平均は百に迫せまる勢いであった──にまで延びたとは言っても、適てき齢れい期きであることに変わりはない。しかし、そういうことを他人からとやかく言われることを、プライドの高いマコト・ヤマモトは好まない。

『残念ながら私には、その気配もありませんな』

　通信モニターの中のヤマモトは、相当に焦じれていた。これでも昔むかしに比べれば遥はるかに慣れたとは言うものの、天下の奇き人じんタイラーと付き合えば、やはり相当に神経を磨ま滅めつさせられる事に変わりはない。

「そうか。気配もないか。宇宙軍きっての堅かた物ぶつである君らしいなあ……。わかった。だったら僕がひとつ……」

『えほん』

　ヤマモトは強ごう引いんな咳せき払ばらいで、その難なんを逃のがれた。これ以上はタイラーに、自分の人生に介かい入にゆうして欲しくはないというのが本音である。軍人としての職務はともかく、プライベートにまで──。考えただけで、頭が痛くなる。タイラーの仲人なこうどで結婚でもした日には、一生ものの慙ざん愧きに堪たえぬ日々だろう。いや、そもそもタイラーが薦すすめるような女性では、ヤマモトには気苦労が絶えないに決まっている。

　それやこれやでヤマモトはすっかり、任務などどうでもいいレベルにまでペースを攪かく乱らんされてしまった。

『提てい督とく、そんなことより、今は任務が先決です。どうか、至急ブリッジへ！』

　ヤマモトの声には、お願いですからという響ひびきが、如によ実じつに現れていた。

「はいはい。持つべきものは可か愛わいい女によう房ぼうと、有能な部下ってね」

『その両方持っていらっしゃるんですから、あなたは幸せでしょ』

　やっかみ半分に言うヤマモトの言葉尻じりを捉とらえて、

「何か言ったか？」

　と突つっ込むタイラーに、

『いえ。何でもありません！』

　と、わざと大おお仰ぎようにモニターの中で、ヤマモトは敬礼してみせた。

『とにかく提督、至急ブリッジへお越こしください』

　出し抜ぬけに通信が切れる。今のヤマモトがタイラーに対してなしえる精神的反はん撃げきといったら、これぐらいが精せい一いつ杯ぱいだろう。

「いつもながら一言多いんだよ。あの堅かた物ぶつは……。ま、僕に対してあれだけ言ってくれるのは、ユリコを別にすれば彼くらいなんだろうけどね……」

　タイラーにだって、ちゃんとわかってはいるのだ。

「さあ、お仕事お仕事……。ユリコちゃん、それじゃ、行ってくるからね」

　そう言いつつタイラーは、スペースブルーの提督用コートを羽は織おると、提督専用室の壁かべ一面に貼はられた愛妻のポートレートに向け、臆おく面めんもなく投げキッスした。

「さあいっちょ、ブヮ～ッといくかあ!!」

　ともすれば沈しずみがちになる自分を鼓こ舞ぶするためか、はたまたいつものノリなのか、タイラーは〝自じ称しよう〟自じ慢まんの喉のどを披ひ露ろうしつつ、ブリッジへの直通エレベーターに乗った。

　自作自演の迷曲、『正調無責任音おん頭ど』である。





一、軍人なんてな　気楽な稼か業ぎよう




宇宙酔よいでも　つとまる艦かん長ちよう

ミサイルボタンを　バカスカ押せば

敵で勝手に　沈んでくれる

ア年ねん功こう序じよ列れつも　タテマエだけさ

広い宇宙に　飛び出せば

銀河に　銀河に

ハァチョイト　ハァチョイト

虹にじが立つ




二、制服脱ぬいだら　五ご尺しやくの体




地位も　名めい誉よも　生きてりゃこそよ

退たい役えきなんてな　まだ先だから

勲くん章しよう欲しけりゃ　長生きしよう

ア戦せん闘とうなんてな　テキトーにやって

人の手て柄がらを　横取れば

世間に　世間に

ハァチョイト　ハァチョイト

角が立つ






　一気にフルコーラスを、アカペラで歌い切ったタイラーは、

「ブヮッハッハ！　気にしない気にしない。目標に向かってただ前進あるのみ！」

　と、あの（聞く人によっては）耳みみ障ざわりな胴どう間ま声ごえで叫さけんだ。それと同時に、すべての鬱うつ憤ぷんを、綺き麗れいさっぱり、晴らしてしまったあたりは、さすがに宇宙に一人の、Ｃ調男の面めん目もく躍やく如じよか──。

　ともかく──、

「やあ諸君、お待た」

　と、ニコヤカな表情で『阿蘇』のブリッジに現れたタイラーの顔のどこにも、さっきまでの塞ふさいだ様子は微み塵じんもなかった。

　ブリッジの目という目が、タイラーを振ふり向いた。

「提督！」

　振り向くなり、嬉うれしそうに叫んだのは『阿蘇』の操そう舵だ長ちよう、ハロルド・カトリであった。元気そうで何よりという安あん堵どが、その笑顔に看みて取れる。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美青年であるカトリも、今の階級は大たい佐さ、本来なら艦長クラスだが、自ら志願してこの叛はん乱らん鎮ちん圧あつには、慣れ親しんだ『阿蘇』の操舵手役を買って出たのである。

「何しろ俺が舵かじを握にぎらないと、『阿蘇』は本来の調子を出せないからな……」

　とは本人の弁であったが、誰もそれを信じるものはいなかった。カトリの腕うでをではなく、その本音を、である。

「要するに、カトリ大佐は、叛乱鎮圧という大たい義ぎ名めい分ぶんにかこつけて、タイラー提督と御ご一いつ緒しよしたいのさ」

　とは、衆しゆう目もくの一致するところであった。そして本人も、追つい及きゆうされればその事を、否定したりはしなかった。今のところカトリはユリコの次くらいに、タイラーを敬愛するシンパである。ヤマモトのような、条件付きではない。もっとも注文が多い分、ヤマモトの方がよりタイラー寄りの立場とは、言えるかも知れないが……。

『阿蘇』ブリッジの全員が、それぞれの職分の及およぶ範はん囲いに於おいてベストのコンディションを整え、ただタイラーの到とう着ちやくするのを待っていた。

「カ～ッ、さすがは我が有能な『阿蘇』のクルー。準備万ばん端たん、張り切っとるねえ。結構けっこう」

　以前と全然変わらないタイラーの言い種ぐさが、どれほどクルーを勇気づけたことであろうか。皆、今回の任務がいかに重要で、なおかつ達成困難かということを知っている。それだけに、常に自分のペースを崩くずさない提てい督とくが自分たちの上にいてくれるということは、不思議に心強いのである。本当に、この漢おとこなら、そのうちなんとかしてくれるのではないだろうかと思えるのだ。その点では、タイラーは有能な部下たちに恵めぐまれていると言えるのと同時に、彼らもまた、タイラーという実に得え難がたい上司に恵まれているとも言えた。お互たがい様である。

　既すでに『阿蘇』のブリッジ正面にあるメインスクリーンには、今回の目的地である辺境惑わく星せいホロシリの姿が望遠映像で拡かく大だい投とう影えいされており、なお接近するにつれて、刻こつ々こくとその領域を拡大しつつあった。あばただらけの、不ぶ気き味みに黒い惑星である。海洋も緑もなく、ただ剝むき出しの黒い岩いわ肌はだにところどころ、火山の噴ふん火か口こうがぽつぽつと赤く見えていた。火山活動と地ち殻かく運動は、かなり活発らしい。まだ若い、天文学的に見ればそれこそ出来たてと言ってもよい惑星なのだ。太たい古この地球に、似ていると言えないこともない。あるいはホロシリも、あと何十億年か経たてば、地球型の、緑の惑星になるのかも知れない。

「提督、これが目的惑星です」

　恭うやうやしく制服の襟えりを正して、ヤマモトが言った。

「ほう、こいつが惑星ホロシリか。もう見えてきたんだねえ」

　まったく物もの見み遊ゆ山さんと言ってもいい緊きん迫ぱく感かんの欠けつ如じよした口く調ちようで、タイラーは言った。

「辺境と聞いていたが、こうして見ると、なかなか立派なもんじゃないか」

「提督……」

　たしなめるように言ったヤマモトの言葉も、タイラーの耳には届とどいてはいない。

「もうこんなに大きく見えるということは、すぐそこなのかな？」

「いえ──」

　と、首席オペレーターの、キョンファ・キム少佐が言った。言わずと知れた才さい色しよく兼けん備びのきわめて有能なクルーである。ともかくこの人がいないことには『阿蘇』の電子・索さく敵てき・通信関係は一切まともに機能しない。カトリ大佐の職域が『阿蘇』の手足なら、キム少佐のそれは『阿蘇』の目と耳だ。

「今のままの巡じゆん航こう速度では、到着までになお半日近くかかります。あれは、超ちよう遠えん距きよ離りの、増ぞう幅ふく拡大映像ですから」

「なるほど、便利になったもんだねえ……」

　感心したように呟つぶやくタイラー。単に軍の技術革新に関して無知とも言える。そういう事には興きよう味みがないと言ってしまえば、それまでなのだが……。

「キム少佐、惑星ホロシリに関するデータを」

「はい」

　タイラーの大おお雑ざつ把ぱなところを補おぎなうかのようなヤマモトの言葉に、宇宙軍きっての才さい媛えんはきびきびと頷うなずいた。今は結婚して予よ備び役えきとなったユリコ・タイラー夫人、旧きゆう姓せいユリコ・スター大たい尉いとは、かつて惑星連合宇宙軍・女ウ性エ士ー官ブの双そう璧へきとまで謳うたわれたものだ。

「惑星ホロシリ。ニサコ系辺境宙域、恒こう星せいネサップの第十二番惑星です。地殻組そ成せい、Ｒ型第二種、大気組成、Ｄ１型。直径は地球の、約１・２倍。質量は地球の約1・６倍。重力は両極点で１・６Ｇ、赤道付近では、ほぼ地球と同じ、１Ｇです」

「極点と赤道付近で、そんなに重力が違ちがうのは？」

　タイラーが訊きいた。ほとんど中学生レベルの質問である。

「高速で自転しているせいですわ」

　即そく座ざに返ってくる返事が小こ気き味みよい。

「ホロシリの自転周期は、地球標準時間で三時間もありません」

「つまり、地球の感覚では、一日に八回も、昼と夜とが来るわけか……」

　ヤマモトが呟くように言った。

「たまらんな、気が急せいて……」

「そういう事になりますでしょうか……。その代わりと言っては何ですが、公転周期の方は闇やみ雲くもに長いですね。主星であるネサップ、つまり太陽からの距離が、遠いせいもありますが、何と２９８年もかかります。おまけに極度に細長い楕だ円えん軌き道どうなので、主星からの遠えん日じつ点てんが太陽と冥めい王おう星せいの倍近くもあるのに、近きん日じつ点てんは地球と太陽との距離と、さほど違わないのです。いかなる神の気まぐれか、これでは惑星というより、まるで彗すい星せいの軌道ですわ」

「そうかも知れないね」

　タイラーは頷いた。

「しかし、一日が三時間、一年が三百年か……。想像を絶する生活サイクルだな」

　腕うで組ぐみをしたヤマモトが、唸うなる。

「おまけに冬は、ただ寒いだけの、まさしく極寒の惑星ときた」

「今ホロシリは、百年も続く長い冬の、真まっ盛さかりですわ」

　まさしく、敵にとっても味方にとっても最悪の時期に、叛はん乱らんは起きるべくして起きたというわけだ。

「あの星に春が来る頃には、我々は一人残らず、老人になってしまいます……」

「あんなところにだけは、住みたくないねえ……」

　タイラーが言った。ぼそっと言っただけに、かえって迫はく真しんの説得力がある。『阿蘇』のクルーだって、今回の作戦がなければ誰一人として、一生ホロシリになど来ることはなかったであろう。観光目的だとしてもなおさらありえない。どんな物好きがこんな寒いだけの不毛の惑わく星せいに来たいと思うだろう？　その一方でホロシリは、惑星連合宇宙軍の将兵たちの間では、徒いたずらに名のみ有名であった。よく、人事の士官が兵隊を脅おどかすのに、

「貴様、ホロシリ送りにされたいか!?」

　と、半ば冗じよう談だんで言うことが、ひとつの決まり文句であったからだ。しかし、実際に住んでいる者にとっては、冗談ではすまない。

「食料も、少ないだろうしね」

「ホロシリは、食料の99・９パーセントを、他惑星からの輸入に頼たよっています。ホロシリ特産の食料といったら、地熱栽さい培ばいのホロシリカイワレダイコンくらいのものでしょう」

「ああ、あの苦いやつ。寿す司しネタとしたら、いけるけどね」

　カトリ大佐がいった。

「しかし、三日もあればっかり食べるとしたら、飽あきるだろうな……」

「まあホロシリのほうも、地球を筆ひつ頭とうとする多くの惑星に、豊富な地下資源を輸出していますけどね。特にチタン、金、銅どう、マンガン、ボーキサイトの年間産出量は、辺境随ずい一いちです。地球などホロシリからの地下資源の供給がなければ、現体制を半年間も維い持じすることはできません」

「だからこそ、深刻な叛乱だ。どちらにとってもな……」

　ヤマモトの声は、皆の胸に重く響ひびいた。

「片かたや慢まん性せいの資源不足、片や深刻な食料難。どちらも譲ゆずれぬ状じよう況きようで、そのバランスが崩くずれればどうなるか……」

「激げき突とつは、必至だったと言うべきでしょうね」

　カトリが言った。

「惑星連合は長いこと、この問題を棚たな上あげにしてきましたから。その歪ひずみが、一気に噴ふき出したのが今回の叛乱とみるべきでしょう」

「我々は政治学者ではない、軍人だ。仕事は原因を分ぶん析せきする事ではなく、叛乱を鎮ちん圧あつすることだ、速すみやかにな」

　ヤマモトは言った。

「このままでは惑星連合は、資源不足で干ひ上あがってしまう」

「干上がるとしたら、連中の方が先だと思うがね」

　タイラーはメインスクリーンに映るホロシリを見やりながら言った。

「ホロシリに蓄たくわえられた食料は、そう多くはないはずだ。籠ろう城じようもそう長くはもたんだろう」

「その通りです、閣かつ下か」

　ヤマモトが頷うなずいた。

「ホロシリの総人口は？」

「二十二万です」

　キム少佐がキーボードを弾はじいた。

「人口はそのすべてが赤道付近に集中しています」

　まあ、尋じん常じようでない寒さと重力の問題を考えれば、それも当然だろう。

「首都はハスカップ。経けい度どゼロ、緯い度どゼロにある小都市です。このハスカップに、総人口の実に九割が集中しています」

「たったの二十二万！」

　驚おどろいたよりも呆あきれたような、タイラーの声。

「一国家はおろか、地球の一都市にも満たない数ですよ」

　頷くカトリ。

「よくもまあ、それっぽっちの戦力で、縮小されたとはいえ兵員だけでも六千万人を超こえる惑星連合宇宙軍に喧けん嘩かを売る気になったもんですね。いい根こん性じようだ」

「まったく同感だな」

　とヤマモトも相あい槌づちを打つ。

「普ふ通つうなら勝算があると考える方が、どうかしている」

「ですが──」

　と、キム少佐。

「その少ない人口のすべてが、戦せん闘とう員いんなのです」

「戦闘員!?」

　タイラーが、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「戦闘員っていうと、あの黒タイツに覆ふく面めん被かぶって、イーッと叫さけぶやつ？」

「違ちがいます！」

　冷静なキム少佐が、その一言でキレた。タイラーは３Ｄ特とく撮さつドラマの、見過ぎであろう。

「惑星ホロシリの入植者は、全員が軍人です。屯とん田でん兵へいなのです」

「トンデンヘイ!?」

　奇き妙みように大脳皮ひ質しつを刺し激げきする、懐なつかしい言葉であった。

「屯田兵ねえ……」

「はい。平時は農のう耕こう作業に従事し、いざ事ことあるときは、武器を取って戦う。男も女も、場合によっては子供や老人も、唯一人の例外もなく戦闘要員として戦いに加われます。そのために、農耕の傍かたわら、軍ぐん事じ教きよう練れんも行われてきました。この屯田兵制度を採用したことが、ホロシリの開かい拓たくに大きく貢こう献けんし、それなりの成果を上げた理由とされています。有事、特に叛はん乱らんともなれば、全員一いち丸がんとなって当たってくるホロシリは、小こ人数ながら我々にとっても、かなり手て強ごわい相手でしょうね」

「まさに少数精せい鋭えいだねえ……」

　例によって他ひ人と事ごとのように言うタイラー。まあ、彼にとっては自分とユリコ以外のことは、すべて他人事には違いあるまい。

「なるほど。しかし農耕と言っても、あんな厳寒の辺境惑星では、満足に作物が実るとも思えないが……」

　ヤマモトの素そ朴ぼくな疑問に、

「いいえ。これを見てください」

　と、キム少佐はメインスクリーンの画像を切り替かえた。ディスプレイの中のホロシリが、一いつ瞬しゆんにしてコンピューターによる解かい析せき画像になる。それは一見奇妙な画像であった。さながら巨大なサッカーボールに描えがかれた、無数の鍼はり灸きゆうのツボといったところだ。

「これは？」

「ホロシリの、地下火山脈の分布図です」

「縦横に走ってるな」

　カトリが呟つぶやく。

「はい。この地熱の高さが、言ってみればホロシリの命いのち綱づなです」

「命綱……か」

　感かん慨がいも深いヤマモトであった。

「はい。入植者は、この地熱を頼たよりに各種産業を興おこして、生活の糧かてとしています。他に、石油、天然ウランをはじめとする、豊富な地下資源もあります。ホロシリカイワレダイコンだけで食い繫つなぐ覚かく悟ごさえあれば、二十二万程度の人口を養うには、充じゆう分ぶんでしょう」

「なるほど。しかし、それにしても叛乱などとは、まったくもって無む謀ぼうなことを──」

　ヤマモトが言いかけたときだった。それまで黙だまってスクリーンを見上げていたタイラーが、

「地熱かあ……」

　と、不意に何かを思いついたように、

「キム少佐」

　と、オペレーターを見た。

「はい？」

「あの惑わく星せいには、温泉はあるのかね？」

「は、はい……」

　あまりに緊きん迫ぱく感かんのない質問に戸と惑まどいながらも、そこは情報分析能力に長たけた才さい媛えんキム少佐であった。

「ホロシリには、10メートルごとに温泉が湧わいていると、もっぱらの噂うわさですわ。確かに地熱の宝庫のような惑星ですから、地下水脈さえあれば、即そく座ざに温泉でしょうね。たとえなかったとしても、適当なところを掘ほれば、温泉が出ることは確実でしょうが……」

「そいつぁ結構！」

　と、指を鳴らすタイラー。

「これで今後の方ほう策さくは決まったね」

「何か名案が、提てい督とく!?」

　一いつ瞬しゆん期待しかけたことを、ヤマモトは即そく座ざに後こう悔かいした。

「早いところこの叛乱を鎮ちん圧あつしてさ、温泉につかりながらキュッと一いつ杯ぱい……」

「提督!!」

　ヤマモトの頭から、温泉が噴ふき出した。

「どったの？」

　不思議そうにヤマモトを見るタイラー。その表情は天てん真しん爛らん漫まんで憎にくめない。ヤマモトはいつも、この表情に戸惑ってしまう。

「そ、その……、も、もう少し、真ま面じ目めに考えていただきたい……」

　もっとキツいことを言うつもりだったヤマモトも、思わず弱よわ腰ごしにならざるをえない。それほどまでにタイラーという人間の全ぜん貌ぼうは、常人には摑つかみきれないところがあった。

「僕は真面目だよ」

　本当に真面目そうに、タイラーは言うから困ってしまう。

「て、提督、ですから……」

「ふあああああああ……」

　不意に一同の背後で、大きな欠伸あくびの声。

「ようく寝ねた」

　複雑だった事態が、これでますます複雑になる。

「アンドレセン准じゆん将しよう」

　苦りきった、ヤマモトの声。

「君にも困るな。この『阿蘇』は、仮にも臨りん戦せん態勢なんだ。その最中に、艦かん長ちようともあろう者が、ブリッジで昼寝など」

「地球標準時間では、今は夜だぜ」

『阿蘇』艦長カール・ビョルン・アンドレセン准将は、しれっとした寝起きの顔で言った。

「そ、そういう問題では……」

　タイラーだけでもいい加減もてあましているところへ持ってきて、さらなる問題児を抱かかえた小学校の教きよう諭ゆみたいに、ヤマモトはすっかり進しん退たい窮きわまってしまった。

「と、とにかく艦長がブリッジで大欠伸は困る」

「申し訳ありませんな」

　見ようによっては、いや、よらなくても不ふ遜そんな態度と口く調ちようで、首筋の辺あたりをボリボリと引っ搔かきながら〝赤毛のエイリーク〟の異名を持つバイキングの末まつ裔えいは答えた。

「しかし、小しよう官かんは本当の臨戦態勢になれば、いやでも目が覚めますゆえ、どうか御安心を」

　まるで自分が、臨戦態勢のバロメーターだとでも言いたげな口調である。何よりも自分の豊富な実戦経験を信しん頼らいし、それ以外は軽視するという叩たたき上げ古こ参さん兵へいの典型だった。しかし、こういうタイプの方がまだ、タイラーのようなチャランポランで摑みどころのないタイプと比べれば、対処のしようもある。

　要するに、顔を立ててやりさえすれば、よいのである。

「頼たのむよ」

　とだけ、ヤマモトは言った。それ以上の追つい及きゆうは、ヘソを曲げられるだけだと長い間の経験からヤマモトは知り抜いている。

　２メートルに近い巨きよ漢かんのアンドレセンは、大たい儀ぎそうに艦長席でごろんと寝返りを打ちながら、

「ところでタイラー閣かつ下か」

　と、提てい督とくを見た。かく言うアンドレセンも准将、つまり〝閣下〟の範はん疇ちゆう内ないである。戦艦ならともかく一隻せきの巡じゆん洋よう艦かんに提督、参さん謀ぼう、それに艦長と、三人もの将官が乗り込むなどそれこそ稀け有うなことであると言える。その事からも、今回の任務の特異性が窺うかがい知れた。

「何だい？」

　まるで友だちに名を呼ばれたように、気安く振ふり返るタイラー。彼とアンドレセンとは、不思議に相あい性しようがいい。少なくともアンドレセンとヤマモト、ヤマモトとタイラーよりはウマが合うことは事実で、実は一年に満たない付き合いという事実を感じさせないだけのものがある。アンドレセンはもともと戦艦『フェンリル』で、操そう舵だ長ちようのカトリと長いこと海かい賊ぞく所しよ帯たいを営んでいた間あいだ柄がらである。それがちょうど一年前の『信しな濃の』暴走事件を契機きつかけとして、タイラーに心しん酔すいし、彼の幕ばつ閣かくに加わったという経緯いきさつがある。

　どうやらタイラーは、女子供と老人、それに無法者アウトローに好かれる口らしい。その事を裏付けるかのように、宇宙軍内でもタイラーのシンパは、頂点と底辺に集中していた。それ以外の連中には疎うとまれており、むしろ味方よりも敵の間で評価が高い。まあ敵にすれば手て強ごわい相手だが、それ以上に数々の奇き行こうは味方の神経を磨すり減へらす。それが気にならないという人間には、タイラーは最高の上司と言えた。

　無論ヤマモトは、それが気になって仕方がないという人間の中にあっては、数少ない例外中の例外である。

「自分もホロシリとよく似た、寒い辺境惑わく星せいの出ででしてね」

　妙みように含ふくんだような物言いで、アンドレセンはタイラーに言った。タイラーよりはむしろ、ヤマモトに対する当てつけとも見える。この赤毛の巨漢は、そういう〝間接攻こう撃げき〟をよく使う。

「ふむふむ……」

　頷うなずくタイラー。

「そうだったね、アンドレセン艦長」

　無論アンドレセンの本当の狙ねらいなど、タイラーは知る由よしもない。間接攻撃のための〝マクラ〟としては、それゆえ恰かつ好こうの存在とも言える。

「銀河中央政府の、ひと握にぎりのエリートだけが甘あまい汁しるを吸うという、惑星連合の現体制には、いささか言いたいこともありましてな。こんな最さい涯はての惑星に島流し同然に、半強制的に入植させられたホロシリの連中の気持ちも、だからまんざらわからねえってわけじゃないんですよ。むしろ、小しよう官かんの心情は、遥はるかに彼ら寄りですな。連中、長い入植の歴史の中で、さぞや肚はらに据すえかねてたんじゃないかってね……」

「なるほど。それは言えるな」

「アンドレセン准将！」

　ヤマモトは立場上、厳しく叱しつ責せきした。

「仮にも叛はん乱らん鎮ちん圧あつ軍の艦長が、そういう上層部に批判的な態度は慎つつしみたまえ」

「別に批判したわけじゃないんですよ、ヤマモト参さん謀ぼう」

　馬ば耳じ東とう風ふうと、アンドレセンは聞き流す。

「ただちょっと、ホロシリの連中が気の毒に思えただけですよ。それだけで、上官叛逆の罪つみに問われるんですかい？」

『こいつ、居い眠ねむりしたフリして、しっかり聞いてたな……』

　と、ヤマモトはアンドレセンの喰くえなさに、心中密ひそかに舌を巻いた。タイラーとは全然別の意味で、扱あつかいにくいこと夥おびただしい。

『思った以上に、切れる奴やつだ』

「とにかく！」

　と、マスクメロンほどもある拳げん固こを振ふりかざしつつ、アンドレセンは叫さけんだ。

「虐しいたげられた連中のこの気持ちだけは、エリートにゃあどう説明したって、わかっちゃもらえませんよ。ね、ヤマモト参謀長閣下」

「あ、ああ……」

　気き迫はくに気け圧おされて、今ひとつ歯切れの悪いヤマモトであった。

「血の滲にじむような想おもいで産出した地下資源のほとんどを、銀河中央政府に安く買い叩たたかれ、肝かん心じん要かなめの住民の懐ふところのほうはサッパリ潤うるおわねえホロシリだ。たまには叛乱のひとつやふたつも、起こしてみたくもなろうってもんさ」

「だがあの程度の戦力ではもうひとつ、根こん拠きよが希薄だな」

「根拠!?」

　ヤマモトの言葉尻じりを捕とらえて、アンドレセンは嚙かみついた。

「根拠なら、あるさ」

　どうしてわからないんだという顔で、ヤマモトを見る。

「連中の気持ちに、充分すぎるほどの動機を与あたえた、根拠ならな」

「それが、つまり……」

　と、カトリがアンドレセンの言葉を、引き継ついだ。

「あれだな」

　ブリッジにいた全員の目が、メインスクリーンを見る。

　そこにはもうかなり大きくなったホロシリの映像とともに、その衛星軌き道どう上に浮うかぶ、二個の不ぶ気き味みな天体の姿が小さな輝かがやく点となって見えた。遠目には、宇宙に浮かぶ真しん珠じゆのようにも見えるが、けっしてそのような可か愛わいらしいものではない。

　ホロシリには元来、天然の衛星は存在しない。従って、その二個の天体も、人工衛星である。ただし、二十世紀末に生きる我々が、人工衛星と呼ぶ物の概がい念ねんからは、掛かけ離はなれていた。それより遥はるかに巨大で、また剣けん呑のんな代しろ物ものである。

「あれか……」

「ああ、あれだ」

　口々に呟つぶやく。

「つい一週間前にも、第一次の叛乱鎮圧艦隊を、全ぜん滅めつさせたという……」

「拡大映像、出します」

　キム少佐の指が、キーボードを滑すベる。ディスプレイの画像はホロシリから、その不気味な人工天体のひとつに切り替かわった。

　それは実に禍まが々まがしい、直径２００キロの、〝いびつな真珠バロツク〟であった。














第二章　悪あく魔まの連れん珠じゆ









　自動攻こう撃げき衛星システムは、もともと『八・八艦かん隊たい計画』と並ならび、惑わく星せい連合宇宙軍の対ラアルゴン帝てい国こくの切きり札ふだとも呼ぶべき兵器であった。

『信しな濃の』級戦艦八隻せき、『六ろつ甲こう』級巡じゆん洋よう戦艦八隻からなる『八・八艦隊計画』が、全長１０００メートルを超こす弩ど級きゆう艦かんでもってラアルゴン艦隊を蹴け散ちらそうというオフェンシブな計画であるとすれば、二個ペアになった直径２００キロの巨大な人工天体により、太陽系本土に鉄てつ壁ぺきの防衛網もうを敷しこうという自動攻撃衛星システム計画は、まさしくディフェンシブな発想だが、スケールそのものとしてはこちらのほうが遥はるかに壮そう大だいな構想であるとも言えた。

　何しろ必要とされる資材の量だけでも、太陽系内と近きん隣りんの恒こう星せい系だけではとてもまかなえない。そのために惑星連合宇宙軍は遠く辺境宇宙域からも資材を徴ちよう収しゆうし、旧きゆう式しき艦かんを潰つぶし、それでも足りずに民間から鋼こう材ざいや廃材、鍋なべ釜かままで供きよう出しゆつさせてどうにか最初のふたつの攻撃衛星『ドグラ』と『マグラ』を突とつ貫かん作業で完成させたのである。以下、『ソドム』と『ゴモラ』、『スコル』と『ハーティ』、『ヘルター』と『スケルター』、そして『満まん珠じゆ』と『干かん珠じゆ』と、悪あく魔まの連れん珠じゆは短期間に続々建造されていった。それに費やされたマンパワーは膨ぼう大だいなものとなり、あの高名な歴史学者のオズリック・ランスロー（宇宙暦れき６９９６～７０７６）は、このシステムを称しようして、

「宇宙時代の、万ばん里りの長ちよう城じよう」

　と一いつ刀とう両りよう断だんしている。

　その、膨大な予算と人力を要した自動攻撃衛星も、あの『信濃』暴走事件とそれに続く、『アスキルト軍縮条約』（別名『アザリンちゃん救出条約』）の締てい結けつによって、一夜にして宙に浮ういた形となってしまった。膨大な資材と労力とが、まったく水すい泡ほうに帰し、既すでに完成あるいは完成間近であった十個の攻撃衛星は、まったく無用の長ちよう物ぶつと化してしまったのである。笑いたくても笑えない結果であった。

　この結果に宇宙軍内でも特に衝しよう撃げきを受けた人物といえば、精力的に両計画を推進していた、参さん謀ぼう総そう長ちようのススム・フジ中将その人であろう。臥が薪しん嘗しよう胆たんの苦労を重ね、いよいよこれから怒ど濤とうの反はん攻こう作戦でラアルゴン艦隊を一いつ挙きよに蹴散らすぞと意気込んでいた矢先に、戦争が限りなく停戦に近い一時休戦状態になってしまったのである。フジ参謀総長の心中や、推おして知るべしであった。

　何でも側近連中の話では、条約締結直後は、

「わ、ワシの『八・八艦隊』が……、ワシの攻撃衛星が……」

　と、えらく落ち込んでいたそうである。ちょうど同じ時期に息むす子この進学問題や、また積年のライバルであったタイラー大将に昇進で先を超こされた心労もあって、一時は目も当てられない消しよう沈ちんぶりであったと伝え聞く。そして、そのショックから立ち直ると、彼は、

「おのれタイラー！」

　と、以前にも増してジャスティ・ウエキ・タイラーを目の仇かたきにするようになった。

　逆さか恨うらみとも取れるが、ラアルゴン帝てい国こく皇こう帝ていゴザ十六世を救出し、停戦を実現させたのは他ならぬタイラー提督の功績である。言わばフジ参謀総長が、

『その軍人生命のすべてを懸かけていた』

　ふたつの計画をおじゃんにしてしまったのは、タイラーであるとも言えるのだ。

「貴様の天下も、長くは続きはせんぞ！　いや、このワシが続かせん!!」

　神掛かけて誓ちかったフジ中将であったが、もちろんタイラーは彼のそんな復ふく讐しゆう心しんはおろか、その気持ちも知りはしない。ただ転がり込んで来た我が世の春を謳おう歌かし、ひとりヤマモトのみが、敬愛する上司に代わって気を揉もむという毎日であった。

　ところで、廃案と決まり、『八・八艦隊計画案』の未成艦の方は即そく座ざに解体されることが決定したが、自動攻こう撃げき衛星システムの方は物の大きさが大きさだけに、おいそれとスクラップにするという訳にもいかない。早い話、解体するにも建造と同じくらいの金と手間がかかるのである。始末に困る代しろ物ものであった。いっそテーマパークもどきの遊ゆう興きよう衛星や、賭と博ばく衛星に改造してはという平和利用案もあったが、フジ参謀総長はどうしても諦あきらめ切れない。結局、当初の計画通り、太陽系の防衛システムとして配備するということに、議会をゴリ押おしして通してしまった。このあたりの政治的駆かけ引きというか手て練れん手て管くだには、さすがにフジ参謀総長は長たけている。

　直接ラアルゴン帝国本土の驚きよう異いとなる『八・八艦隊計画』とは違い、純じゆん粋すいに太陽系本土防衛のための防ぼう禦ぎよ兵器である自動攻撃衛星システムなら、ラアルゴン側からの風当たりも、さほど強くはなかった。

　しかし、配備にあたりその主しゆ兵へい装そうである超ちよう高出力のエネルギー粒りゆう子し砲ほう、別名〝艦隊撃げき滅めつ砲〟の試射をする必要があった。二個の人工天体同士の大質量が干かん渉しようし合う力りき場ばから、一撃で恒こう星せいをも撃破するエネルギー力線を発射するという驚異の超兵器である。これはさすがに、太陽系内で試射することははばかられる。そこで、十個五組のうち最初に完成し、もっとも内装などの諸設備の充じゆう実じつしていた『ドグラ』と『マグラ』を、どこか辺境の宇宙域にワープフィールドで包んで輸送し、そこで主砲の試射を行うという計画が、アスキルト条約締てい結けつ後一年近くを経へてようやく決定された。フジ大将（条約締結、半年後に昇しよう進しん）は、その実験地として、辺境の厳冬惑星ホロシリを選んだ。辺境ながら軍の直ちよつ轄かつにある惑星であり、住民からの苦情もない、また、ラアルゴン帝国とは地球を挟はさんで逆方向にあり、スパイされにくいというのがその理由であった。

　しかし、ここに思わぬ陥穽おとしあなが潜ひそんでいたのである。

　多大な手間をかけてホロシリの衛星軌き道どう上に運び込まれた『ドグラ』と『マグラ』は、到とう着ちやくするや否や、現地の屯とん田でん兵へいたちによって強ごう奪だつされた。首しゆ謀ぼう者しやたちは『ホロシリ解放戦線』を名乗り、同日中には惑星連合政府に対しホロシリの独立を宣言、また、八項目の要求を、惑星連合政府並びに宇宙軍に対し突つき付けてきた。

　その内容とは──、





　一、ホロシリの独立を承認

　二、惑星連合宇宙軍の、ホロシリ並ならびにニセコ系よりの全面撤てつ退たい

　三、ホロシリへの食料輸入の自由化

　四、関税の撤てつ廃ぱい

　五、惑星連合はホロシリからの地下資源を、適正価格で買い上げる事

　六、屯田兵制度の廃止

　七、ホロシリ住民が任意に軍ぐん籍せきを離はなれることを認める事

　八、銀河中央惑星諸国家の、ホロシリ住民に対するいわれのない差別を改める事






　どれもこれも、至極まっとうで、正当な要求であるとも言えた。だが惑星連合は惑星連合で、その要求を黙だまって呑のめない、苦しい台所もあった。早い話、ただ同然に安いホロシリの地下資源は、惑星連合にとってもはや財政を維い持じする絶対の前提条件であったのだ。それを〝適正〟価格で買い上げていたのでは、たちどころにして惑星連合の財政そのものが貧ひん窮きゆうしてしまうのである。だから、この要求は到とう底てい呑めない。

　返事の代わりに惑星連合宇宙軍は、艦かん隊たいを差し向けた。内訳は、戦艦四隻せき、重じゆう巡じゆん洋よう艦かん六隻を含ふくむ総勢六十余隻。平時に一惑星の内乱鎮ちん圧あつのために動員する艦隊としては最大規模である。また、惑星上での戦せん闘とうを行う陸上戦力は実に六十万を数え、それを輸送するための輸送船と強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かん艇ていも、別に三百隻近くが追って到とう着ちやくするはずであった。ましてホロシリの全兵力は僅わずか二十二万。たちどころにして一いつ蹴しゆうし、鎮圧できるはずであった。逆に言えばこの程度の戦力しか持たぬホロシリに対し、大艦隊を差し向けたことで、政府がこの叛はん乱らんを意外に重く見ていたことが窺うかがえるのである。

　ところが──、

　惑星連合宇宙軍の首脳部は、自分たちで開発していた自動攻撃衛星システムの威い力りよくを甘あまく見ていた。もしくは、まったく考こう慮りよしていなかったと言われても、仕方のない用兵をしてしまった。正面から密集した艦隊を、惑星ホロシリに肉にく薄はくさせ、展開しようとしたのだ。あるいは、この作戦の無む策さく不用意さを、ホロシリ住民のせいにかこつけようとする御用軍事評論家もいる。曰いわく、ホロシリの屯とん田でん兵へいの兵士としての熟じゆく練れん度どは低く、また最新の超ちよう兵器である自動攻撃衛星システムなど、奪だつ取しゆしてもとても使いこなせまいと踏ふんでいたというのだ。だがこの読みは、あまりにも甘かったと言わざるを得ない。ホロシリの屯田兵たちの士し気きはすこぶる高く、また誰だれに教わるでもなく自動攻撃衛星システムを、旨うまく操あやつる事ができたのだ。そう、惑星連合宇宙軍の誰よりも有効に──。

『ドグラ』と『マグラ』から最初の、天を焦こがすばかりの火か箭せんが閃ひらめいたとき、無む為いに密集隊形を組んで威い嚇かくするかのような示じ威い行動を取っていた主力艦隊は、唯の一いち撃げきで全ぜん滅めつしてしまった。本当に、唯の一撃である。フリゲート艦はおろか内ない火か艇てい一隻、逃のがれる事はできなかった。艦隊司令カシカシュアン中将以下、一万余の将兵が、プラスマイナス１秒の誤ご差さ内で、艦と運命を共ともにしたのである。

　主力艦隊の全滅を知って後続の揚陸船隊は、泡あわを喰くって一いち目もく散さんに遁とん走そうした。隊列を乱し、無防備に尻しりをからげて逃にげる輸送船団に対して、『ドグラ』と『マグラ』の高出力エネルギー砲は有効射程距離内であったにも関わらず、何故か火を吐はかなかった。

　以上が第一次叛はん乱らん鎮ちん圧あつ艦隊の顚てん末まつである。これ以上はない不ふ首しゆ尾びを聞いて、フジ参謀総長が激げき怒どした事は、想像に難かたくない。

　事実、その報しらせを聞いた一いつ瞬しゆん、

「おのれッ！」

　と、血けつ相そうを変えたフジ大将は空から手ての有段者でもないのに、分厚い会議用のテーブルをただ手て刀がたなの一撃で、叩たたき割ったそうである。

「タイラーだけでも頭が痛いのに、この上に叛乱だと……」

　血走った目で怒いかり狂くるい、誰彼となく側近に当たり散らしていたフジ大将だが、その頭痛の種同士を嚙かみ合わせるという結論に達するまでに、さして時間はかからなかった。

「ふむ、ならば……」

　と、彼は側近中の側近、アキヒコ・ヒラカワ中将に告げた。

「タイラー大将閣かつ下かに、この叛乱を鎮圧していただくとしよう。これならば、まずどこからも文句の出ない人選だろうからな。すぐにタイラー大将を、ここへ呼んでこい」

　よしんばタイラーが、この叛乱鎮圧に失敗して死んだところで、彼の腹は痛まない。痛まないどころか、万ばん々ばん歳ざいである。うまくすればふたつの懸けん案あん事項に、いっぺんでケリが付く。

「叛乱は鎮圧、タイラーは名めい誉よの戦死、これがベストのシナリオだなあ……」

　と、さっきまでの荒あれようはどこへやら、ルンルンしながらフジ参謀総長は言った。

「完かん璧ぺきです、閣下」

　ヒラカワ中将もニコニコしながら、

「さぞやタイラー提督も、本望な名誉の戦死でございましょう」

　早速、呼ばれて参さん上じようした我らがジャスティ・ウエキ・タイラーは、

「わかりました！」

　と、フジ参謀総長の思おも惑わくも知らずに胸を叩いた。

「この叛乱鎮圧、ド～ンと私に、お任せください!!」

「豪ごう語ごしたな、タイラー大将」

　フジ参謀総長は、その豪語を確認したかのようにほくそ笑えんだ。

「確かに豪語した以上は、やってもらうぞ」

「はい」

　タイラーは得とく意い満まん面めん、頷うなずいた。

「雨が降ろうと遊星爆ばく弾だんが降ろうと不ふ肖しようこのタイラー、与あたえられた任務は見事遂すい行こうして、御ご覧らんに入れましょう」

　ヤマモトが側にいたとしたら、頭を抱かかえそうな言い種ぐさであった。

「ならば、タイラー大将、こちらから君への条件は、ふたつだけだ」

　と、にやにや笑いながらフジ大将は言った。思わせぶりにヒラカワ中将と目め配くばせする。ヒラカワ中将もまた、笑っていた。

「何でもどうぞ」

「ではまずひとつ、出しゆつ撃げきは明日だ」

「え────―っ!?」

　タイラーの顔が、不満そうに歪ゆがんだ。

「四日後にはユリコちゃんとの、結けつ婚こん記念日なのに!?」

「我々には時間がないのだ、タイラー提てい督とく。事は緊きん急きゆうを要する」

　と、フジ参謀総長は口の端はに薄うす笑わらいを浮うかべたまま言った。

「おまけに艦ふねもない」

　これはどうやら、半ば以上本気の台詞せりふらしかった。

「第一次鎮ちん圧あつ艦かん隊たいの全ぜん滅めつで、動かせる艦隊のほとんどを失ってしまった。そうでなくても軍縮で、こっちは二につ進ちも三さつ進ちもいかん。そこでだ、タイラー提督。君の腕うでを見込んで、第二次の鎮圧艦隊は、『阿あ蘇そ』一隻せきでやってもらいたいのだが……」

　もしこの場にヤマモトがいたとしたら、激げき怒どしないまでも大いに憤ふん慨がいしたに違ちがいない。

「『阿蘇』、『阿蘇』ですか？　しかしあの艦ふねは、あちこち痛んで、解体されるはずでは……」

　艦かん齢れいこそ若いが、幾いく多たの作戦で酷こく使しされた『阿蘇』の痛み具合は、もはや老ろう朽きゆう巡洋艦と言ってよいほどのものだった。彼女はブルネイのドックで、独り静かに軍縮による解体を待つ身だったのである。その代艦として、新鋭戦艦『周防すおう』が建造されることも、既すでに決まっていた。

「何、そこは名にし負おうタイラー提督ではございませんか」

　と、ヒラカワ中将が煽あおり立てた。

「戦争は艦の性能や、数ではない。要は、提督の腕だということを、ひとつ見せていただきたいものですな」

　すべてがタイラーを陥おとしいれるため、周しゆう到とうに仕組まれた罠わなであった。

「そうそう。それに、何と言っても乗り馴なれた艦がいちばんさ。君と『阿蘇』は、相性もいいじゃないか」

　そう言ってフジ大将は、タイラーの肩をポンと叩たたいた。

「ひとつ、頼たのまれてやってくれ」

　こうプライドを刺し激げきされてはタイラーとても、

「わかりました」

　と、胸を叩くしかない。

「ひとつ、私にお任まかせください」

　これで決まってしまった。




　無論、一部始終を聞いて、ヤマモトの憤いきどおりは尋じん常じようではなかった。

「あからさまな罠わなじゃないか」

　と、彼は憤ふん激げきした。

「自分が側にいれば……。それにしてもタイラー提督も無防備だが、それに付け込んだフジ参謀総長のやり口も、おとなげない！」

　そのために、自分とタイラーとを故こ意いに引き離して事を進めた手口が、許せないのだ。

「わかりました」

　と、すべてを事後承しよう諾だくした後で、制服の襟えりを正してヤマモトは言った。

「自分も参謀として、タイラー閣かつ下かの叛はん乱らん鎮ちん圧あつに、同行させていただきます！」

「ちょ、ちょっと……それは困るよヤマモト少将。君には司令部にいて、あれこれやってもらわねば困る」

　ヤマモトの思おも惑わく通り、フジ参謀総長はてきめんにうろたえた。彼としてはタイラーが戦死することは万ばん々ばん歳ざいだが、ヤマモトに死なれると、彼ほどの得え難がたい有能な人材を失う事は、ちょっと困る。

　しかし、ヤマモトの決意は固かった。

「タイラー閣下は、お側に私がついていなければ、その御ご手しゆ腕わんをフルに発揮できないお方なのです」

　それだけ言ってのけるヤマモトも、大した自じ負ふである。

「どうしても私を外すというのであれば、この御人選は、最初からお考え直しください」

「わ、わかったわかった」

　と、ヤマモトの剣けん幕まくに、フジ参謀総長も遂ついには折れた。

「それほどタイラー大将の側がいいのなら、勝手にしたまえ！」

　という心の中で、

『死んでこい!!』

　と、フジ大将は舌を出していた。

　早速ヤマモトは、作戦立案と人選に取り掛かった。こういう場合の彼の実務処理能力と手腕は、宇宙軍内でも抜ばつ群ぐんであったし、等しく誰もが認めるところである。

　もっとも、人選のほうはすぐに決まった。

　かつての『阿蘇』のクルーが、そっくりそのまま、それも自発的に集まったのだ。

　操そう舵だ長ちよう、ハロルド・カトリ大佐、ブリッジ・オペレーター、キョンファ・キム少佐、コ・オペレーター、グエン・ホー・ミン大尉、艦かん載さい機きパイロット、コジロー・サカイ大尉、同、タケオ・シラギク大尉……。誰もがぜひにと、この叛乱鎮圧任務に参加を熱望し、軍首脳部の容いれるところとなった。容認、いや、黙もく認にんに近い形ではあったが……。

　さらに、二人の将官が、『阿蘇』に搭とう乗じようを希望し、これもまたヤマモトの強ごう引いんなゴリ押おしによって、実現を得た。

　一人は、特別に艦長役を自ら買って出た（巡洋艦の艦長は、本来は大佐）〝赤毛のエイリーク〟ことカール・ビョルン・アンドレセン准じゆん将しよう。

　そしてもう一人は、『阿蘇』にこの人ありと言われた名物軍医、酔よいどれドクターこと、ヒデサブロー・キタグチ軍医少将である。彼の場合はもっぱら、こんな面おも白しろいお祭りに、自分を混まぜないという手があるかと、ヤマモトに喰くってかかったとか。叛乱を天てん井じよう桟さ敷じきから、酒の肴さかなにする肚はらである。

「何、仕事の方も、捨てた訳じゃないぞ。叛乱鎮圧というからには、負傷者もいっぱい出るんじゃろう。手足がちぎれたくらいなら、ワシが何とかしてやるぞい」

　と、豪ごう語ごして憚はばからない。

「ついでに敵の攻こう撃げき衛星も、ワシのこの義眼の獲え物ものに残しておいてはくれんかね」

　これはもちろん冗じよう談だんだが、ドクターの目は、裸ら眼がんよりはよっぽど精せい巧こうな造り物であり、あまつさえ内部には小型の、熱線砲ブラスターが組み込まれていた。ドクターはこの熱線砲で酒をエネルギー源に、ラアルゴンの巡じゆん洋よう艦かんを撃げき沈ちんしてのけたことさえある。目下の戦果は巡洋艦一隻に加えて美人アンドロイド一体、ゴキブリ数匹である。

　かくして『阿蘇』は、たかだか辺境惑星の叛乱鎮圧に、将官が四人も乗り込むという前ぜん代だい未み聞もんの巡洋艦となった。

　だが、その陰かげでは、当然泣きを見た人物もいる。

「狡ずるいや……」

　と、柄がらにもなく寂さびしがったのは、海兵隊准将の、ボブ・キーナンである。

「叛乱鎮圧こそ、俺たち海兵隊の出で番ばんだと思ったのによ……。今回は置いてけぼりかよ」

「しかたがありませんやな」

　と、部下のミッキー・クライバーン大尉が慰なぐさめた。

「ひとつの艦ふねに将官が五人もとは、そいつは多すぎます」

「てめえだって悔くやしいくせに!!」

　と、キーナンは口くち汚ぎたなく罵ののしった。

「行きたかったよう……」

　泣く子も黙だまるキーナンには、これで子供のようなところがある。

「自分もですな……」

　と、クライバーンもキーナンと並ならんで仲よくいじける。見ていて微笑ほほえましい上官と部下であった。

「なあクライバーン、俺たちなんで、今回の作戦から外されたのかなあ……」

「やり過ぎるからでしょ」

　と、クライバーンはあっさり言った。

「やはりそうか……」

「俺たちの通った跡あとには、血と死体で舗ほ装そうされた道ができます。破は壊かいのプロですが、いささか破壊し過ぎるとは上の連中の評価です」

「そうかなあ……」

「まあいずれにせよ、タイラー提てい督とくは今回は我々抜ぬきで、もっと平和裡りに叛乱を解決されるおつもりではないでしょうか……」

「クライバーン！」

　キーナンは驚いたように、クライバーンのネアンデルタール人に似た顔をまじまじと見た。

「おまえ結構、頭いいんだなあ……」

「へへへ……、こう見えてもハイスクールに、半年通ったんスよ」

　と、得とく意い満まん面めんで笑うクライバーン。

「俺も同じ考えだよ」

　と、しらじらしくキーナンは言った。

「それよりどうします。出しゆつ陣じんは、もう明日だそうですよ」

「行く！」

　と、キーナンは、決然として言った。

「行く、見送りに！」

　その決意は固かった。それを邪じや魔ましようとする者がいれば、それこそ血と死体を敷しき詰つめた道路ができたことだろう。

「提督、そろそろ『阿蘇』へ……」

　ユリコとの別れを惜おしむタイラーを、ヤマモトは促うながした。

「カタイコト言うなよ。もう少しくらいいいじゃないか」

　と、なかなか袂たもとを分かち難がたい様子のタイラーである。

「駄だ目めです。艦長以下乗組員一同、既すでに出港準備を整えて、提督の御乗艦をお待ちしているのですから」

「そんな事言わずに、あと５分だけ……」

「そう言って、もう一時間も、出港を延ばしているんです」

「そこを何とか……」

「駄目です!!」

　ヤマモトも、遂ついにキレた。

「これが今こん生じようの別れという訳じゃ、ないでしょう」

「今生の別れに、なるかも知れない」

「天下のタイラー提督が、そんな弱気でどうするんです！」

　いつになく覇は気きのないタイラーの尻しりを、ヤマモトは叩たたく。

「みんな提督を信じてついて行くんですからね。事と次第によっては……」

『承知しませんよ』

　とは、さすがに言えないヤマモトである。

「ジャスティ」

　と、愛妻のユリコが言った。

「行ってらっしゃい。あたしのことは、大だい丈じよう夫ぶ……」

「僕はちっとも、大丈夫じゃないぞ」

「提督!!」

　キレまくるヤマモト。

「奥さん、御主人を、お預かりします」

　そう言って首に縄なわをかけ、嫌いやがるタイラーを無理矢理に引っ張って行く。

「は、離せ！」

「いえ、離しません。それでは奥さん、お元気で──」

「主人を宜よろしくお願い致します」

　と、ユリコは頭を下げた。

「時々粗そ大だいゴミですけど、食べる物さえあてがっておけば、けっこう働きますから──」

　艦ふねに乗ればヤマモトが、タイラーの女によう房ぼうという訳である。

「ユリコ～」

「ジャスティ」

　と、ユリコは別れ際、タイラーのコートのポケットに、一枚のフロッピーディスクを滑すべり込ませた。

「これをあたしだと思って、乗艦してから見てね」

「う、うん……」

　後ろ髪がみどころか、前髪すら引かれる想いの、タイラーであった。

「必ず帰って来るから──」

「ゴミの日だったら、ちゃんと出しておいてね」

「うん」

「歯、磨みがくのよ」

「うん」

「腹巻き、持った」

「うん」

「生なま水みずは、飲のまないのよ」

「うん」

　ほとんど、修学旅行に子供を送り出す母親である。

「さあ、提督、行きましょう」

「う、うん……」

　タイラーはいつまでも、デッキの窓から小さくなるユリコを見送っていた。

「提督も、少し変わられたなあ……」

「何、よくあることじゃよ」

　と、キタグチは言った。

「ヤマモトくん、君も結婚すれば、わかるぞ」

「そう言うドクターは、独身でしょうが」

「おや、そうじゃったかな……」

　と、キタグチは首を捻ひねった。

「どっちにせよ酒と女とは、人生を彩いろどる華はなじゃよ。ワシの場合、酒の上での間ま違ちがいなら、無数にあるかも知れんがな」

　下げ戸こでよかったとつくづく思う、ヤマモトである。

「右う舷げん、揚よう陸りく艦かん一隻せき、本艦と併へい航こうします」

　キム少佐が報告した。

「船せん籍せきコード判明、強きよう襲しゆう揚陸艦『サイパン』です」

「キーナンだな」

　と、ヤマモトは頷うなずいて、サイパンに向け敬礼した。

「律りち義ぎな連中だ」

「そうとばかりも言えませんや」

　と、アンドレセンが笑う。

「連れて行ってもらえないんで、スネてやがるんでしょう。いかにも名な残ごり惜おしそうですぜ」

「反対舷にも一隻、戦艦です」

「今度は誰だ？」

「戦艦『リベラシオン』……」

「ハイフェッツ提督か」

　ヤマモトは忙いそがしそうに、今度は左舷に向けて敬礼した。イツァーク・ハイフェッツ少将は、タイラーの後見人みたいな老提督である。

『慕したわれてるな、タイラー提督は……』

　もう少し、自覚して欲しいと思わずにはいられない、ヤマモトである。

「これであとは、アンダーソン元げん帥すいでもいてくだされば、完かん璧ぺきだな」

「ワープゲート前方に、戦艦。『肥ひ前ぜん』です！」

　グエン大尉が叫さけんだ。『肥前』はアドリアン・アンダーソン元帥の乗艦だ。

「長官自ら、わざわざお見送りに──」

「勿もつ体たいない……」

　と、ヤマモトは気合いの入った敬礼を返した。

「タイラー提督、かくも……」

　その半分でも、あやかりたいヤマモトである。

「ワープゲートに入ります」

　とカトリ大佐。

「いよいよだな」

　今回の任務は、単なる辺境惑わく星せいの叛はん乱らん鎮ちん圧あつという以上に重い。それ以上に遂すい行こうは困難を極めるだろう。

「ワープ！」

　アンドレセン艦長が命令した。

「了りよう解かい、ワープ！」

　たちまち阿蘇の艦体は、蒼あお白じろい〝超空間の繭ハイパー・コクーン〟に包まれた。その内側だけは、相対性理論の適応されない、つまり、高速を超こえて無限に加速可能な亜あ空間である。

「慣性中和機構、作さ動どう！」

「ワープ出力、正常」

　それだけ喋しやべる間に、『阿蘇』は数光年を踏とう破はしている。

「惑星ホロシリへの、最短ルートに入ります」

「うむ……」

　ヤマモトは頷うなずいて、参さん謀ぼう席せきに掛けた。

「ところで、提てい督とくは？」

「さっき奥さんからのフロッピー持って、提督室へ行かれましたよ」

　と、グエンが言った。

「きっとビデオメールを、御ご覧らんになっておられるのでしょう」

「やれやれ……」

　と、ヤマモトは苦笑いした。

「天下のタイラー提督も、奥おく方がただけは弱点か……」

「大貧民の、３みたいなものですね」

　無論、ジョーカーはタイラーである。不ふ謹きん慎しんな喩たとえだが、納なつ得とくできる。

「そうだな」

「ヤマモト閣下」

　キム少佐が報告した。

「さっきからレーダーに、気になる光点が……」

「なに!?」

「ずっとこの『阿蘇』を。尾つけているようなのです。不ふ明めい瞭りような点で、消えたり弱くなったりしているのですが……」

「隕いん石せきか何かの、誤認ではないのか？」

「そうも思いましたが、それにしては消え方が不自然です。辺あたりの宇宙塵じんも、一いつ緒しよになって消えたりしているのです。どうもレーダー波の隠いん蔽ぺいが、過か剰じように補ほ正せいされている感じですわ。ステルス装そう置ちを使うと、こういう消え方になります」

「まさか……」

　と、ヤマモトは唸うなった。

「ステルス装置を搭とう載さいした敵艦が、我々を追つい尾びしているというのか!?」

「そう考えるのが、普ふ通つうでしょう。取り越こし苦労ならよいのですが……」

「むう。いちおう、チェックしておいてくれ。Ｅランク警けい戒かい態勢で保留だ」

「わかりました」

　さすがにヤマモトの判断は、適切である。

「よもや、ラアルゴン帝てい国こくということはあるまいな」

「ラアルゴンが、まさか？」

　アンドレセンは一笑に付した。

「連中とは、停戦中ですぜ。それに、ホロシリの叛はん乱らんなどに、連中が血ち眼まなこになって探るほどの戦略的価値は──」

「いや、ある」

　と、ヤマモトは言った。

「自動攻撃衛星システムだ」

「なるほど……。その性能を探るには、絶好の機会ですからな」

「一時休戦したとはいえ、連中は敵だ」

　ヤマモトは言った。

「いずれにせよ注意は怠おこたるな」

「はい」

　いつにないタイラーの塞ふさぎようと正体不明の尾行艦。この航海の前ぜん途とは多難であった。














第三章　いつかどこかで









『こちら『キョンシー』１号機、サカイ。『ドグラ』と『マグラ』の長ちよう距きよ離り対たい空くう砲ほうの射程ギリギリまで接近した』

『阿蘇』のブリッジに、小こ気き味みのいい声が入ってきた。

『なるほど。こうして見ると確かにデカいぜ。しかし、こりゃどう考えても税金の無む駄だ遣づかいだな。これだけの物を造る物資と手間があれば、戦せん闘とう機きや攻こう撃げき機きが、何十万機も量産できただろうに……』

　いかにもエースパイロットの、サカイ大尉らしい意見であった。

「量産効率と費用対効果コストパフオーマンスを取るか、漢おとこのロマンを取るかの問題だろう。まあ、深く考えてはいけない……」

　ヤマモトの意見は、たぶん正しい。

「それよりサカイ大尉、気をつけろ。『ドグラ』と『マグラ』のレーダーは、たぶんもうそっちを発見している」

『ＥＣＭポッドと無む反はん響きようタイルと、ステルス塗と装そうを使っていてもですか？』

「戦闘機に積める程度のステルス装そう備びなどあてにせんことだ。何しろむこうは、小惑星二個ぶんの装備を満まん載さいしている。『キョンシー』のＥＣＭ妨ぼう害がいなど、あって無きが如ごとしだ」

『そんなもんかね……』

　サカイは面おも白しろくなさそうだ。自分の乗る戦闘機は、常に最高だと信じている。彼なら巨大な自動攻撃衛星システムにも喧けん嘩かを売りかねないが、そんな彼の自信は、かつての戦いにおけるラアルゴン巡じゆん洋よう艦かん二隻せき、駆く逐ちく艦六隻の単独撃げき破は、空くう母ぼ二隻の共同撃げき沈ちんという形になって燦さん然ぜんと光り輝かがやいているのは立派なものだ。

「やれやれ……。サカイ大尉は戦闘にはいいが、偵てい察さつ任務にはやや不向きかな」

　と、ヤマモト少将は両肩を竦すくめて、ブリッジにいる皆の賛同を求めた。

「相手が大艦隊でも、後先考えずに突つっ込むような奴やつだからなあ……」

「でも、彼ならきっと、相手が誰でも生き残りますよ」

　グエン大尉が言った。

「それはそうなんだが……」

『こちら２号機、シラギク！』

　同じパイロットでも、こちらはサカイよりはよほど慎しん重ちような、シラギク大尉の声である。

『『ドグラ』と『マグラ』が無人戦闘機を発進させています!!』

「やはり発見されたか」

　唸うなるヤマモト。

『こちらサカイ、反撃します!!』

　嬉き々きとした声のサカイに向かって、

「いかん！」

　と、ヤマモトは叫んだ。

「反撃してはいかん。逃にげるんだ」

『相手は無人戦闘機なんですよ』

　不服そうな、サカイの声。

『何機来たって、こっちの敵じゃねえ。おまけにパイロットも乗ってねえんだ。撃ス墜コ数アを延ばすにゃ、絶好の相手なんですけどね……』

「たとえ無人でも、いかん」

　と、ヤマモトは厳しく申し渡した。

「敵に恰かつ好こうの反撃の理由を与あたえる。可能な限り逃げるのだ。サカイ大尉、シラギク大尉、君らの腕なら、それができるはずだと私は信じている」

『しかし……』

「サカイ大尉、君も惑星連合宇宙軍一の撃エ墜ー王スだろう」

　と、ヤマモトはサカイのプライドを微び妙みようにくすぐる作戦に出た。

「撃ス墜コ数アを稼かせぐなら、相応の技量を持った敵のパイロットと、堂々と渡り合って撃げき墜ついすべきだろう。動きの単調な無人戦闘機と戦って、勝ったとしても、君の誇ほこりは満足するのかね？」

『ええい、もう！　痛いところを突きやがって……』

　と、サカイは悪態をついた。

『わかりました。逃げます。可能な限り、逃げて逃げて、逃げまくってみせるぜ!!』

「それでこそ、撃エ墜ー王スだ」

　と、ヤマモトは言った。

「幸運を祈いのる。うまく逃げ切れれば、その功績は、並なみの撃墜百機分にも、相当するだろう」

『気安く言ってくれるぜ』

　欠伸あくびが出るほどのろい無人戦闘機の群に追い掛け回されながら、サカイはぼやく。ついつい腕が反撃しそうになるのを、堪こらえる方が一大事だ。

『涙が出てくらあ……』

「さすがに連中も──」

　逃げ回るサカイとシラギクをスクリーンで見ながら、カトリ大佐が呟つぶやいた。

「最新の超ちよう兵器である自動攻撃衛星システムは奪だつ取しゆしても、優秀な戦闘機パイロットまではどうしようもなかったようですね」

「その点については、安心してよかろう」

　ヤマモトは言った。

「いざ空くう戦せんになればどれほどの無人戦闘機がいたとしても、シラギク・サカイの両パイロットの敵ではない。あの二人だけで互ご角かく以上に渡り合い、制空権も握にぎれるだろう。だが、空戦だけでは、この戦いは勝てん」

「その通りですな、ヤマモト閣かつ下か」

　アンドレセンが言った。

「問題はやはり、何と言っても『ドグラ』と『マグラ』です。事実上、あの二個の危ない玉っころにこの宙域を押おさえられている限り、どんな艦ふねもホロシリに近付くことはできんでしょう。よしんば、あの『信濃』であったとしてもね……」

「そして──」

　と、カトリが続ける。

「ホロシリからの地下資源の供給が途と絶だえれば、確かに惑わく星せい連合銀河中央政府の、辺境方面の財政は破は綻たんしてしまう。それも、さほど遠からず……」

「もともとこの方面の資源は、不足しがちだったからなあ……」

　腕組みをしたまま、ヤマモトも唸うなった。

「確かに、ホロシリ叛乱軍のリーダーは、うまいところに目をつけたものだ」

　着想そのものは悪くない。問題は、それがどういう結果を生むかだ。後々の事を考えるに、かえってホロシリのためにならない事のほうが多いのではあるまいか。

　少なくとも、資源の供給を断たれた各辺境惑星は、惑星連合よりもむしろ、ホロシリに対してよい感情を抱いだかないに違いあるまい。

『単なる軍事目的のクーデターとすれば、完かん璧ぺきだ。だが、住民まで巻き込む革命だとしたら、やり方がまずい……』

　ついついそこまで考えて、他ひ人と事ごとながら心配してしまう、苦労人ヤマモトなのである。

『引き際が、難むずかしい。いや。第一次の艦隊を行きがかりとはいえ全ぜん滅めつさせてしまった以上、首しゆ謀ぼう者しやは引くに引けまい。威い圧あつだけにしておくべきだった……』

　面めん子つを潰つぶされた惑星連合宇宙軍としては、これでホロシリの叛乱勢力を完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰さねば、おさまりがつかなくなってしまった。たとえタイラーたちが失敗し、よしんば全滅したとしても、ホロシリが全面降こう伏ふくして首謀者を引き渡すか、全員枕まくらを並べて討うち死にするまでは何度でも叛乱鎮圧の手を緩ゆるめないだろう。

『もっともフジ参謀総長にしてみれば、我々が返り討ちに遭あうことを望んでいるのだろうが……』

　よほど『八・八艦かん隊たい計画』を潰された事を、根に持っているに違いない。

『やはりこの叛乱、我々が、それも可能な限り血を見ずに収めるのが、双そう方ほうにとっていちばん幸福な結末なのだ』

　そのためにも──、

『タイラー提督。あなたのそのヒラメキだけが、我々の頼たよりなんですよ』

　と、ヤマモトは言いたい。当のタイラーは、それを知っているのかいないのか……。

「しかし、いったいどうやって、ホロシリに接近すればよいのだ!?」

　ヤマモトには、見当もつかない。あの砲には、事実上死角はないのだ。もともと、太陽系本土の防空兵器として開発されたことを考えれば、それも当然と言えるのだが──。

「迂う闊かつに正面から接近すれば、我々も全滅した先せん遣けん艦隊の二の舞まいです」

　キム少佐が言うのを、

「な～に、心配いらないよ」

　と、事もなげに言ってのけたのは、他ならぬタイラーであった。

「提てい督とく──！」

　と、思わずヤマモトは提督席を振り返った。

「何かうまい考えが、おありですか!?」

　救いを求めるように、タイラーを見る。

「あるとも！」

　胸を叩たたいて、タイラーは答える。

「そうですか？」

　と、懐かい疑ぎ的てきなヤマモト。

「また、『正面がダメなら、裏口から回ればいい』なんておっしゃるんじゃないでしょうね？」

「あれ、どうしてわかったの？」

　意外そうに首を傾かしげるタイラーに、

「うう……」

　と、ヤマモトは頭を抱かかえた。こうなるとわかっていて、ほんの一いつ瞬しゆんでもタイラーを頼たよりにした自分が許せないのだ。

「ぜ、全然成長の跡あとがない……」

「いや、君は成長したよ」

　ヤマモトの言葉を、タイラーは取り違ちがえた。

「少なくとも、この僕の考えが読めるようになったではないかね」

　それこそヤマモトには、不本意以外の何物でもない褒ほめ言葉であった。タイラーと同じレベルに堕だ落らくしたと言われるのと、同義語なのだから──。

「まあ、タイラー提てい督とくとの付き合いも、長いですからね」

　カトリが横で気楽そうに笑っているのが、またヤマモトには許せない。とにかく彼の受けた心理的ダメージは、尋じん常じようではないのだ。そこへよせばいいのにアンドレセンが、

「つまり、タイラー提督の柔じゆう軟なんな発想に触ふれることで、典型的な堅かた物ぶつだったヤマモト閣かつ下かにも、人間的成長が認められた……というわけですな」

　と、とどめの一いつ槌ついを下したからたまらない。

「こ、こんな形で、成長したなどと呼ばれたくはなかった……」

　ヤマモトは冗じよう談だんでも誇こ張ちようでもなく、本気で悶もん絶ぜつした。その彼の苦く悶もんを解き放ったのは、『阿あ蘇そ』ブリッジの誰だれでもなく、皮肉にも突とつ然ぜんの緊急呼出し音エマージエンシー・コールであった。

　聞きようによっては神経質とも思えるコールサインが、逆にヤマモトをいつものヤマモトに立ち返らせ、その五体に気力を漲みなぎらせたのだから、職業的馴なれとは恐おそろしい。なまじな敵の方が、まだタイラーよりかはヤマモトにとっては与くみし易やすいのだ。逆に言えばたとえ味方であってもタイラーは、どんな敵よりも恐ろしい……。

「惑わく星せいホロシリから、広周波域で緊きん急きゆう通信が入っています！」

　キム少佐の緊張感溢あふれる声に、

「わかっている」

　と、一瞬にしてキリッとしたいつもの男おとこ前まえに戻もどり、ヤマモトは言った。これが３Ｄの立体アニメなら、顔に縦線涙目の三頭身ギャグキャラから、八頭身に戻るようなものだ。ヤマモトもこれでなかなか、器用なところがある。

「繫つなぎますか？」

　返事の代わりにヤマモトは一瞬、ちらっと横目で彼にとってただ一人の上官を見た。今の二人の間には、それで足りた。

「そうしてくれたまえ」

　ヤマモトの意を汲くんで、大おお仰ぎように頷うなずくタイラー。

「了りよう解かいしました」

　よく白しら魚うおに喩たとえられる──もっとも『阿蘇』クルーの誰一人として、本物の白魚などという魚を実際に見たことはないのだが──キム少佐のしなやかな細い指が、コンソール上を走る。瞬しゆん時じにしてメインパネルに、中年の男の顔が現れた。多少ノイズ混じりのその巨大な顔は、ホロシリに多い東洋人的顔立ちではない、見るからにいかつい、白色人種のものであった。その鈍どん重じゆうで、かつ不ふ機き嫌げんそうな表情は軍人以外のものではありえない。もっとも、ホロシリには基本的に軍人以外、いないのだが……。

「おやおや」

　と、自分のことはひとまず棚たなに上げて、アンドレセンが言った。

「可か愛わいい女ウ性エ士ー官ブかと思いきや、いきなりいかついおじさんのお出ましか……」

　いささか失望した声だが、にやにや笑っている。

「いかついったって、あんたには負けるけどな、カール」

　カトリが茶化し、自じ慢まんの金きん髪ぱつを絵になるしぐさで梳すき上げた。

「言ってくれるぜ……」

　苦笑いするアンドレセンの髭ひげだらけの顔だって、それはそれで絵になる。一種の均きん整せいのとれた美が、そこにはあるのだ。だがスクリーンの中の軍服の男には、それがない。言ってしまえば実みも蓋ふたもないが、醜みにくいし、顔全体のパーツとバランスが悪い。顔の縦の長さに比して、横よこ幅はばがありすぎるし、細い目なのに眉まゆは太く、華きや奢しやな鼻なのに小鼻は大きすぎた。口は大きいがパサパサと乾かわいた薄うすい唇くちびるは生気に乏とぼしく、おまけに額はどう考えても広すぎる。

　言ってしまえば軍務に疲つかれ果てたしがないサラリーマン軍人の典型的な末路とでも言うべき顔を、そこには見ることが出来た。男の軍服のヨレヨレの襟えりからは、階級章が毟むしり取られていて、その跡あとがスクリーンでもはっきりと看みて取れたが、もとの階級はどう見ても大たい尉いか、せいぜい少しよう佐さより偉えらくは見えなかった。多分、万まん年ねん中尉といったところではないだろうか？

　そんな『阿蘇』ブリッジの詮せん索さくをよそに、スクリーンの中の穢むさ苦くるしい顔は、大おお威い張ばりで演説を始めた。もともと乏しい威い厳げんを、無理に作ろうという試みは、無残に失敗している。

『警告する！　貴き艦かんは我が国の領空を侵しん犯ぱんしている！』

　その顔同様、男のくたびれたような胴どう間ま声ごえに、

「国だと……」

　と、ヤマモトは微かすかに反はん応のうした。

「何が領空侵犯だ、どこにホロシリなどという惑わく星せい国家がある!?」

　笑しよう止し千せん万ばんという声だ。

『ただちに立ち退のきたまえ。立ち退かざる場合には、遺い憾かんながら武力をもって、排はい除じよ権けんを行使する準備がある！』

「例の危ない玩具おもちやを、使おうってわけかい」

　サブモニターの中の『ドグラ』と『マグラ』とを横目で睨にらみながら、アンドレセンも唸うなった。

「そいつばかりは、ちょいとくわばらだぜ」

『繰くり返す！』

　男が吠ほえた。文字通り、犬のように吠えたのだ。それもかなりの、くたびれた番犬である。少なくとも狼おおかみではない。

『ただちにこの独立惑星国家ホロシリの領空から退たい去きよしたまえ。私はホロシリの初代大統領ランカー、ジェイコブ・ランカーだ！』

「初代も末代もあるか！」

　ヤマモトも吠え声を上げたが、こちらは若々しい猟りよう犬けんのそれである。ついでながら、

「まったくだぜ！」

　と吠えたアンドレセンの声は、さながら熊くまの吠え声か。

「いつからホロシリは、勝手に独立はするわ、勝手に大統領制は敷しくわしたんだ!?」

「銀河開かい闢びやく以来人類は平等だなんて、言い出すんじゃなかろうな」

　カトリの冗じよう談だんは、洒しや落れになっていない。

「ねえ、タイラー閣かつ下か……」

　ところが、あろうことか当のタイラーは不思議そうな表情で首を傾かしげ、じっとメインパネルを凝ぎよう視ししたままなのだ。まるでランカーと名乗るモニターの中のおっさんに、魅みせられているようにも見える。訝いぶかしんだヤマモトが、

「どうなされたのです。タイラー閣下？」

　と尋たずねると、

「う～ん」

　と、おもむろに唸うなる。その表情は、どうにも解げせないという貌かおなのだ。

「思い出せないなあ……」

「提てい督とく……」

　タイラーがこんなだと、さしも豪ごう胆たんなアンドレセンまで、不安になってくる。やはり提督は、馬鹿でも無能でも飾かざり物ものでもいいから、ブリッジで堂々と、磐ばん石じやくでいて欲しい。実務は有能な部下がやるから、提督はただ、堂々としていればそれでよいのだ。これは何も、軍ぐん艦かんに限ったことではなくて、すべからく人間社会で上に立つ者は、そうあるべきなのだ。

「どうなされたんです、一体!?」

　たまりかねてタイラーを見るヤマモト。

「まるで、あのランカーとかいう叛はん乱らん軍ぐんの首しゆ謀ぼう者しやに、見覚えがあるとでもいうお顔ですね」

　さすがにヤマモトは鋭するどい。

「そうなんだよ」

　とタイラー。

「あのおじさんの顔に、確かに見覚えがあるんだよね。でも、もう少しのところで思い出せないんだ。ああ、ここまで出かかっているのになあ……」

　そう言って、自分の額を指差す。

「では、思い出す作業に御専念ください」

　と、すげなくヤマモトは言った。

「実務の方は我々だけでも、滞とどこおりなくやりますので──」

　ヤマモトの、精せい一いつ杯ぱいの反はん撃げきであったのだが、もちろん当のタイラーは気付いてもいない。それどころか、もっけの幸いと、思い出し作業に全精力を注ぎ込む。

「誰だれだったかなあ……。思い出せないなあ……」

「提督が思い出す前に、例のビームが飛んで来なきゃ、いいけどな」

　カトリが小声で、隣となりのアンドレセンに囁ささやいた。

「まったくだ」

　頷うなずくアンドレセン。

「ところでハリーよ。本当に提督は、あのランカーとかいう似え非せ大統領閣下に、面識があると思うか？」

「そりゃ、あるんじゃないか。提督はあれでなかなか、記き憶おく力りよくはいい方なんだ。会ったとおっしゃるのなら、きっとどこかで出で逢あっていらっしゃるのだろう」

「そりゃ、まあ、俺おれもどこかで、お会いしたかも知れん」

　と〝赤毛のエイリーク〟は言った。

「実際、よくある顔だからな。どこの組織にも必ず一人はいるぜ。ああいう面つらはよ。大統領には少ないかも知れんが、中間管理職にはな」

　アンドレセンも辛しん辣らつなことを言う。ランカーが聞いたら激げき怒どするだろうか。それとも、苦笑せずにはおれないだろうか……。カトリは案外後者のような気がする。

『あと一分だ！』

　と、モニターの中で自じ称しよう大統領閣下が警告した。

『あと１分以内に立ち退のかざる場合は──』

「ドカーン、ってか」

　カトリが両肩を竦すくめた。笑ってはいるが首筋の冷汗までは隠かくし切れない。先せん遣けん艦かん隊たいの二の舞まいだけは御免だ。

「立ち退く意は微み塵じんもない！」

　火か箭せんの代わりに猛もう烈れつな舌ぜつ鋒ぽうの口火を開いたのは、やはりと言うかヤマモトであった。

「我々は、ホロシリの領空……いや、軍事衛星の射程距きよ離り内を侵しん犯ぱんしに来たわけでは毛もう頭とうない。あなたと話し合いに来たのだ。ランカー司令官閣下」

　あくまでも毅き然ぜんとした態度で、通信回線を開いてヤマモトは言った。彼の背中には、惑わく星せい連合の威い信しんが惑星一個ぶんほども背負われていた。

『話し合いだと？』

　これはまた笑止とでも言いたげに、モニターの中のランカーはヤマモトを凝ぎよう視しした。彼から見ればヤマモトとて、息むす子このような若わか造ぞうである。その彼が少しよう将しようの階級章を付けているのを知って、ランカーの表情には微び妙みような変化が現れた。うだつの上がらない熟じゆく年ねん係長が、入社早々課長に抜ばつ擢てきされたエリート社員を見る。まさにその目付きだ。

　この話し合いは、始まる前から決けつ裂れつの要素を多分に孕はらんでいた。両者の相性が、見るからに最悪なのだ。立場といい、歩いて来た人生といい、違ちがいすぎる。両者に共通するのは、人一倍の意固地な頑がん固こさだけである。

『話し合いの余地などないわ！』

　ランカーは吐はき棄すてるようにヤマモトの申し出を一いつ蹴しゆうした。

『惑星連合中央政府は、ただ我々の要求を呑のみさえすればそれでいい。話し合う事など、何もない』

「それこそ無理な、いや、無謀な相談と言うものだ。ランカー司令官」

　ヤマモトも負けてはいない。猛もう然ぜんと嚙かみ付く構えだ。叛はん乱らん軍ぐんを説得する気など、端はなからないのである。

『大統領と呼べ、大統領と！』

「その必要はありません。我々はまだ、ホロシリを独立国家として承認したわけではないのですから。無論、あなたの大統領就しゆう任にんもね、ランカー叛乱軍代表閣下」

　この言葉が、ランカーを刺し激げきしないわけがない、むしろそれがヤマモトの狙ねらいであった。怒らせて我を忘れさせ、時間を稼かせぐ肚はらなのだ。

　タイラーはまだ、思い出せずにいた。

『よく言うわ！』

　と、額に青筋立て、明らかに激げつ昂こうした表情でランカーは叫さけんだ。

『ホロシリからの地下資源がなければ、三日ともたん中央政府が、聞いて呆あきれるたわごとを──』

「そちらこそ──」

　と、冷笑するヤマモト。彼はもともとこういう政治的駆かけ引ひきには、長たけている。

「惑星連合と袂たもとを分かつのは、不本意なのではないか？　食しよく糧りようの供給が途と絶だえれば、先に干ひ上あがるのはどっちかな？　それとも、地熱栽さい培ばいのホロシリカイワレダイコンだけで、食い繫つなぐおつもりか？　もし私があなた方なら、まっぴらだが……」

『大きなお世話だ！　とにかく我々は、ずっと何百年もの間、泣かされ続けて来たのだ。ここらでそろそろ、凝縮した怒りも、噴ふき出そうというものじゃないかね。え!?』

「ホロシリの歴史の御教授なら、今さら御無用だ。ちゃんとここに着くまでの間、睡すい眠みん学習でおさらいして来たのだからな」

『ならば我々のこの気持ちが……』

「斟しん酌しやくする義理はないな。気の毒だとは思うが、それが叛乱を正当化する理由にはならない。我々は、軍人なのだ。あなたも軍人だろう、ランカー……」

「少尉です」

　キム少佐が脇から入れ知ぢ恵えした。

「軍ぐん籍せきコードを照会しました。ジェイコブ・ランカー、認識ナンバーＣＮ―１８８６９０４２１０。惑星連合宇宙軍時代の最終階級は少尉です。間ま違ちがいありません」

「何だ……」

　と、ヤマモトは妙みように気合いが抜ぬけた。

『たかだか少尉なのか……』

　だが、たかが一いつ介かいの少尉が、叛乱の首しゆ謀ぼう者しやとなり、なおかつ大統領を詐さ称しようしているその理わ由けを、ヤマモトは考こう慮りよに入れるべきだった。単純に階級だけでは説明しきれない勢いを、ランカーから感じるべきだったのだ。そのパワーの源みなもとは、カリスマか、はたまた尋じん常じようではない怨おん念ねんか──。

「ホロシリに赴ふ任にんしたのは、意外と最近ですね」

　キム少佐は判明したデータを、逐ちく次じ報告した。

「行政補佐官として、ホロシリに派は遣けんされたのは三年前です。当時の階級は上等兵へい曹そう……」

「どうせ左さ遷せんだろう」

　と、ヤマモトは言った。

「何かヘマをやって、飛ばされたのさ。そうに決まっている」

「ホロシリ送りじゃ、よっぽどのヘマだな」

　カトリの声は、心なしか同情気味だ。

「ホロシリに飛ばされるには、よほど上官の逆げき鱗りんに触ふれでもしないと……」

「面おも白しろいデータが、出て来ましたよ」

　キム少佐が言った。

「ランカー少尉の、ホロシリ以前のポストは、なんと惑星連合宇宙軍の人事部です」

「そいつは面白れえや！」

　アンドレセンが叫んだ。

「人事部で他人をあっちこっちに飛ばしていた奴やつが、今度は人事で自分がホロシリに左遷か。皮肉なもんだぜ」

「人事……」

　何事か考え込んでいたタイラーの眉まゆが、その言葉に反はん応のうするかのようにピクンと動いた。だが、ブリッジの誰もが、それに気付くどころではない。

「人事ねえ……」

『何をコソコソ、話している』

　半分忘れ去られたような表情のランカーが、たまりかねてモニターの中で叫んだ。

『とにかく我々は、そちらが無条件で我々の要求を呑のむまでは、砂さ金きん一粒、くれてやるつもりはないからなッ！』

「やれやれ、人事出身だけあって、頑がん固こな御ご仁じんだ」

　カトリがアンドレセンに囁ささやいた。

「ああ。頑固と言えばヤマモト閣かつ下かも、人後には落ちんからな。こりゃ、根こん比くらべだな」

　凶きよう悪あくな怪かい獣じゆう同士の対決を、安全な場所から傍ぼう観かんして楽しむ人間のような表情で、アンドレセンは言った。

「どちらにせよ」

　と、カトリは舌を出した。

「交こう渉しようは、決けつ裂れつしたようなもんだ」

　それがどういう結果を生むかは、目に見えている。

「うーん」

　その結果を回かい避ひできるかも知れない唯ゆい一いつの頼たのみであるタイラーはタイラーで、まだランカーの素す性じようを、思い出せないでいた。

「ランカーねえ……。ランカー、ランカー、思い出せないなあ……」

　何度も小首を傾かしげては、時おり戻もどし、また逆方向に傾げる。

　そんなタイラーをあてにするわけにもいかないから、ヤマモトは独断で交渉を進めるしかない。だが、それもそろそろ行き詰づまりかけていた。

「とにかく、我々は諸君の理り不ふ尽じん窮きわまりない要求など、呑むつもりは毛頭ない！」

　こう言ってしまっては、おしまいであろう。

『では残念ながら、交渉は決裂だ。我々は遺い憾かんながら諸君らを領空侵しん犯ぱん者しやとして攻こう撃げきせねばならん。引導を渡すその前に、貴き艦かんの船せん籍せき、コードナンバーを聞いておくとしようか。記念にな』

「よかろう」

　ヤマモトが尊大な態度で頷うなずいたその時、

「カトリ大佐……」

　と、小声でカトリの肩を叩たたく者があった。振ふり向くと、誰あろうタイラーではないか。

「閣下……」

　思わず瞳ひとみを輝かがやかせるカトリに、

「詳しよう細さいは後だ」

　と、口の前に指を立てるしぐさをしながら、

「いつでも小ワープが出来る準備をしておきなさい」

　と、彼にだけ聞こえるように囁ささやくタイラー。

「わかりました」

　カトリも心こころ得えたもので、静かに微笑ほほえむ。

「座標は？」

「任せる」

　タイラーのいいところは、ここだった。カトリをプロとして信しん頼らいした以上は、とことん任せてくれるのだ。たとえ命さえ──。

「了りよう解かいしました」

　そんなタイラーに、だからカトリも全幅の信頼を寄せている。微笑んでこっそりと、コンソールの下で座標計算をする。こういう秘ひめ事ごとはハイスクール以来であるが、楽しいものだ。

　その一方では、ヤマモトが、

「一度しか言わんから、耳の穴あなをほじってようく聞けよ」

　と、メインパネルのランカーに向かって胸を張っている。

「本艦こそは、惑わく星せい連合宇宙軍最強と武ぶ勲くんの誉ほまれも高き、ＮＣＣ―３７３７、銀河辺境方面艦隊所属、重じゆう巡じゆん洋よう艦かん『阿蘇』だ。艦長は泣く子も黙だまる〝赤毛のエイリーク〟こと惑星連合宇宙軍の種馬スタリオン、カール・ビョルン・アンドレセン准じゆん将しよう。私は首席参さん謀ぼうマコト・ヤマモト少将、そして艦隊司令官は、何を隠かくそう知らない人は知らないが、知っている人は物もの凄すごくよく知っていると言われ、惑星連合宇宙軍に、その人ありと言われた、ジャスティ・ウエキ・タイラー大将、たぶんもうじき元げん帥すいその人だ！」

「ヤマモト閣下は……」

　と、呆あきれたようにキム少佐が言った。

「人を褒ほめたりゴマをすったりすることが、たぶん殊ことの外ほかに下へ手たなのね」

「ええ。ヨイショの陰かげに、どうしても本心が見え隠れしてしまうようです」

　グエン大尉が苦笑した。

「まあそれが、閣下のいいところでもあると、僕は信じて疑わないわけですけど……」

　ところがそうした、ブリッジのシラケ気分をよそに、

『何っ!?』

　と、名乗りを上げられた方のランカーは、ほとんど仰ぎよう天てんせんばかりに驚おどろいた。無論ヤマモトの時代がかった節ふし回まわしにではなく、単なる事実にではあるが──。

『た、タイラーというのは、あの宇宙一の無責任男のタイラーの事か……』

　尋じん常じようでなく、声が震ふるえている。

「他に誰がいる？」

　いたら怖こわい。

『そ、そうか……』

　ごくんとランカーは、固かた唾ずを呑のみ込んだ。

「恐おそれ入ったようだな」

　しめしめと思うヤマモトの、しかしその思おも惑わくとは違ちがう次元で、ランカーは驚いていた。

『あ、ああ……恐れ入った』

　再び正面を向いたランカーの、目が完かん璧ぺきに据すわっている。

『本当に、恐れ入ったよ』

　その口の端はに、こころなしか不ぶ気き味みな笑みが……。

『ふふふ……。遂ついに再び巡めぐり逢あったか。それもこのような形でとはな……』

「あの大統領、目付きがアブナくない？」

　カトリの声に、

「そ、そうね。なんか不気味……」

　と、滅めつ多たなことでは動じたりしないキム少佐が、モニター一いつ杯ぱいに広がったランカーの瞳ひとみを見上げておののいている。確かにこれは、不気味以外の何物でもない。

『な、長かった……。極寒の辺境惑星ホロシリに飛ばされて三さん年ねん三み月つき……永ながかった』

　もはやランカーの眼中には、『阿蘇』も『ヤマモト』もなかった。

『き、聞こえているかタイラー。そこにいるのか、ジャスティ・ウエキ・タイラー？　顔を見せろ。タイラー、いや、志願者ナンバー、Ｃの27！』

「Ｃの27？　何を言ってるんだ!?」

「あ──！」

　ヤマモトの戸と惑まどいをよそに、突とつ然ぜん叫んだのはタイラーである。

「Ｃの27！　その受験番号を知っているということは──思い出したッ!!」

　パチンと指を鳴らし、タイラーは提てい督とく席せきから飛び上がった。

「あの人は──」

『え、エネルギー充じゆう塡てん１２０パーセントォ！』

　だが、ランカーは既すでに自動攻こう撃げき衛星の、全力発射命令を下していた。

『ここで逢あったが百年目、『ドグラ』『マグラ』、エネルギー砲、発射ァ!!』

「な、何をする！」

　ヤマモトは仰ぎよう天てんしたが、既に遅おそい。あまりにも唐とう突とつで、有う無むを言わぜぬ攻撃であった。

「高エネルギー反応、来ます！　きゃあっ!!」

　キム少佐の悲鳴。エネルギーを測定するカウンターが、リミッターをかけていたにもかかわらず、振ふり切れたのだ。

「い、いけねえ！」

　いつも泰たい然ぜん自じ若じやくと構えているアンドレセンでさえ、それしか言えなかった。

　ただ独り、的てき確かくに動くことが出来たのは、操そう舵だ手しゆのカトリである。

「緊きん急きゆうワープ！」

　とのタイラーの命令に、

「了りよう解かい、ワープ！」

　と、既すでに座標設定を終えていた彼はワープスイッチを入れた。しかし、その彼でさえあまりの唐突さに、仰天した声は覆おおうべくもない。

『阿蘇』は虹にじ色いろの光こう芒ぼうを放ち、超空間の繭ハイパー・コクーンに包まれた。

　一いつ瞬しゆん、いや、半瞬ののち、もっと強きよう烈れつで情け容よう赦しやのない無む慈じ悲ひな光が、あたりの空間を覆い、宇宙塵じんのひとかけらまで舐なめ尽つくした。














第四章　二人だけの秘密









『阿あ蘇そ』は幸運な艦ふねだった。

　彼女はその短い生しよう涯がいに於おいて、常にクルーと運とには恵めぐまれ続けてきたが、今回は特にそうだった。

　このときも──、

　司令官がジャスティ・ウエキ・タイラー大将でなかったら、

　操そう舵だ手しゆが、ハロルド・カトリ大佐でなかったら、

　そして、彼女の産みの親であるトオル・ジョーニアス・ヒラガー技術大佐の基本設計が、極めて優れたものでなかったとしたら──、

　このうちの、どれかひとつが欠けていても、彼女の運命は数々の輝かがやかしい戦績や武ぶ勲くんとともに、この辺境の惑星に潰ついえていたであろう。

　繰くり返し言うが『阿蘇』は惑わく星せい連合宇宙軍の夥おびただしい艦かん艇ていのうちで、疑いなく最も幸運な一隻せきであった。そう、最後まで──。

「ふう……、間かん一いつ髪ぱつだったな」

　と、超空間の繭ハイパー・コクーンを解除してホロシリの裏側──二基の自動攻こう撃げき衛星のある側から見て──に実体化した『阿蘇』のブリッジで、ヤマモトは珍めずらしく襟えりを緩ゆるめ、安あん堵どのため息を漏もらした。

「まったくです」

　誰だれ一人、そう思わぬ者はいないブリッジで、全員の気持ちを素直に代弁したのは、カトリであった。

「タイラー提てい督とくが、咄とつ嗟さに適切な判断を下してくれたお陰かげで助かりました」

「私に内ない緒しよでな」

　苦笑しつつも、ヤマモトの声に咎とがめる様子は微み塵じんもない。

「皆それぞれ寿じゆ命みようが、三年は縮まっただろう……」

「はい……」

　唯ゆい一いつの例外は、やはりタイラーであった。彼はこの事件の後も、実に一世紀を生きたのだ。総勢百八十人もの、孫や曾ひ孫まごや曾ひ々ひ孫まごや玄孫やしやごに囲まれた晩年は穏おだやかであり、とある穏やかな小こ春はる日和びよりの午後、自宅の縁えん側がわの座ざ布ぶ団とんの上で、陽に当たりながら昆こ布ぶ茶ちやを飲のみつつ、５歳になる玄孫が気付くまで、誰にも知られることなくひっそりと息を引き取った。その死に顔は、実に安らかなものであったという……。先に旅立った多くの仲間は、首を長くして最後の最後までねばった彼の到とう着ちやくを待っていた。もっとも、ヤマモトだけは逝いった場所が別だったとか──。

「それにしても、聞きしに勝る破は壊かい力りよくだな」

　首筋に浮いた冷汗をスカーフで拭ぬぐいつつ、アンドレセンが言った。

「もう１秒、いや、コンマ１秒ワープのタイミングが遅おそかったら、危なかったぜ。操舵手がハリーだから逃にげられた。先せん遣けん艦隊がなす術すべもなく全ぜん滅めつしたわけだ」

「でも──」

　自分の腕うでには絶対の信しん頼らいを残しつつも、カトリの声は暗かった。

「もうあと一撃でも、今のエネルギー波が来たら防ぎようがない。次のワープエネルギーを蓄たくわえるのに、ジェネレーターを総動員しても、30分はかかる」

「『阿蘇』の動力炉ろも、そろそろオーバーホールが必要だからなあ……」

　それすら省略して、駆かり出されたのである。動力関係だけでなく、あちこちにガタが来始めていた。大きな声では言えないが、特に主しゆ砲ほうなどはラアルゴン艦かん隊たいを相手に奮ふん戦せんした、往時の半分も威い力りよくがないのである。それどころか片かた舷げん全力斉せい射しやをすれば、ものの３分でジェネレーターが焼き切れるとさえ言われていた。

　例外もあるが、この時代の、酷こく使しされる宇宙艦かん艇ていの寿じゆ命みようはなべて存外に短いのだ。『阿蘇』も例外ではない。それに、量産ラインの確立した下では、老ろう朽きゆう化かした艦の機関や兵装を換かん装そうするよりも、新しい艦を建造する方がコストも安く工程も少なくてすむので、よほど特とく殊しゆな艦でもなければ次から次へとスクラップにされた。『阿蘇』級の重じゆう巡じゆんは最終的には計画三十二隻せき中二十八隻が建造されたが、残っている艦は十隻もない。最新鋭の『阿蘇』級でさえそうなのだ。そして、ネームシップである『阿蘇』は、このクラスとしては最さい古こ参さんの〝老兵〟であった。

　その『阿蘇』にとって、ビームの連打はちょいとばかり回かい避ひに骨の折れる仕事であった。

「もし、30分以内に、今の一撃が来たら……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　例によって自信たっぷりにタイラーは言った。だが、今回ばかりは彼にも自分のツキ以外に、はっきりとした根こん拠きよがあったのだ。

「大丈夫だ。あの砲ほう撃げきは、もう来ない。少なくとも、あと七十二時間はね」

「と、おっしゃいますと……」

　ヤマモトの問いに、

「ヒラガー大佐、ほら、この前兵器開発局技長になった、ヒラガー技術大佐から聞いた話なんだが……」

「ヒラガー！」

　嫌いやな過去の思い出が、アンドレセンの脳裏をかすめた。『信しな濃の』事件のトラブル以来、ヒラガーの顔はもう見たくない彼なのである。

「あの、軍艦おたくのヒラガーですかい!?」

「他にいないだろ」

「そりゃ、何人もいたら、困りますがね」

　真マ剣ジな顔で、アンドレセンは身み震ぶるいした。誰にでも苦にが手てはある。しかし、まんざら捨てたものでもない、ソフトウェアにおける惑わく星せい運合宇宙軍の救世主がタイラーであるとしたら、ハードウェア面での救世主は、間ま違ちがいなく数々の輝かがやかしい──中には駄だ作さくも数あるが──軍艦やメカを設計・建造した、ヒラガーなのだから……。

「ああ。そのヒラガー技術大佐から聞いたんだ。彼もあの自動攻撃衛星システムの開発には絡からんでいてね、ビームの集しゆう束そく管かんを設計したそうだ。もっとも、彼自身はああいう兵器を『美しくない』と言って毛け嫌ぎらいしているがね」

「軍艦おたくの、面めん目もく躍やく如じよですな」

　ヤマモトが苦笑した。

「その彼がこっそりと、僕にだけという約束で第一級の軍機（軍事機密）を教えてくれたんだ。自動攻こう撃げき衛星システムの主砲の威い力りよくは絶大だ。だが、今のジェネレーターシステムでは改良しない限り、一発撃うったら次の一発を撃つまでに、エネルギー充じゆう塡てんに三日はかかるとね……」

「要するに、欠けつ陥かん兵器というわけですか!?」

　驚おどろくカトリ。

「そういう事」

　これならば、タイラーが悠ゆう然ぜんと構えているのも無理はない。次の発射までの三日間を、何もしないで待ってやる義理は、今のところこちらにはない。

「そ、そんな重要なことを、何で今まで黙だまってらしたんですかい!?」

　憤ふん慨がい気ぎ味みに、アンドレセンはタイラーを責めた。

「提てい督とくもお人が悪い」

「しょうがないよ」

　と、タイラーは空そらっとぼけた。

「これは一応、第一級の軍機なんだからね」

「そう何度も、べらべら喋しやべられては、軍機になりません!!」

　ヤマモトが呆あきれて叱しかる。

「万が一にでも敵に知れたら、えらいことです。膨ぼう大だいな予算と人力を費やした自動攻撃衛星システムは、一いつ瞬しゆんにして無用の長ちよう物ぶつです！」

「それはそれで、平和になっていいと思うが……」

「よくありませんッ！」

　ヤマモトは久しぶりで怒りまくっていたが、心のどこかでは楽しくもあった。それが何故なのかは、彼にもわからない。

「確かに──」

　キム少佐が二人のやりとりにため息を漏もらしながら言った。

「この致ち命めい的てきとも言うべきシステムの欠陥を、ラアルゴンにでも知られたら、大変ですね」

「それもそうだが……」

「何、大丈夫だ。聞かれる心配はない」

　と、蒼そう白はくになりながらもヤマモトは取り繕つくろった。

「幸いにして、この付近一万光年以内に敵はいない。こんな辺境に、ラアルゴン艦隊がいないことは不幸中の幸いだった」

　だが、彼がそう言った途と端たん、

『おるぞ』

　と、頭上のモニタースピーカーから、無む邪じや気きな声がした。

『朕ちんはここに鎮ちん座ざしておるぞ、愚おろかな地球人ども！』

「え──!?」

　あのタイラーが、一いつ瞬しゆん仰ぎよう天てんした。

「その声は、その銀河でただ一人にしか使えぬ一人称は……。まさか……陛へい下か!?」

『その通りじゃ。一部始終を聞かせてもらったぞ、パコパコ！』

「アザリン様!!」

　その呼び名の懐なつかしさに、タイラーの細い目が満月のように見開かれた。と同時に、メインパネルに強制的に現れた映像は、幼おさないながら凜り々りしい、少女皇こう帝ていのものであった。タイラーの記き憶おくに間ま違ちがいがなければ、確か今年で、御おん年とし十四歳になられるはずだ。いずれにせよその龍りゆう顔がんの初うい々ういしさは、とてもランカーなどとは比べものにならない。第一、陛下に対して余りにも失礼である。

『久しぶりじゃな、パコパコ』

　その声には不似合いな言い回しはミスマッチだが、極言すればそれとても、この陛下の魅み力りよくのひとつだ。神聖ラアルゴン帝国第二十七代皇帝ゴザ十六世陛下、本名はアザリン・ド・エル・クラン・ライクン、通つう称しようアザリンである。

『もう一年にもなるか。『信濃』事件の時は世話になったな。その礼も言わず、失礼した。元気そうでなによりじゃ』

「陛下こそ。タイラー心より嬉うれしく存じ申し上げます。ますますお綺き麗れいになられましたなあ……」

『世辞はよい』

「お世辞ではございません！　いくら私でも、これだけは……」

　逆に言えば他は全部心にもないお世辞だと、自分から言っているようなものだ。

『そうか。嬉しいぞ、パコパコ』

　アザリンはモニターの中、少女らしい笑顔を見せた。ブリッジの明るさが一いつ瞬しゆん、増したようだった。それだけでも見て死ぬだけの価値はあった。

　だがブリッジの他の連中は──わけてもヤマモトは──彼女の価あたい千せん金きんの笑顔にも見とれているどころではなかった。いるはずのない宙域に、ラアルゴンの、それも誰あろう皇帝陛下がいたのであるから、無理もない。

「へ、陛下……」

　畏おそれ多くも、ヤマモトは問うた。敵ながら、彼の陛下への敬意は、素直に萎い縮しゆくという形を取って表れる。権けん威いにはもともと弱いのだ。そのへんがまあ、ヤマモトとタイラーとの差である。

「どこにおいでなのです？」

『そちたちの、すぐ上じゃ』

　こともなげにアザリンは言った。宇宙に、ごく微び弱じやくながら重力が存在する──したがって宇宙空間にも上下はある──ことが発見されたのは、実際に人類が銀河系に進出するようになってからの出来事である。宇宙は殺さつ伐ばつとした死の世界ではなかったのだ。宙域によってはごく薄うすくではあるが呼吸可能な大気さえ存在するのだ。従って宇宙船から外へ放り出されても、しばらく息を止めて我が慢まんしていれば、助かる可能性も皆かい無むとは言えない。

「え──!?」

　言われてヤマモトは、文字通り仰ぎよう天てんした。

「あ、いた！」

　ブリッジの透とう明めいドームから、肉眼で見える距きよ離りに、ラアルゴン戦せん艦かん『ドローメ』はいた。

「い、いつの間に……」

　グエン大尉がうろたえる。

「どうして今までわからなかったのだ？」

「ワープ直後で艦全体の電圧が低下し、レーダーにまでエネルギーが回らなかったのです」

　ヤマモトの問いにグエンは、苦しい弁解をした。『阿蘇』の設備老ろう朽きゆう化かは、そこまで深刻だったのである。

「それにしても、何故です……陛下？」

『すまんな』

　と、モニターの中、すました顔でアザリンは言った。その表情は、ラアルゴン皇帝と言うよりも悪戯いたずら好ずきな十四歳の少女そのものである。

『あまり楽しそうなピクニックなのでな、つい付いて来てしまったのだ。許せよ』

　そう笑顔で言われては許すも許さないもない。相手がアザリンなら、たとえ殺されても許してしまうに違ちがいない。

『そればかりか大事な機密とやらも、しっかり聞かせてもらった』

「陛下、それはひとつ御内密にお願い申し上げます」

　揉もみ手でをしながらお伺うかがいを立てるタイラー。

「提てい督とく、そういう問題では……」

　ヤマモトがハンカチで汗を拭ぬぐった。皇帝陛下を前にしては怒るに怒れないのだ。

「しかし、これでわかった。謎なぞの尾び行こう艦かんは、陛下だったのですね」

「うん。まあ、安心した」

　タイラーの言葉に、ヤマモトは頷うなずいた。他の敵よりははるかにましである。それどころか嬉うれしい。複雑な気分だった。これで一気にホロシリの叛はん乱らん鎮ちん圧あつという任務は、楽しい同窓会になってしまった。

「やれやれ、人ひと騒さわがせな皇帝陛下だぜ。ま、可か愛わいいからすべて許すけどな」

　アンドレセンの言葉が、彼らの心理を概おおむね言い当てている。彼自身、熱ねつ烈れつな陛へい下かの隠かくれファンである。ファンクラブ結成の暁あかつきには、先頭に立って親衛隊旗を振ふり、線から前に出ようとする者は、有う無むを言わさず殴なぐり飛ばすに違いない。

「陛下がいてくださるということは、心強いような、そうでないような……」

　カトリの表情は、冷汗混じりの笑顔になっている。

「ま、どうせなら戦争は、賑にぎやかなほうがいいよ」

「閣かつ下か、これは戦争ではありません。叛乱鎮圧です」

　タイラーを窘たしなめるヤマモトに、

「そういう問題では……」

　と、キム少佐も頭を抱かかえた。緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きは、百万光年の彼方かなたに行ってしまった。

「そもそもこの作戦は、ラアルゴン側には絶対極秘のはずだったんですけどね……」

『我が偉い大だいなるラアルゴン帝てい国こくの、情報収集能力をなめないでもらいたいな、地球人』

　陛下にそう言われては、黙だまって平へい伏ふくするしかない。

「それにしても──」

　タイラーは怪け訝げんそうにアザリンを見た。

「どうして黙だまって、こっそり付いて来られたりしたのですか、陛下……」

　何故か不本意そうだ。

「水みず臭くさいではありませんか。一言来たいとおっしゃればこのタイラー、喜んで一いつ緒しよに連れて来て差し上げましたのに……」

「て、提督……」

　ヤマモトは怒るに怒れず、ひきつった笑顔が早くも破は綻たんしている。

『だあってえ……』

　と、モニターの中のアザリンは、不意に甘あまえたような声になって、言った。

『パコパコったら、結婚してからは、ちっともかまってくれないんだモン。寂さびしくて……』

　ブリッジの誰もが──タイラー以外──口をあんぐりと大きく開けたまま、物も言えなくなってしまった。事もあろうに一年前まで敵であった国の皇帝陛下が、タイラーに甘え、あまつさえその妻であるユリコに嫉しつ妬とさえしているのである。その事実をこうも端たん的てきに、目の前で見せつけられては、どう反応していいかわからない。

「お、おい、　ハリーよ」

　やっとの思いで、どうにかアンドレセンだけは正気に返り、隣となりにいるカトリを肘ひじでせっついた。

「パコパコって、なんだ？」

「知らなかったのか？　皇帝陛下のペットだった頃ころの、タイラー閣下の呼び名だよ」

　かれこれもう、二年程前のことになろうか。当時まだ大佐で、『阿蘇』の艦長であったジャスティ・ウエキ・タイラーはひょんなことから単身ラアルゴンの捕ほ虜りよとなり、皇帝陛下に気に入られて特とく殊しゆな洗脳チップを脳に埋うめ込むロボトミー手術を施ほどこされ、無理矢理にというか喜んでペットにされていた時期がある。本人はおぼろげな記き憶おくしかないのだが、アザリンはたいそう可か愛わいがっていたらしい。気が知れないという意見もあるが、手ずから餌えさも与あたえ、どこへ行くにも連れ歩くほどの気に入りようだったという。その一方で実はアザリンは、タイラーの中に父親や男性としての姿も見ていたらしいのだ。幼おさない頃両親に死に別れ、父である先代皇帝の生前も、愛情をもって育はぐくまれたという記憶の薄うすいアザリンは、タイラーの中に理想の父親像を見ていたのである。これは当の本人たちこそ意識していないとはいえ、実に驚くべきことであった。アザリンの目には、タイラーは誇こ張ちようでも冗じよう談だんでもなく、理想の男性と映るらしいのだ。

　ヤマモトやカトリも含ふくめ、多くの者は男性をやめたくなるであろう。

　タイラーがアザリンに〝飼かわれて〟いた時期は、正味三か月くらいなものであろう。だが、その短い期間に宮きゆう廷ていでは、実に数え切れないほどの事件や出来事があった。パコパコとなったタイラーが、意識せずに飼かい主ぬしであるアザリンの命を奸かん臣しんワングの放った刺し客かくから救ったという〝忠犬話〟も一度ならずあるのだ。そのあたりのエピソードをピックアップするだけで外伝が三冊は書けるのだが、これ以上は作者が自分で自分の首を絞しめることになるので、やめておく。

　とまれ、カトリからその概がい略りやくを聞かされて、

「パコパコか、こりゃいい……」

　アンドレセンは自然とこみ上げて来る笑いを、髭ひげの中で押おし殺した。実になんとも、タイラーにはお似合いの名である。

『もしかしたらタイラー閣かつ下かは、ずっとパコパコのままでいらした方が、幸せだったのでは……』

　とまでは、さすがに言えなかったが──。

『パコパコ』

　と、アザリンは続ける。彼女の中では、タイラーは出世しても、たとえ敵軍の大将であっても、いつまでもパコパコであったのだ。むしろ微笑ほほえましいと、誰もが思った。当のタイラーは蚊か帳やの外として──。

『パコパコ、そちもつれないのうと、朕ちんは寂さびしさに夜よ毎ごと、枕まくらを濡ぬらしておったのだぞ』

「ほう。陛下を泣かした罪つみは重いですな、閣下」

　アンドレセンが冗じよう談だん半分で言った。つまり、半分は本気である。

「普ふ通つうなら、極きよつ刑けいものですぞ」

「ち、違います陛下！」

　タイラーは、てきめんに慌あわてて釈明した。

「私が陛下と疎そ遠えんになってしまったのは、結婚したからではなくて、仕事が忙いそがしくて……」

「よく言うよ」

　カトリが笑った。

「自分では、窓まど際ぎわ大将なんて言ってたくせに」

　軍司令部に出勤しても何もすることがなくて、毎日ボーッとデスクで鼻毛を数えていたタイラーの姿を、『阿蘇』のクルーたちは知っている。まあそれも、フジ参さん謀ぼう総長の陰いん謀ぼうで、タイラーの責任ではないと言えばないのだが……。

『もう朕の手から、大好物だった帝てい国こく印じるしのペットフードを食べてはくれなくなったのか、お手も、おかわりも、ちんちんもしてはくれなくなったのかと、そう思うと寂しくてのう……』

　ブリッジの全員は、それこそ決死の覚かく悟ごで笑いをこらえねばならなかった。

「や、やりますやります」

　と、タイラーの弁解がまた、失笑を誘さそわずにはおかない。

「お手もします。ペットフードだって食べます。何だってします！　アザリン様のためならば──」

　どうやらタイラーも、アザリン様の御ご寵ちよう愛あいを失うことは何より怖こわいらしい。たとえ軍を馘ク首ビにされそうになっても、ここまではうろたえないだろうと思われた。

「やれやれ。こうなると銀河に聞こえた宇宙一の名提督も、形かた無なしですな」

　半分呆あきれ、半分喜んでアンドレセンは言った。

「ああ。ユリコさんがこの姿を見たら、泣くよ」

　実は自分が泣きたい、ヤマモトである。彼はその軍人としての半生を、タイラーに一いち蓮れん托たく生しよう、預けたのだ。以前は彼も、タイラーをして、

「馬ば鹿かで、無知で、いい加減で、行き当たりばったりで、反省のかけらもなくて、高こう慢まんで、恥はじ知しらずな無責任艦長！」

　などと評していたものである。それが今は、こうだ。

「おおらかで、天てん真しん爛らん漫まんで、柔じゆう軟なんで、臨機応変で、過ぎた事にはこだわらず、堂々としていて、体面などには拘こう泥でいしない立派な提てい督とく！」

　肯こう定てい的てきか否定的かは別にして、言っている事自体はまったく変わっていないのが、笑えると言えば笑える。

『しかし、本当にユリコさんだけには、この姿は見せられないなあ……』

　ユリコなら今のタイラーを見ても笑って許すだろうということが、まだひとつわかってはいないヤマモトである。

『とにかく──』

　と、タイラーに向かって厳しく、かつ皇こう帝ていの威い厳げんをもってアザリンは申し渡した。

『今までのツケはまとめて払はらってもらうからな。覚かく悟ごしておけよ』

「はい、はい」

　ただ鹿しし脅おどしのように、ぺこぺこと頷うなずくタイラー。提督の威厳も何も、あったものではない。

『ところで、この話は一いつ旦たん置くとしてだ……。タイラー』

「はい」

　アザリンがタイラーのことを、パコパコではなくタイラーと呼んだ。つまり、これは相手を敵軍の提督と見て、指揮官同士の話をしようということである。タイラーの返事も、まがりなりにも軍人のそれになっていた。

「何でしょう？」

『そちは先程、あのランカーとかいう大統領の顔を見て、思い出したとか申しておったの』

「はい」

『あの男に、覚えがあるのか？』

「ございます」

　タイラーは根が正直な漢おとこである。どうしても咄とつ嗟さの噓うそがつけないタイプなのだ。しかし、あくまでも堂々としているので卑ひ屈くつさは微み塵じんもない。そのあけすけさがかえって、相手には端たん倪げいすべからざる人物として映るらしいのだ。実は裏に何もないのだが、何かあるのではないかと相手は勝手に解釈してくれるのである。それで人生を誤あやまった者も、ヤマモトも含ふくめ十じつ指しに余る。

「さすがは陛へい下か、ちゃんと聞いておいででしたか」

『よかったら、話してみてはくれぬか』

　口元に笑みを湛たたえたまま、アザリンは言った。

『朕ちんも非常に、興きよう味みがある』

「本来なら軍の機密に抵てい触しよくする事かも知れませんが……」

　こほんとひとつ、軽く咳せき払ばらいをしながらヤマモトは言った。

「かく言う私も、聞きたいものですな」

「閣下があの男と御面識がおありとは、正直言って驚きました」

　アンドレセンも聞きたそうに、

「宜よろしければ、自分もぜひ」

「いまや銀河を代表する提督と、叛はん乱らん軍ぐんの首しゆ謀ぼう者しや。二人の間に、何があったのかを……」

「ぜひ……」

「お聞かせください」

　と、皆に詰つめ寄られて、

「うーん」

　とタイラーは、頭を搔かいた。

「いいだろう。できればこのことは、僕とランカー大統領、いや、ランカー少尉の間で、二人だけの秘密にしておきたかったんだが、事態がこうも大きくなってはね。それにしても、まさかこんな所で、彼と再会することになろうとは、人生つくづくわからないもんだね」

「何か、深い事情がおありのようですね」

　カトリの言葉に、タイラーは無言で深く頷いてみせた。

「それほど……」

「なにせ、彼がいなかったら、惑わく星せい連合宇宙軍における、今こん日にちの僕の地位もない。ジャスティ・ウエキ・タイラー大将は、存在しなかったのだよ」

「と、おっしゃいますと？」

　ヤマモトはぐっと、詰め寄った。そういう事となれば、軍におけるタイラーの最大の被ひ害がい者しや──それに見合うだけの、恩おん恵けいはあるにせよ──である彼にとっとも、まったく他ひ人と事ごとではない。

「彼は──」

　こほんと軽く咳せき払ばらいして、タイラーは言った。

「彼は──」

　ブリッジの全員が、それどころか戦艦『ドローメ』のアザリンまでが、タイラーに向けて身を乗り出した。

「彼は、ジェイコブ・ランカー少尉は、僕が惑星連合宇宙軍の門を叩たたいた時、つまり、入隊を志願した時に、応対してくれた人事課の面接官だよ。もっとも当時はまだ、上等兵へい曹そうだったがね」

「ええっ！」

　誰もが戦せん慄りつを禁じ得なかったとしても、それは当然である。

「すると、あのいろいろな閣かつ下かの伝記やゴシップ記事にしばしば出て来る、有名なＲ上等兵曹というのは──」

「うん」

　タイラーはこくんと頷いた。

「ランカーだ」

「なるほど。確かにランカーとＲで、一いつ致ちしますわな」

　人生における巡めぐり合わせというものをつくづく考えさせられながら、アンドレセンは言った。

「それにしても──」

「僕だって、信じられない」

　とタイラーは言った。

「彼が不ふ遇ぐうをかこって、左さ遷せんさせられたらしいとは風の噂うわさで聞いてはいたが、まさかホロシリで、叛はん乱らんの首しゆ謀ぼう者しやになっていたとは……。一体誰が、彼の人生を狂くるわせたんだろう？」

　真しん剣けんに考えるタイラー。自らの影えい響きよう力りよくにここまで無自覚であるというのも、困ったものではある。

「提てい督とくは──」

　と、ヤマモトは言った。

「ランカー少尉に、好意を持っておられるのですね」

「当然だろう」

　と、脱ぬいだ帽ぼう子しを弄もてあそびながらタイラーは言った。

「なにせ彼は、この世界で誰よりも先に、僕の事を非常に高く評価してくれたんだからね。いや、僕の隠かくれた才能を、誰よりも先に見抜いて、僕の事を強く軍に推おしてくれたんだから……」

「なるほど」

　ヤマモトは深く、深く頷うなずいた。

「普ふ通つうは気付かないでしょうからね……」

「つまり」

　と、歯に衣きぬ着せぬ性格のアンドレセンは言った。

「諸々多くの人々にとって、ランカーこそは、まさに諸悪の根源と、そういう訳ですな」

「カール、言い過ぎだぞ」

　カトリが窘たしなめた。

「いいんだ」

　と、タイラーは席を立った。

「確かにその通りかも知れない。彼に見出されなかったら、今頃僕は、どこで何をしていた事やら……。それにしてもランカーか、何もかもみな懐なつかしい……」

　呟つぶやくタイラーの瞳ひとみは、どこかここにはない遠くを見ていた。




　宇宙暦６９９８年の初頭。ジャスティ・ウエキ・タイラーは銀河産業大学という名ばかりは立派な三流大学の学生であるという以外に、何ひとつ肩書きを持たぬ、一いつ介かいの無名の市民であった。

　その彼に、とんでもない転機が訪おとずれようとしていたのは、軍の面接会場に於おいてである。その年の志願者募ぼ集しゆう広告に応じて──あるいはポスターに騙だまされて──志願して来た百八十一人の馬ば鹿かどもを受け持った面接官は総勢六名。ジェイコブ・ランカー上等兵へい曹そうは、その一人であった。彼が担当させられたのは、その馬鹿たちの中でも、きわめつけの馬鹿どもであり、わけても最後に面接した一人は、一見しただけでこれ以上はないと思える馬鹿であった。面接官たちはあらかじめ、

「この戦争続きで極度の人材不足の折である。どんな劣れつ材ざいも、できるだけその人物の美点を評価して、丙へい種しゆでも合格させるように」

　と、上から申し渡されていたことが、悲劇の度合いをより大きくした。

「身体があるていど頑がん健けんなら、頭のほうは数さえ勘かん定じようできて自分の名前が書けさえすれば、それでいい。なあに、入隊さえすりゃ、あとはこっちで鍛きたえ直してみせる」

　とは、半ば冗じよう談だんであるにせよ、紛まぎれもない軍の本音である。それほどまでに惑わく星せい連合宇宙軍は、深刻なまでの人材不足に喘あえいでいた。志願兵募集のポスターに、人気アイドル女優のノリコ・バッハ──のちに宇宙軍の女神と呼ばれる事となった──を起用して、ノンポリを通り越こして、無知蒙もう昧まいな輩やからを引っ掛けねばならぬほど、事態は逼ひつ迫ぱくしていたのである。

　そして、最後の最後まで、箸はしにも棒ぼうにも引っ掛からなかったのが、ジャスティ・ウエキ・タイラーだったのである。

　志願者百八十一名中、百八十名までの入隊はすんなりと決まった。皆低レベルとはいえ、先に挙あげた軍の採用基準には充じゆう分ぶん達していたからである。しかし、タイラーはそれさえもボーダーラインギリギリだったのだ。

　一人でも多くの人材を入れたいという軍と、あまりな惨さん澹たんたる筆記試験の結果に、果たしてこんな奴やつを入隊させて大だい丈じよう夫ぶかという面接官たちの、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい葛かつ藤とうと攻防とがあり、結局最後の決め手は、直接彼の為人ひととなりをその目で見たランカー面接官の、

「私は彼を強く推おしたいと思います」

　という、鶴つるの一声であった。

「確かに成績は劣れつ悪あくの一語であり、今は単なる馬鹿に見えます。いや、実際、本当のバカかも知れない……。しかし、今に大おお化ばけする可能性が、皆かい無むとは言えますまい。いやいや、それどころか案外大器ではないかという要因を、ジャスティ・ウエキ・タイラーは濃のう厚こうに持っております。私は面接官として二十四年の経験から、とてもこれはと思える人材が軍で再教育され、立派な手て柄がらを立てた例をいくつも見ております。タイラーがそうでないと、誰が断言できましょうや。加えて宇宙軍は慢まん性せいの人材不足、かような人材でも、喉のどから手が出るほど欲しいというのは、我々の本音でありましょう」

「しかしね、ランカー君、このタイラーという志願者はあまりにも……」

「別に、危険思想の持主というわけでもありますまい」

　彼らのチェックには決して引っ掛からない、右や左といった尺度では計れない、タイラーの隠かくされた〝危険思想〟を、ランカーはまだ知らない。

「ここは軍のため、目を瞑つぶって、地球は清きよ水みず遺い跡せきの舞ぶ台たいから飛び下りた気になって、採用ですぞ!!」

　この強ごう引いんな押おしで、タイラーは晴れて惑星連合宇宙軍の一員となった。

　そして、ランカーの密ひそかな思おも惑わく通り、タイラーはとんとん拍びよう子しに出世街道を驀ばく進しんしたのだった。

　しかし、その結果としてランカー自身を待ち受けていた酷こく薄はくな運命は、彼の描えがいた地図とは、大きく異なっていたのである。




「こうして僕はランカー面接官のお墨すみ付つきでもって、惑星連合宇宙軍の二等兵として採用された。それから後のことは、君たちの方がようっく知っているね」

「知っています」

　ヤマモトはため息をついて頭を抱かかえた。

「そうだったのですか……」

　手近なところに壁かべがあれば、もたれかかりたい心境であった。

『ランカーめ、あいつのその選せん択たくが、結果として何と宇宙に多くの無用な波風を立てたことか……』

　さすがに口にこそ出さないが、そう思わずにはいられない。

『因果は回る糸いと車ぐるまとは、よくぞ言ったものだ。それにしても、ランカーはまったく罪つみなことをしてくれたものだ。それさえなければ、私の、軍における人生も、もっと……』

　もっとずっと平へい穏おんだったには違ちがいない。もっとずっと、殺さつ伐ばつとしてつまらないものであったろうことは事実だろうが、少なくとも慢まん性せいの胃い炎えんで、三日と開けずに神経洗せん浄じようのお世話にならなくともすんだことは確かだ。

「しかし、どういう訳かランカー面接官はそれから出世の道を断たれてしまったようだ。ＶＲ95星に飛ばされたとは風の噂うわさに聞いていたが、まさかそれが、このホロシリであったとは……」

「軍のコードネームでは、ＶＲ95星というのは、ホロシリの事ですからな」

　辺境宙域に詳くわしい、アンドレセンが説明した。

「誰の差し金かは、たやすく想像がつくけどな……」

　ヤマモトが言った。タイラーの入隊によって人生を激はげしく狂くるわされ、大おお幅はばな軌き道どう修正を余よ儀ぎ無なくさせられたのは、何もヤマモトだけに限った話ではない。もっとずっと大きな、直接的実害を、被こうむっている連中がいる。それも、人事課にまで人事の圧力をかけられる人物となると、ほぼ一人を除いて他には考えられない。

『よほどタイラー閣かつ下かが、目め障ざわりだったに違いない……。誰も彼も、言ってみればタイラー提てい督とくの被ひ害がい者しやだ』

　そう思った瞬しゆん間かん、ヤマモトはランカーに、奇き妙みようなシンパシーを覚えたのであった。

「お気の毒に……」

　心底同情したような声で、カトリが言えば、

「合がつ掌しよう……」

　とキム少佐も手を合わせる。

「しかし……私がもしもランカーなら、タイラー提督に対する怨おん念ねんは尋じん常じようではないですよ」

「逆さか恨うらみだよ」

「だからこそ、余計にです」

　ヤマモトの言葉には、他ひ人と事ごとではないだけの説得力があった。

「そうかも知れないねえ……」

　タイラーだけが、完かん璧ぺきに他人事の世界であった。

「そのランカーが、いまやホロシリの叛はん乱らん軍ぐんのリーダーとして、因いん縁ねん浅からぬタイラー閣下と相対している。江え戸どの仇かたきをホロシリで……か。これは、血の雨を見なければ収まりませんやね」

　アンドレセンの言葉に、

「なんか巻き込まれるのは、御ご免めんだなあ……」

　と、はからずもカトリの本音が漏もれた。

「いやまったく……」

　と、誰しもが事情を知って、巻き込まれた身の不運を嘆なげかずにはおれなくなったその時である。

　レーダーが、不吉のコールサインを鳴らした。

「緊急事態エマージエンシー！」

　キム少佐が蒼そう白はくになって叫さけぶ。

「レーダー反応!!　巨大質量物体ふたつ、左右から『阿蘇』を挟はさむように急速接近します！」

「『ドグラ』と『マグラ』だ！」

　カトリが叫ぶ。敵はホロシリの衛星軌き道どうをそれぞれ逆方向に回り込んで、『阿蘇』を挟み撃うちにしたのだ。そしてその巨大質量は、それだけで今の『阿蘇』にとっては、充じゆう分ぶん以上の驚異だった。たとえ主しゆ砲ほうが使えなくとも、補助兵器だけで巡じゆん洋よう艦かんの一隻せきくらいは問題ともしない。極きよく端たんな話、ぶつけられただけでも『阿蘇』はおしまいである。

「提督！」

「タイラー閣下！」

　全員の目が、彼に注そそがれた。

　今こそ彼に何とかして欲しい、いや、今こそこの顚てん末まつの責任を、彼に取って欲しいという、切実な目であった。














第五章　気持ちはわかるぞランカー！









「おのれタイラー！　ここで遭あったが百年目」

　高笑いしつつランカーは、ワープ直後で満足に動くこともままならぬ『阿蘇』をいたぶるかのように迫せまる。

「主しゆ砲ほうは使えずとも、たかが巡じゆん洋よう艦かん一隻、この『ドグラ』と『マグラ』の前には敵ではないわ！　それ、押おし潰つぶせ」

　その瞬しゆん間かん彼は、虚むなしい勝利を確信し、虚しい復ふく讐しゆうに酔よう一人の悲しい中年であった。たとえタイラーに復讐を遂とげたとて、それが何になろうと、薄うす々うす自分でも感づいてはいたものの、はやる気持ちをどうすることも出来なかった。今の彼にとっては、救済はない。

　それでも彼は、やらずにはおれなかった。

「困った人だねえ……」

　と、『阿蘇』ブリッジでタイラーは呟つぶやいた。ランカーとは対照的に、彼にとってはすべてがまるで他ひ人と事ごとなのである。

「しつこいったらありゃしない。逆さか恨うらみもここまでくると、立派だねえ……。脱だつ帽ぼうしたくなるよ」

「逆恨みでしょうか？」

　と、冷汗を拭ぬぐいつつタイラーの脇でヤマモトは言った。

「そう言ってしまっては実みも蓋ふたも……」

「おや、ヤマモトくん」

　と、タイラーは不思議そうにヤマモトを見た。

「やけにランカーに、肩入れするんだねえ」

「彼も私と同じ、犠ぎ牲せい者しやですから……」

　誰のとは、口がさけても言わない、いや、言えない。

「私にはとても、他人事とは思えません」

「そうかね？」

　ただ違ちがうところはランカーはヤマモトの数十倍直情的であり、そして数百倍執しゆう念ねん深ぶかかった。両者の差は端たん的てきに言って、それだけである。

　ヤマモトはランカーに心から同情した。自分も一歩間ま違ちがったら、ああなっていたかも知れないと思うと──。

『逃のがしはせんぞタイラー！　き、貴様のせいで、貴様のせいでワシの一生はなあ……』

　開きっ放しの通信回路から、ランカーはその思いのたけを、吐はき散らし、垂たれ流しながら二個の巨大人工天体とともに迫せまって来る。

『ワシの一生は、到とう底てい修復不可能なまでに、グジャグジャにされたんだぞ！』

「だ、だからって、こっちまで巻き込まないでくれえ！」

　必死で舵だ輪りんを握にぎるカトリの声も、それなりに切実ではある。復讐のとばっちり以外の何物でもない。

「逃にげろい！　全速力だ!!」

　と叫さけぶアンドレセンの声に、

「い、言われなくたってえ～！」

　と、青あお息いき吐と息いきのジェネレーターを騙だましすかし、必死で逃げる。『阿蘇』はここに来ていよいよ、度たび重かさなる激務で蓄ちく積せきされていたあちこちのガタが、一気に噴ふき出した感じだ。懸けん命めいどころではなく逃げようとするのだがその意とは逆に、その加速は喘あえぐようにのろかった。

「逃がすかぁ～！」

　叫ぶランカー。その表情はもはや、サディスティックでさえある。少しは残っていた小市民的な善良ささえ、かけらも見出せない。

「パコパコが危ない！」

　愛するペットの危機に、さすがにアザリンは逸いち早はやく反応した。

「あの人工惑星に、ありったけの全砲火を集中せよ！」

　戦艦『ドローメ』の全砲門とミサイル発射孔こうが皇こう帝ていの命令に従った。熟じゆく練れんした砲手の繰くり出す集中砲火は、ただ一発の外はずれもなく──相手が桁けた外はずれに大きかったせいもあるが──次々と『ドグラ』と『マグラ』に命中し、炸さく裂れつした。だが、その結果はといえば、わずかに表面のクレーターを増やしたに過ぎない。戦艦一隻分の全力斉せい射しやが、少なくともその内部には何の損傷も与えられないのだ。

「何!?　効きかぬだと!?」

　アザリンは心底戦せん慄りつした。少女ながら滅めつ多たなことには動じぬ皇帝である。それが鳥とり肌はだ立っている。あの兵器を、地球に量産され、大量に配備されたとしたら──。

「ははははは……」

　逆にランカーは、笑いが止まらない。この虚むなしいゲームのためのゲームに、酔よっていた。忘年会で羽は目めを外し、『無ぶ礼れい講こう』という言葉を鵜う呑のみにして社長の頭にビールをかけてしまう中年サラリーマンと、少しも変わるところはなかった。

「この『ドグラ』と『マグラ』の前には、戦艦の主砲など花火も同然！　邪じや魔まだてする小こ癪しやくなラアルゴン戦艦め。ミサイルの全門斉射で追い払え!!」

　主砲以外の通常兵器でも『ドグラ』と『マグラ』は数個艦隊にも匹ひつ敵てきする火力を持っている。その多くは防ぼう禦ぎよのためのもので短射程兵器だが、数が揃そろうと侮あなどれない。その集中砲火の直ただ中なかに、『ドローメ』は包まれ、大きく揺ゆれた。辛かろうじて離り脱だつに成功したのはアザリンの将しようとしての咄とつ嗟さの判断力が、凡ぼん庸ようではなかったおかげだ。

　それでも『ドローメ』は航行にこそ支障はなかったが、少なからぬ損傷を受けた。特に攻こう撃げき系統は、火力が半減するほどのダメージである。

「く──！」

「陛へい下か！」

　と、タイラーはかつての飼かい主ぬしの安あん否ぴを気き遣づかった。こればかりは本気である。

「小癪な人工惑星め！　かくなる上は体当たりだ!!」

　アザリンの若さと言うよりは幼おさなさと、それにも増して負けず嫌ぎらいな性格とがそこまで言わせた。しかし、実際問題としてたかだか戦艦一隻が体当たりしたとして──たとえ成功したとしても──密度から言えばどんな天然の天体よりも高い『ドグラ』と『マグラ』に致ち命めい的てきな損傷を与あたえられるとは思えない。せいぜいが、いちばん外側の外がい壁へきを、一枚かよくて二枚、剝はぐ程度であろう。それではみすみす、犬死にである。

「陛下、ご無理をなさらないでください」

　と、タイラーは血気に逸はやるアザリンを諭さとした。今でも彼女は、彼にとっての心の主君である。

「ランカーの目的は、私です。私が犠ぎ牲せいになりさえすれば、それでよいのです」

「お、俺たちまでは御ご免めんですぜ！」

　慌あわててアンドレセンが、脇から叫さけんだ。

「同感！」

　カトリがすかさず相あい槌づちを打った。ヤマモトやキムの本心も、それに近いものであろう。

『し、しかしパコパコ……』

「大だい丈じよう夫ぶです」

　と、タイラーはその主君に向けて、にっこりと微笑ほほえんでみせた。実のところタイラーが、この笑顔を向ける相手は、今の時点ではアザリンとユリコ、宇宙に二人しかいなかった。そしてアザリンは、タイラーのこの笑顔に弱かった。タイラーの笑顔の前にはどんな懸け念ねんも捨てて、すべて納なつ得とくするしかないのだった。

「私とてみすみす、犬死にするつもりはありませんよ、陛下。まあ、御安心して見ていてください」

『パコパコ……』

　アザリンの頰ほおに、自分でも気付かぬうちに涙がさっと一筋流れた。

『わかった、信じるぞ。朕ちんが許す。あの人工惑星を、倒たおしてみせよ』

「心こころ得えました」

　胸を張ってタイラーは答えた。

「陛下のためとあれば不ふ肖しようタイラー、たとえ火の中、コロナの中です」

『任せたぞ』

「お、おい、ハリーよ」

　アンドレセンともあろう者がうろたえ気味に、カトリをせっついた。

「タイラー提てい督とくの、あの根こん拠きよのない自信の源みなもとって、いったい何なんだ？」

「さあね」

　こっちはもう慣れたよとでも言いたげに、カトリはアンドレセンを見た。そのくせ彼だって、膝ひざが震ふるえているのだ。ただ、その根拠のない自信に付き合わされた回数の多い先せん輩ぱいとしては、優越感に浸ひたれる気持ちは悪くない。ちょっと他には比べるもののない快感である。

「実は僕にも、よくわからない。いちばん近くにいるヤマモト閣かつ下かにだって、たぶんあんまり、わかっていらっしゃらないだろう」

「そ、そうか……」

　だとしたらアンドレセンも、黙だまってその根拠のない自信に付き合うしかなかった。そこから逃にげることは、並なみ外はずれて高い、彼のプライドが許さないからだ。

「カトリ大佐」

　タイラーが、カトリを見た。

「君に重要な任務を与あたえる」

「はい」

　カトリは覚かく悟ごを決めた。わざわざそう断って、タイラーが言うからには、掛かけ値ねなしの重要な任務だからだ。

「何でしょう？」

「反転百八十度だ」

「反転百八十度!?」

　心の準備にも関かかわらず、カトリは仰ぎよう天てんした。

「まさか──!?」

「本当だ」

　と、静かな声でタイラーは言った。

「それでは敵に、捕捉されてしまいます」

「そうだ」

　と、タイラーは頷うなずいた。

「だがそれしか道はない。そして、この命令は宇宙でただ一人、カトリ大佐、君にしか頼たのめない命令だ。やれるとしたら、君しかいない。やってくれるか？」

「やりましょう」

　と、ここまでプライドを刺し激げきされては、カトリも頷くしかなかった。

「難むずかしい命令ですが、やってみます。しかし、ただでは嫌いやですよ。もしもうまくいったら、タイラー閣下、あなたは自分に何を、下さいますか？」

「褒ほめてあげよう」

　と、タイラーは言った。

「心から──」

「やりましょう!!」

　と、頰ほおを紅こう潮ちようさせて、カトリは頷いた。

「一世一代の操そう艦かんを、御ご覧らんに入れてみせますよ！」

「は、ハリー……」

　アンドレセンが色を失っている。

「それっぽちのことに、命を懸かけるほどの価値は……」

「あるさ！」

　と、カトリは言った。

「宇宙一の無責任男が、褒ほめてくださるんだ。命を懸けるだけの価値なら、あるさ」

「しかし、敵の射程に……」

「敵の砲火なら、心配ない」

　と、タイラーは言い切った。

「『ドグラ』と『マグラ』との間を、擦すり抜ぬけるんだ。お互たがいに死角になって、撃うてないはずだ。仮に撃とうとしても、コンピューターが自動的に撃てないような、プログラミングになっているはずだ」

「閣下……」

　アンドレセンはタイラーを見た。抜けているようでいて、意外に鋭するどい。

「あなたは──」

「撃てないにしても、重力の問題がある。あの大質量だ。衝しよう突とつしたら最後だな」

　カトリは慎しん重ちようかつ大だい胆たんに、舵かじを操あやつりながら言った。

「しかし、そこがまあ、腕うでの見せどころではあるわけだ」

「あ、ありかよ、こんなアバウトな戦法といい、信しん頼らい関係といい……」

「ありだよ！」

　カトリは憚はばからない。

「ハリー、おまえといいタイラー提てい督とくといい、この根こん拠きよのない自信……何故だ!?」

「さあな。だけど、ただひとつ言えることは──」

　と、カトリは言った。

「僕たちがタイラー提督をなんだかんだといっても絶対的に信頼しているということ。そして、タイラー提督はああ見えて、そんな僕らの信頼を、絶対に裏切ったりはしないということだ！」

　もしこんな緊きん迫ぱくした空気の中でもなければ、恥はずかしくて言えないようなことだ。後にカトリは、この時の台詞せりふを、度々仲間から冷やかされるようになるが、そのときはまさしく本気だった。そして、後になっても照れ臭くささのあまり、その気持ちを否定したりはしなかった。

「『ドグラ』と『マグラ』、左右から急速接近します！」

　キム少佐の報告。

「撃てないなら、左右から挟はさんで潰つぶそうというわけか……」

　ヤマモトが唸うなった。

「狙ねらい通りだよ」

　タイラーは涼すずしい顔でいる。

「最大戦速だ！」

「最大戦速、了りよう解かい！」

　カトリは操縦レバーを倒たおした。

　やはりタイラーの思った通り、『ドグラ』と『マグラ』とは、お互いの存在が邪魔になってミサイル一発撃うてない。

「ふむ、なるほどやるな」

　と、『ドグラ』のランカーはほくそ笑んだ。

「そうでなくては面おも白しろくないぞ。さすがはワシが見込んで、周囲の反対を押おし切ってまで宇宙軍に入隊させてやったタイラーだけのことはある」

　自や棄けになってもそこまで言わねば気が済まないらしい。よほどこだわっているのだろう。

「パコパコ！」

　アザリンは居ても立ってもいられない表情で、『阿あ蘇そ』の動きを見守る。

「死なないで……」

　皇こう帝ていの威い厳げんはそこにはなく、ただ健けな気げな少女の顔があるだけだった。

『だが、貴様のせいで──』

　と、ランカーの声が震ふるえた。

『ワシは辺境に左さ遷せんされて単身赴ふ任にん、一家は離り散さん！　泣くにも泣けん冷ひや飯めしを食わされたのだぞ！　この恨うらみ……覚かく悟ごせい!!』

「しつこい人、嫌きらい」

　辟へき易えきするタイラー。

「き……」

　その時ヤマモトの口を、自分でも思わぬ言葉が突ついて出た。

「気持ちはわかるぞ、ランカー！」

『何を！』

　と、ランカーは鼻で一いつ蹴しゆうした。

『誰にもワシの気持ちなどわからん。わかるはずがないわ。わかってたまるか～ッ!!』

「その通り！」

　どうやらタイラーには、他人の気持ちを汲くむなど一生できそうにもなかった。あっさり言われてランカーの心は、誰にも修復不能なまでに傷ついた。

『殺してやる。殺してやる！　殺してやる～ぅ！』

「何て陰いん険けんな奴やつだ」

「普ふ通つうはそうです！」

　ヤマモトの心は、遥はるかにランカーに近い。

「気持ちはわかるぞ、ランカ──ッ!!」

『ええい。安っぽい同情も、たくさんだ！』

　泣きながら、ランカーは叫さけぶ。

『こうなったらこの『ドグラ』と『マグラ』で左右から押おし潰つぶして、『阿蘇』などお好み焼きにしてやるからな。覚悟しろ～ォ！』

「『ドグラ』と『マグラ』、重力臨界点にまで接近！」

　グエンが叫んだ。

「これ以上は危険です」

「安心したまえ」

　と、タイラー。

「もう充じゆう分ぶんに危険だ」

「そういう問題では……」

「臨界点です！」

　キム少佐が叫ぶ。と──、

「かかった！」

　と叫んだのは、タイラーである。

「え？」

「見るのは僕じゃない。見たまえ、『ドグラ』と『マグラ』を」

　一同の目が、『ドグラ』と『マグラ』に注がれた。

「あ──!?」

　今しも青い火花を発しながらふたつの巨大人工天体は、『阿蘇』など無視するかのように急速接近しつつあった。何かのバランスが狂くるったことは、誰の目にもはっきりとわかる。

「なんだ？　どうした？」

　突とつ然ぜん、一切の操縦を受け付けなくなった『ドグラ』と『マグラ』に、ランカーはうろたえた。機械に弱い中年サラリーマンの弱点が、露ろ呈ていされた瞬しゆん間かんでもあった。

「こ、これは、コントロールがまったく利きかん!!」

　それまで忠実だった『ドグラ』と『マグラ』が、彼の手を離はなれて暴走を始めたのだ。そして二個はまるで磁じ石しやくのように、一切の束そく縛ばくを振ふり切って接近し続ける。

「何が起こったのでしょう？」

　とモニターを見上げるカトリ。

「接近しすぎたんだ」

　と、ヤマモトが唸うなった。

「え!?」

「臨界点を超こえて接近しすぎた巨大質量同士が、引き合っているのさ。もう後は、衝しよう突とつするしかない。……！　タイラー提督、あなたは最初からこれを計算に入れて……!?」

　ヤマモトは思わず振り向いた。彼の敬愛する上官は、ただ静かに笑っていた。

「そ、そりゃ大てい変へんだ！　あれだけの大質量同士の衝突だ。核かく兵器なみの、大だい爆ばく発はつが来るぞ」

　衝突と聞いて、アンドレセンは初めて艦かん長ちようらしい命令を下した。その決断は正しかったのだが、この局面なら誰にでも思い付く命令であった。

「逃にげろ──！」

「巻き込まれるぞ！　急速離り脱だつ！」

　アンドレセンの叫びを、ヤマモトが補おぎなったが、ただ命令を待っているようなカトリでは、もちろんなかった。

「もうやってます！」

　まさにその直後―、

　二個の人工天体は衝突した。その寸前に、ロシュの限界に達した球体の外がい殻かくは、既すでに崩ほう壊かいしている。

　数瞬遅おくれて、凄すさまじい衝撃波が来た。安全圏けんにまで離脱していたとはいえ、『阿蘇』はドラム缶かんに放り込まれて、巨人のバットで叩たたかれたような衝撃に翻ほん弄ろうされる。

　クルーたちは手近な物に摑つかまって、懸けん命めいに耐たえた。

「おのれ！　タイラーめぇ!!」

　というランカーの叫びは、彼らの耳に届とどいたかどうか──。

　だが、

「パコパコォ～」

　というアザリンの声ならば、誰の耳にもはっきりと聞こえた。

　宇宙そのものを呑のんでしまうのではないかとまで思われる爆発の広がる中で、

「パコパコ……どうか無ぶ事じでいて」

　という切なる少女の願いは、天に届いた。やがて、爆発の収まった中から、ゆっくりと『阿蘇』は、その傷ついた姿を現した。

「パコパコ……」

　アザリンが安あん堵どしたことは、あらためてここに記しるすまでもない。

「……パコパコ！　無事か？　よかった……」

『私はあと百年は死にませんよ、アザリンさま……』

　彼の台詞せりふは、はからずも的てき中ちゆうする。

「よかった、パコパコ……。愛うい奴やつ」

　滅めつ多たに冠かんせられることのないアザリンのこの言葉は、宇宙で最高の賛辞と言われている。その栄えい誉よを一身に担になうタイラー、もといパコパコは、宇宙一の果報者であろう。しかし、大爆発の余波で、『阿蘇』の受けたダメージもまた、深刻なものであった。もはや戦せん闘とうにはとても耐たえられない。帰路の間、もつかどうかも、正直言って微び妙みようなところであった。

「やれやれ。今のでさすがの『阿蘇』も、御お役やく御ご免めんといったところですかね……」

　各部から次々と寄せられる被ひ害がい報告の中、カトリは肩を竦すくめて言った。

「ここを襲おそわれたら、今度こそひとたまりもありませんね。こればっかりは断言できます」

「危ういところだった」

　と、ヤマモトも胸を撫なでおろす。

「帰ったら廃はい艦かん処分かな……。記念艦として保存してくれるという殊しゆ勝しような団体があればいいが……」

「いっそユニバーサル・トラストにでも寄付しますか？」

　アンドレセンの、あまり品のない冗談に皆が笑う。それも勝ったればこそだ。

「いずれにせよ、長い事ご苦労だった……」

　ヤマモトはブリッジを見回した。新造間もない『阿蘇』に副長として乗り込んで以来、タイラーとともにやって来た艦ふねだ。ヤマモトにとって、いや、全員にとって懐なつかしい想い出は至る所に詰つまっていた。計器のひとつ、ビスの一本にまで愛着がある。

「『ドグラ』と『マグラ』の残ざん骸がいは？」

「なおも爆発中」

　グエン大尉が報告した。

「次第に収しゆう斂れんしつつはありますが、あと一週間は、燃え続けるのではないでしょうか？」

「なにしろ、あれだけの大質量だったからな。何兆ちよう、いや、何京けいクレジット灰はいになったかわからんよ」

　ヤマモトのほろ苦い感かん慨がいは、そのまま今回の任務の後味の悪さを物語っていた。

「頼たのみの綱つなの最終兵器がなくなったんだ。叛はん乱らんもこれで、済なし崩くずし的てきに終結……かな」

　アンドレセンの希望的観測には、皆が肯こう是ぜしたい気分だった。これ以上来られては、こちらにも打つ手はない。

「ランカーか、ほんの少し、同情すべき点もあるにはあったが、それにしても恐おそろしい奴やつだった……」

　ヤマモトは呟つぶやいた。

「タイラー提督には及およぶべくもなかったとはいえ──」

「どういう意味かね？」

「深く追つい及きゆうなさらないでください」

　まさに額面通りとしか、言いようがない。

「よっ！」

　と、アンドレセンがカトリの肩を、ポンと叩たたいた。ようやく重責を果たして、お疲つかれさんといったところだ。

「見せてもらったぜ、ハリー。おまえの一世一代の操そう艦かんと、おまえがタイラー提督をここまで信しん頼らいする、その根こん拠きよとやらをな。おまえが信頼する上官は俺だけだと思っていたのに、その浮うわ気きの理由も、なんとなくわかったぜ」

「あんたもそのうち、そうなるよ、カール」

　思わせぶりに目配せして、カトリは言った。

「何をこそこそ、同窓会をやっとるか」

　ヤマモトは苦笑して、

「まだすっかり終わったわけじゃないぞ。事後処理もあるし、それに、こりゃまた報告書をまとめるのが、考えただけでも面めん倒どうだなあ……」

　それに目を通すのが、あのフジ参さん謀ぼう総長かと思っただけで、苦労も数倍する。

「そして──」

　と、アンドレセンはヤマモトを見て微笑ほほえんだ。

「いつもいつも、最後の最後まで苦労するのが、あの御ご仁じん……と」

　ひきつった笑いが、ブリッジを支配した。しかし、それも長くは続かなかった。

　まるで地じ獄ごくの底から響ひびき渡るような、

『タイラー……』

　という声に、タイラー以外の全員は、死神の手に背筋を撫なぜられたかのようにギョッとした。

『タイラー……』

「び、微細ながらレーダー反応！」

　遅おそまきながら、グエンが叫んだ。

「極小の移動物体、『ドグラ』と『マグラ』の残骸を背後に、『阿蘇』に接近します！」

「何!?」

　ヤマモトの叫びに、重なるようにして、

『ワシの復ふく讐しゆうは、まだ終わったわけではないぞ！』

　という、聞き覚えのある、しかし誰も殊こと更さらに思い出したくはない声が言った。

「ランカー！」

「脱だつ出しゆつカプセルだ！」

「生きていたのか!?」

　いくつかの叫びは、ほとんど同時であった。やや遅おくれて、アンドレセンが、

「大した執しゆう念ねんだぜ。見習わなきゃな」

　と、締しめ括くくった。

『ワシのすべては終わった……計画はすべて破は綻たんした。タイラー、何もかも貴様のせいでな』

　と、ランカーは言った。凄すさまじいばかりの怨おん念ねんは、『阿蘇』のブリッジにも垂たれこめ、その場の空気をいたたまれないものにするに充じゆう分ぶんであった。

『だが、ワシの怨念だけはまだ死なん。こうなったら、貴様らまとめて、地獄へ道連れだ～！』

　生彩を欠く中年の決めゼリフは、この期ごに及およんでもステロタイプで陳ちん腐ぷ極まりない。だが、いや、だからこそ鬼き気き迫せまるものがあった。

「脱出カプセルで『阿蘇』に体当たりするつもりかなあ……」

「どうします？」

　ヤマモトがタイラーを見た。

「対空砲火で撃うち堕おとすのも、忍しのびないと思うのですが──」

「馬鹿言っちゃいけない」

　と、タイラーはおもむろに自分から通信を開かせた。

「もうそれくらいにしておきたまえ、ランカー大統領」

『何？』

「君の腹芸は、もう充分、我々にも通じたよ」

『何が通じたというのだ!?』

「ホロシリの繁はん栄えいに懸ける君の意地だよ。それは通じた。天にもね……」

『天に……だと!?』

「そう。あれを見てみたまえ」

『あれって……『ドグラ』と『マグラ』の残ざん骸がい……』

　そこには、渦を巻きながら収しゆう斂れんする、爆ばく発はつの炎ほのおがあった。炎は次第に輝きを増し、安定したものとなっていた。いや、それは既すでに爆発というよりは、恒こう久きゆう的てきな〝燃焼〟というに近かった。

「そうだ。『ドグラ』と『マグラ』の大質量と衝しよう突とつの衝撃波は、核かく融ゆう合ごう反応を引き起こすに充分だったんだ」

『核融合……!?』

　理系に弱い中年には、その言葉の意味を観念的にしか理解できない。

「どういう事か、わかるかい？　これから『ドグラ』と『マグラ』は、少しずつ核融合しながら、光と熱を発散し続ける。つまり惑わく星せいホロシリの衛星軌き道どう上を回る、小型の人工太陽になるのさ」

『人工……太陽……』

「信じられん！」

　これにはヤマモトも仰ぎよう天てんした。

「こんな事って、あるんですかね……」

　カトリも目を丸くしている。まさかタイラーが、そこまで計算してやったとまでは思わないが──。

「これでもう、暗黒の厳寒惑星だったホロシリも、寒さに悩まされることはない。地熱を求めて地面に向けて茎を伸のばしていた根こん性じよう曲まがりのホロシリカイワレダイコンも、これからは太陽に向かって伸びる。沈む夕陽に向かってダッシュという、青春ドラマだって出来る。ホロシリは豊かな地下資源に加えて、温和な環かん境きようを持つ、平和で温暖な惑星国家になるだろう。永ながい冬は終わったんだ。同時に君の復ふく讐しゆうもね、ランカー少尉」

『タイラー……いや、タイラー提督』

　ランカーの声が、震ふるえている。

『君はそこまで、私のことを──』

「何しろこの広い宇宙で、最初にこの私の、隠かくされた才能を見出してくださったのは、あなたですからね。ランカー面接官」

　さりげなく、タイラーは言った。

「将来私が自伝を書く時に、最初に出て来る軍人はあなただ。あなたの目なくしては私の栄光の歴史は始まらない。そのあなたが、失敗した叛はん乱らんの首しゆ謀ぼう者しやでは、何かとまずいわけですよ。いやまったくのところ……」

　照れ臭くさそうに言うタイラー。それはまったく彼の照れ隠かくしのポーズであり、打算も下した心ごころもないことを知っているヤマモトには、むしろ微笑ほほえましかった。

「ホロシリの独立は、すぐには認められないだろうが、これからは資源も適正な価格で買い上げられるよう、僕から中央政府に申しん請せいしておこう」

　実際に申請の手続きを取るのは、言うまでもなくヤマモトである。

「食しよく糧りようの輸入も、心配することはないぞ。これからは、観光惑星として、旅行者も、人口も増える。その暁あかつきには、タイラー記念碑ひくらい、建ててくれれば言うことはないがね……。あ、これは、無理にとは言わないよ。別に強制はしないからね」

『た、タイラー、ありがとう……』

「つまり──」

　と、タイラーは本心を気け取どられないよう、巧たくみに視線を逸そらしながら言った。

「君の個人的な復ふく讐しゆうは、まったく無む駄だではなかったんだ。君の刑けい期きだが、極力短く出来るように、僕からアンダーソン長官に頼たのんでおくよ。ランカー面接官、遅おそくなったが、これが僕から君への、慰い謝しや料りようだ。刑期を終えたら、奥さんやお子さんたちを呼び寄せて、このホロシリで平和な余生を過ごしたまえ、自伝の印税が出たら、君にも少しは分け前が行くかも知れないよ……」

『すまん……タイラー……すまん！』

「ちっくしょう！」

　アンドレセンが人前も憚はばからず、大声で泣いている。この大男は人情に脆もろい。

「いい話でやがんなあ……」

「タイラー提督、さすがですね」

　カトリのタイラーを見る目から、また一枚鱗うろこが落ちた。

「それでよい」

　戦艦『ドローメ』では、アザリンが満足そうに頷うなずいた。

「それでこそ、さすがは朕ちんのパコパコだ」

　そう言って皇こう帝てい陛へい下かは、傍かたわらに控ひかえる。長身の司令官を顧かえりみた。

「これでよい。今回はわがままを言って済まなかったな、ドム」

「いえ」

　と、呼ばれた提督は控え目に言った。

「私も、これでよかったと存じます。あの奸かん臣しんワングも亡なき今、陛下は何事も、御気の済むようになさいませ……」

「タイラーに挨あい拶さつはしなくてもよいのか、ドム？」

　ル・バラバ・ドムは返事の代わりに、無言で首を振ふった。

「私は今回は、裏方に徹てつしとうございます。そして、次こそはタイラーと、決着を──」

「そうであったな」

　アザリンは微笑ほほえんで、それからブリッジの窓から外を見た。

「見ろドム。惑星ホロシリの雪が溶とけてゆくぞ！」

　龍りゆう顔がんが思わず綻ほころぶ。

「厳冬惑星にも春が来たのだ。春と言うのは、何度来ても、いいものだな」

「御ぎよ意い」

　頷いて、ドムは言った。

「さあ陛下、お忍しのびもこれまでです。民たみどものおる、ラアルゴン本星に戻もどりましょう。侍じ従じゆう連中も今頃は、陛下のいらっしゃらぬのに驚いて、右往左往のはず。これ以上は気の毒ですからな」

「相そう違いない」

　アザリンは頷うなずいて、皇帝の表情に戻った。

「次にパコパコと逢あう時は、敵同士かも知れぬな……」














大団円　ホロシリの春









『かくて惑星ホロシリの叛はん乱らんは、無ぶ事じ鎮ちん圧あつ。首しゆ謀ぼう者しやジェイコブ・ランカーは、特別の温情により懲ちよう役えき六年の実刑で済む。彼自らの降こう伏ふく勧かん告こくにより、無血開城、地上戦による戦死者ゼロを考こう慮りよすれば当然なり』

　ヤマモトの日誌を書く手にも、熱がこもる。

『されど一番の功労者は、言うまでもなくジャスティ・ウエキ・タイラー提てい督とくなり。タイラー大将はこの叛乱鎮圧の功績多大なるをもって、勲くん一等銀河宝ほう玉ぎよく章を授じゆ与よされる模様……。他の勲章も打だ診しん・検けん討とう中。かく言う自分も、肩の荷がおりてひと安心……。惑星連合宇宙軍少将、マコト・ヤマモト記しるす……』

　そして彼は、日誌の最後を、こう締しめ括くくった。

『惑星ホロシリに、春は来たりぬ。さあ次に春が来るは、自分の番だ……』

　その後の修しゆ羅ら場ばを、幸いにして彼は知らない……。




『ジャスティ……、叛乱鎮圧、お疲つかれさま。またひとつ、勲章が増えたわね。また前のように失なくさないよう、私がしっかりしまっておきますからね。だけど私は、そんな些さ細さいなことよりも、あなたが生きて帰って来てくれることの方が、何倍も、いえ、何百倍も嬉うれしいわ。帰って来たら、しばらくは私一人のものでいてね。そして、また、みんなのために頑がん張ばってね。ユリコより……追つい伸しん、お屋根の修しゆう繕ぜん、気が向いたらヨ・ロ・シ・ク』

　だが延々と回り続ける愛妻からのビデオメールも、今のタイラーの猛もう烈れつな睡すい魔まの前には勝てなかった。高たか鼾いびきで無防備に転がった艦長用タタミ・ベッド──最高級地球産の、本物のイグサ製──の上で、彼はそれをＢＧＭに、最高の夢ゆめを見ていたのである。

　後に現世うつつでも巨大な夢を実現した彼の、その夢がどのようなものであったかは、正直なところ、彼にしかわからない。

　とまれ、宇宙は天下太たい平へいであった。

















無責任少尉タイラー
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「ジャスティ・ウエキ・タイラーが、アンダーソン長官の肝きも煎いりでもって、少しよう尉いに特進したそうだ」

　電でん撃げきのような早さで惑わく星せい連合宇宙軍内部に広がったその噂うわさを聞いたとき、マコト・ヤマモト少佐は、思わずこうつぶやいた。

「栄光ある宇宙軍の人事も、地に墜おちたって感じですね」

「そうかな？」

　思わせぶりにそう尋たずね返したのは、彼の士官学校における一年先せん輩ぱいであり、無む二にの親友でもある、キクチヨ・ミフネ中佐である。

「俺おれはまんざら、そうとも思わんぞ」

「それはまた、先輩らしくもない御意見ですね」

　ヤマモトの言葉に、

「先輩はよせ。いつまでも士官学校でもあるまい」

　と、はにかんだように言っておいて、ミフネ中佐は彼なりの見解を述のべた。

「おまえはまだ、タイラー本人に会ったわけじゃあるまい。会ってもいないうちから、他人をどうこう言うもんじゃない」

「ですが……」

「いずれ出世するだけの漢おとこだったんだよ、ジャスティ・ウエキ・タイラーは」

　ミフネは二十七歳、ヤマモトは二十六歳である。ともに若いが、すでにして佐官の身であった。士官学校それぞれの代の首席同士であり、出しゆつ生せ頭がしらでもあった。

「士官学校も出ていない一いつ介かいの二等兵を、いくらアンダーソン元げん帥すいとハナー退たい役えき中将、二人の将官の推すい薦せんがあったからとはいえ、いきなり少尉に抜ばつ擢てきするなんて……。こんな事をしていたら、いずれ厳げん粛しゆくかつ公平であるべき昇しよう進しん制度が、グジャグジャになってしまう」

　なおも不満そうな後輩に、ミフネは、

「だがな、ヤマモト──」

　と、包み込むような暖かい表情で言ったものだった。

「こう考えてみてはどうかな？　今、宇宙軍は深刻な士官不足だ。特に、前線で直接指揮を執とる若い士官が圧あつ倒とう的てきに足りない」

「ええ、それは知ってます」

「だから、若い有能な人材を、たとえ士官学校を卒業はしていなくても士官に抜擢する。今回の人事は、それに先せん鞭べんをつけたと、言うべきではないかな？」

「有能な人材──！」

　ヤマモトは仰ぎよう天てんした。

「まさか先輩は、あの無責任男のタイラーが、有能な人材だとか、言い出すんじゃないでしょうね？」

「そうだが……」

　しれっとした涼すずしい顔で、ミフネは言った。この青年士官には、妙みように子供っぽい一面がある。悪戯いたずらを企たくらむような、そんな表情だ。

「何か問題があるか？　ヤマモト」

「大ありです！」

　ミフネとは対照的に、生き真ま面じ目めを絵に描いたようなヤマモトは叫さけんだ。

「少なくとも自分が聞き及およんだ噂うわさの及ぶ限りにおいて、タイラーが有能であるという証しよう拠こや片へん鱗りんは、微み塵じんも見当たりません！　それどころか──」

「だから」

　と、我が慢まん強く、ミフネは言った。

「貴様は直接、タイラーに会ったわけではあるまい」

「先輩は──」

　と、ヤマモトの目が正面から、ミフネの表情を覗のぞき込んだ。

「お会いになったのですか？　タイラー少尉に？」

「タイラー二等兵にだ」

「で、どうなんです？」

　と、ヤマモトは真しん剣けんに訊きいた。

「直接その目で見られた、感想は？」

　それこそマヤモトには興きよう味みがあった。タイラーに関して、ではなく、敬愛する先輩であるミフネの、タイラーに対する評価にである。士官学校時代から、ミフネの人物評と人を見る眼には、定評があった。少なくともヤマモトは、それに関しては一いち目もく置いている。

「う～ん」

　と、ミフネは首を捻ひねった。

「あれは大器だ。とにかく大器だ。そうとしか言えん。少なくとも、今のところはな」

「答えになってませんよ」

「なってなくてもいい。とにかく摑つかみどころのない男なんだ。まるで雲のようでな、ひょっとしたら、中に龍りゆうが隠れているのかも知れんぞ」

「またあ……。買い被かぶりですよ」

　煙に巻かれた想おもいで、ヤマモトは言う。

「だといいんだがな……」

　こちらも思わせぶりに言う、ミフネであった。ひょっとしたら彼は、心中密ひそかに、期待しているのかも知れなかった。タイラー個人にではなく、彼に対する、自分の評価が誤あやまっていることをである。おそらく、ヤマモトの言うように買い被りであるのかも知れなかったが、そのまったく逆の可能性だっておおいにありうる。とにかく一度だけ彼の会ったタイラーという男は、そう思わせるだけのサムシングを持っていた。ミフネ自身、ただならぬ興味があるのである。

「いずれタイラーに会えば、貴様にもわかる時が来る」

　とまで、ミフネは言い切った。

「俺が感じていながら、言葉にならない、もどかしさをな」

「あんまり会いたくもないですよ」

　と、もうそれ以上はさしたる興味もなさそうに、ヤマモトは言った。二人にとっての懸け念ねんは、今は別のところにある。

「ところで中佐、次の定時パトロール航海の、合流ポイントの打ち合わせなのですが……」

　そう言って星系図を広げたヤマモトの脳のう裏りからは、もはやタイラーとかいう得体の知れない人物のことなど、きれいさっぱり消え去っていた。




「アンダーソン長官の御ご酔すい狂きようにも、困ったものだ……」

　参さん謀ぼう総長の要職にある惑星連合艦隊の重じゆう鎮ちん、ススム・フジ中将は、最初からその貧相な若わか造ぞうが、気に食わなかった。何がおかしいのか知らないが、いつもヘラヘラ笑っているような間の抜ぬけた表情といい、ガニ股また気味のたよりない歩き方といい、すべてが気に食わなかったのである。わけても惑星連合宇宙軍の最高司令長官であるアドリアン・アンダーソン元帥に対する露ろ骨こつとしか言いようのないゴマすりは、端はたで見ていて彼の神経を逆さか撫なでした。

「そうまでして出世したいのか、あの青二才めが！」

　フジ中将は誰だれ彼かれになく、そう言った。

「まったく目め障ざわりだ。早くどこかへ消えてくれんものかな。いつも腰こし巾ぎん着ちやくのように長官にまとわりついて、ヘラヘラしよってからに……」

「しかしそれは、いたしかたないのでありませんか？」

　フジ中将の取り巻きの一人、アキヒコ・ヒラカワ少将は、苦りきった表情で言った。

「なにしろあの茶ちや坊ぼう主ず少尉は、長官付きの副官でありますから……」

「そうだ。長官直じき々じきの、御指名による、な」

　いまいましそうに、フジ中将は言う。

「長官は公明正大にして賢けん明めいな方ではあらせられるが、ただ一人、あのおべんちゃら係の若造に関してだけは、御お眼鏡めがねも曇くもられるようだ」

「確かにタイラー少尉に対する、長官の御ご寵ちよう愛あいぶりは、尋じん常じようではありませんな」

　やはり取り巻きの一人である、ケンイチ・サハラ准じゆん将しようが言った。フジ中将、ヒラカワ少将と併あわせて〝参謀三羽烏がらす〟などとも呼ばれるが、それは単に、三人の間で言っているだけという噂うわさもある。参謀としては、三人揃そろってちょうど一人前といったところか。

　とにかく、まがりなりにもそれまで独どく占せんしていたアンダーソン長官の信任を、横から現れた若造に、いきなりかっさらわれてしまった体ていなので、癪しやくに障さわってしかたがない。

「いったい長官は、あんな無能な若造のどこが、そんなに気に入られたのか？」

「まあ、確かにあの宴えん会かい芸げいの裸はだか踊おどりや泥鰌どじよう掬すくいは、爆ばく笑しようものではありますが……」

　うっかり口をすべらせたサハラ准将が、フジ中将に睨にらまれ、荒あわてて口を噤つぐむ。

「宴会芸だけで、戦争に勝てるわけではあるまい」

　おごそかに、フジ中将は言った。言っていることは、まるきり茶番ではあるが……。

「問題なのは、あの若造がますます増長して、いずれ長官の戦略に関する采さい配はいにまで、口を挟はさむのではないかという懸け念ねんだ」

「そこまで心配する必要はないのでは？　異例の昇しよう進しんを遂とげたとはいえ、たかだか少尉ではありますし」

「甘あまいな、ヒラカワくん」

　眉み間けんに皺しわを寄せてフジ中将は言った。

「確かにあの男、一いつ介かいの少尉でしかない。しかし、長官付きの副官であるということが問題なのだ。常に長官と一いつ緒しよにいるということがな……。聞けば、今や長官は、昼食のメニューを選ぶ時でさえ、タイラー少尉に相談してからでなければ決められないという体ていたらくだそうだ」

「そこまでタイラーごときを……」

　ヒラカワ少将も驚おどろきを禁じ得ない。

「そうだ。万事がその調子なのだ。このまま事態が進展すれば、いずれ奴やつが長官の用兵にまで口を挟さしはさまないと、誰が断言できよう」

「さ、さすがはフジ閣かつ下か、そこまでお考えであったとは……」

「参謀総長の深しん謀ぼう遠えん慮りよ、到とう底てい私共の及ぶところではございません」

「しかし、それにつけてもタイラー少尉の増長ぶりは遠からずして我々の脅きよう威いになる。いや、既すでに脅威である」

　フジ中将は言った。もしかしたらこの時点で既に、自分の生しよう涯がいに於おける最大のライバルの存在を看破していたのかも知れない。

「今のうちに、叩たたき潰つぶしておくに越こしたことはないと思うが、どうだろうか？　あんな取るに足らない無能な若造を相手に、少々大人おとなげないかな？」

「いえいえ」

　二人の参謀は示し合わせたかのように首を振ふった。

「無能であればこそ、脅威です」

「さよう。歴史を繙ひもといてみても、側近が無能であるが故ゆえに、滅ほろんだ国家は、枚まい挙きよに暇いとまがありませんぞ」

「確かに……」

　満足げに、フジ参謀総長は頷うなずいた。

「では、手を打っておくとしよう。職務上横おう領りようの罪をひっ被かぶせるのが、手っ取り早いかな」

　そのやり方で、フジ中将は今までに何人ものライバルや、ライバル候補を蹴け落おとしてきている。参謀として、戦略的な才には乏とぼしい彼だが、こういった権けん謀ぼう術じゆつ数すうに於おいては、実に長たけていた。それであるが故の、参謀総長の要職である。

「それが、よろしいでしょう」

「副官としての地位を利用して、私し腹ふくを肥こやしていたことが明るみに出れば、いかなアンダーソン長官といえども、奴やつを庇かばい立て出来ますまい……」

「ふむ。なるほど。ところで、腰こし巾ぎん着ちやくのタイラー少尉といえども、いつもいつも、長官に、金魚の糞ふんのようにくっついているわけではあるまい。奴やつこさんが長官の側を離はなれた時を狙ねらって、仕し掛かけたいが……」

「それでしたら、御安心ください」

　ヒラカワ少将が言った。

「情報部に命じて、タイラーの身辺は常に洗わせております。奴のタイムテーブルは、朝起きてから夜ベッドに入るまで、すべてつぶさに把は握あくしておると申しても、過か言ごんではありますまい」

「ふむ。さすがはヒラカワくん、手て際ぎわがいいな」

「いえいえ、参謀総長閣下には及およびません」

「狸たぬきめ」

「そちらこそ……」

「ふっふっふ……」

「うふふふふ……」

　目め配くばせして笑い合う、中年男二人。傍はた目めには、ただ気色悪いだけである。

「それによるとタイラーは、最近ある女のところに、入りびたっております。その時だけ、長官の側を離れます。いえ、奴の一人の時間は、ほとんどその女のために、費ついやしていると言ってよいでしょう」

「女？」

　フジ中将はさも意外そうに首を捻ひねった。

「奴にそんな芸当ができたのか？」

「はい。ま、もっとも、熱を上げているのはほとんど奴やつこさんひとりで、女のほうは冷ややかに無視……と、この報告書にはありますが……」

　そう言ってヒラカワ少将は、情報部に調べさせたタイラー・ファイルを自じ慢まんげに取り上げてみせた。

「なるほど、さもありなんだ。しかし、この状じよう況きようは使える」

　駆かけ引き巧こう者しやのフジ中将は頷うなずいた。

「女に入れ込むとは、まさしく使い込みにはお誂あつらえ向きのシチュエーションではないかね」

「なるほど。まさに転落の坂へのきっかけとしては、申し分ありませんな。タイラーには、やや分不相応とはいえ……」

「せいぜい甘あまい夢ゆめを見させておいてやれ。タイラーもさぞや金がかかるだろう。少尉の薄はつ給きゆうでは、思うにまかせまい。経理部に言って、タイラーにはいくらでも都合してやるように言え。もちろん、裏うら融ゆう資しだぞ」

「なるほど。それが適当な額に達したところで、発覚すると……そういう筋書きですな」

　サハラ准将もしたりと頷く。

「けだし名案です」

「女とは、金がかかる生き物だ」

　自身の経験に照らし合わせ、しみじみと言う、フジ参謀総長であった。

「使い込みが千万クレジット単位にかさむまでに、さほど時間はかかるまい。そうなったときの、タイラーの顔こそ見物だぞ」

「まったくです」

「ところで」

　と、フジ中将はただならぬ興きよう味みをもって訊きいた。

「タイラー少尉が御ご執しゆう心しんの、女とは誰だ？」

「主計部二課の、ユリコ・スター少尉です」

「ユリコ・スター？　聞き覚えがあるぞ」

「昨年度の、ミス宇宙軍にも選ばれた才さい媛えんです。ほら、息むす子この嫁よめにしたい女性と、不ふ倫りんしたい部下の二部門で、他を圧倒的に引き離して優勝した、あの……」

「ああ、思い出した」

　フジ中将はポンと手を叩たたいた。

「確かにあれは美人だ。若い頃ころのアスカ・コリアには負けるがな……。タイラーめ、望みだけは高いのだな」

「ユリコ・スター少尉は、タイラーがまだ二等兵だった頃、シキシマ・シティーで起こったテロ事件に巻き込まれた折に、奴に命を救われております」

　ファイルをめくりながら、ヒラカワ少将は言う。

「タイラーとは浅からぬ、縁えにしというわけですな」

「それでなびかないところが、彼女らしいよ。結構気き位ぐらいの高い、女だというじゃないか」

「ガードの固さも、ミス宇宙軍の必ひつ須す条件ですよ」

「そんなものかな。スター少尉の家族は？」

「父親はシンイチ・スター。元惑わく星せい連合宇宙軍の中佐で、戦艦『飛ひ驒だ』の副長でしたが、六年前に戦死しております。早くに母親を亡なくし、身寄りはありません。奨しよう学がく金きんで士官学校を優秀な成績で卒業……。絵に描いたような、立派な女ウ性エ士ー官ブですな」

「親代わりと呼べる人物は？」

「はい。おります」

「誰だ？」

「父親の友人であった太陽系外周艦隊司令官……セッシュウ・ミフネ中将です」

「ミフネの親父おやじか！」

　フジ中将は何たることと顔を叩たたいた。ミフネ中将は彼の大の苦にが手てである。彼の派は閥ばつの圧力にも屈くつしない、数少ない惑星連合宇宙軍高官であった。そればかりかかつての上官でもある。ミフネから見ればフジ参謀総長など、最近ちょっと増長している、かつての出来の悪い生徒といったところだ。ちょうど暴力団の大幹部が、小学校の恩師に対して抱いだくのと同じような負おい目を、フジ中将はミフネに対して、持っている。

「それはまた、極めつけにうるさい御ご仁じんが控ひかえていたものだ。その方面からの手回しは無理だな」

　舌打ちしながら、フジ中将は言った。

「小細工は、タイラー一人に絞しぼろう。なに、きっとうまくいく。禍か根こんは、芽のうちに摘つんでおくに限る」

　それが最高の保身術と、信じて疑わないフジ参謀総長であった。




「あなたって、ホンットに救いようのない人ね」

　似合わぬタキシードなどを着込んで、自分のアパートの玄げん関かんまでノコノコ押おし掛かけて来たジャスティ・ウエキ・タイラーに対し、険けんのある表情でユリコ・スターは言った。

「たまたまうまくコネを繫つないで、私と同じ少尉になったくらいで、たやすくなびくとでも思っていたの？　お気の毒さま」

「まさか」

　ユリコの舌ぜつ鋒ぽうにもこたえた様子は微み塵じんも見せず、いつも変わらぬ緊きん迫ぱく感かんの欠如した表情で、タイラーは言った。

「そんなに簡単に落ちる、あなたでもないでしょう。だからこそ、こちらとしても、あの手この手で、籠ろう絡らくする価値もある」

「言っときますけどね」

　眉まゆを吊つり上げて、ユリコは言った。美人の怒った表情だけに、絵にはなる。

「こうしてドアを開けてあげるだけでも、私としたら、最大限の譲じよう歩ほなんですからね。いわんや、あなたの誘さそいに応じるなんて、夢ゆめにも思わないでちょうだい」

「つれないなあ……」

　こちらは眉まゆ尻じりを下げて、苦笑するタイラー。

「ですが、その堅かたいところが、裏を返せばあなたのいいところなのかも知れません」

「とにかく」

　細目に開けたドアを、今にも閉めんばかりの剣けん幕まくでまくしたてるユリコ。

「もう来ないで欲しいわね。二度と。あなたの顔を見ているだけで、私なんだか、イライラしてくるのよ」

「心配いりません」

　と、タイラー。

「じきに慣なれますよ。スター少尉」

「慣れるまで、非番のたびに押しかける気？」

「そのつもりです」

「うんざりだわ」

「僕はそんなこと、ないです」

「あなた、おかしいんじゃない？」

「ええ」

　いともあっさりと、頷うなずくタイラー。

「よく言われます。子供の頃ころから」

「こたえてないのね」

「はい」

「変な人」

「否定しません」

「私まで、おかしくなりそう……」

　陰いん鬱うつな表情で、ユリコは言った。

「とにかく、五秒以内に、消えてちょうだい」

「いいですが……」

　と、タイラーはユリコの目を見た。

「その見返りに、あなたは何をしてくださいます？」

「見返り？」

　信じられないものを見る目で、ユリコは目の前の貧相な小男をまじまじと見た。つい一か月前までは残務処理課年金係の二等兵だったが、今は司令長官付きの少尉である男の顔を──。

「見返りは──」

　ユリコの手が、ドアをほんの少しだけ、広く開けた。ほとんど反射的に思わず身を乗り出すタイラー。

「これよ！」

　次の瞬しゆん間かん、ユリコの手は、タイラーの頰ほおをしたたかに打ち据すえていた。

「サヨナラ」

　次の瞬間、ドアはけたたましい音をたてて閉まる。

「厳きびしいなあ……」

　言葉とは裏腹に、さしてこたえた様子もなく、打たれた頰をさする、タイラーであった。

「でも、諦あきらめないよ、ユリコちゃん」

　そう言って、閉まったドアを、じっと見つめる。

「いずれ、君は僕のものだからね。僕の未来の予定表では、ちゃんとそうなっているんだ。ウッシッシ……」

　どこまで本気かわからない笑顔で、そうのたまう、未来の大統領閣下であった。




「こんにちは」

　タイラーはその足で、ひさしぶりに惑わく星せいブルネイの旧きゆう市街を訪たずねた。なかばスラム化した、うらぶれた街角に、そのアパートはある。訪ねる人はタイラーにとっての恩人であり、タイラーもまた、その人物にとっての恩人であった。つまり、持ちつ持たれつの間あいだ柄がらである。

「あら、タイラーさん、いらっしゃい」

　利り発はつそうな若い娘むすめが、タイラーを見るなり笑顔で迎むかえた。

「このところ、ちっともいらしてくれなかったでしょ。心配してたのよ」

「ごめんごめん」

　と、素直に謝あやまるタイラー。

「なにぶんにも、忙いそがしくてね。近い割に、来る時間がなかったんだ。もちろん、忙しいというのは公務でね……」

　と、これは前半分だけ、本当である。

「少尉さんになったんですものね」

　娘はそう言って、しかし二等兵時代からまったく変かわり映ばえのしないタイラーの間の抜ぬけた表情を、しげしげと見た。

「あのタイラーさんが、司令長官付きの副官に出世されたって、父も喜んでいたのよ。もちろん、あたしたちも、嬉うれしい」

「ありがとう、ユーミ」

「あら、あたしは、エィミィよ」

　そう言って、エィミィ・ハナーは、下した顎あごのやや右寄りにある黒子ほくろを指さしてみせた。

「長いこと逢あわないうちに、識別方法も忘れちゃったの？」

　そう言ってエィミィは微かすかにむくれた。後に人類史上最高のスコアを上げた撃エ墜ー王スとなる双ふた子ごの片割れであるが、その片へん鱗りんはまだどこにも見られない。17歳の、ちょっと可か愛わいい、どこにでもいそうな少女であった。

「そうかもね。でも、君たちは、何から何まで、そっくりだから──」

「そうかな、全然似てないのに……」

　多くの一卵性双そう生せい児じが抱くのと同じ感かん慨がいと不満とを、ハナー・シスターズは持っている。

「今日は、ハナー提てい督とくに挨あい拶さつをと思ってね。あ、もちろん君たちにも……」

「それが……」

　と、エィミィの秀しゆう麗れいな眉まゆが、微かすかに曇くもった。

「今日は生あい憎にくと二人して、区役所に出掛けているんです」

「区役所？　しかしハナー提督は、寝ねたきりで立って歩けないはずじゃあ……」

　ロベルト・Ｊ・ハナー退たい役えき中将は、宇宙放射線病で半はん身しん不ふ随ずいの体であった。

「ええ。ですから、年金で買った車椅い子すを、ユーミが押して……。私は、たまったお洗濯物があるので留る守す番ばんなんです」

「何でわざわざ？」

「それが……」

　しばらく躊ちゆう躇ちよした後、エィミィは言った。

「立ち退のきの期限を延期してくれないかと、掛け合いに……」

「立ち退き？」

「はい。このアパートは老ろう朽きゆう化かしているので、来月には取り壊こわされるんです。でも……」

「他に行くあてが、ないと……」

　エィミィは黙だまってこく、と頷うなずいた。

「それは困ったことになったね」

「今の年金生活では、とても無理です。家賃の安さだけが、取とり柄えのようなアパートでしたから」

「宇宙軍の、退役軍人用の施し設せつは？」

「それもあたってみましたが……」

　と、困こん惑わくしきった表情で、エィミィは言う。

「施設はどこも一いつ杯ぱいで、順番待ちの状じよう況きようなんです。今からだと、二年待ちだって言われました」

「困ったもんだ」

　タイラーは珍めずらしく憤ふん慨がいした。

「宇宙軍も、そういうところは実に遅おくれているんだから……。あれだけ戦せん艦かんを建造する金があるんなら、そういったところにも注つぎ込んで欲しいもんだよ、まったく」

「本当に、困ってるんです」

「今に僕が出世したら、そういう施設をバンバン建ててやるんだけど、とりあえず、さしあたっての問題だわな……」

　そう言って、頭を搔かく。

「同じくらいの広さのマンションに引っ越すには、最低でも80万クレジットは必要なんです。そんなお金、いま、うちにはどこにも……」

「逆さに振ふっても、血も出ないって、借金取りさえ、同情してくれたもんなあ……」

「親しん戚せきも、知り合いもなくて、誰だれに頼たよったらいいのか……」

　今にもよよと泣き崩くずれそうなエィミィの体を支えながらしかし、

「僕に頼っても、無理だよ」

　と、実はハナー家に近い財政状況のタイラーなのであった。

「いくら少尉になって、少しは給料も上がったとはいってもねえ……」

　実はほとんど飲のみ代しろと、馬やボートに消えているとは、さすがに言えない。

「どうしたもんかねえ……」

「いざとなれば宇宙軍時代の、古いコネを頼ってみると、父は言っていましたけど……」

「無理だろうな」

　と、無む下げにも言うタイラーであった。

「人情紙の如き、昨今ではねえ……」

「はい……」

　うなだれたまま、黙だまってしまったエィミィを、

「何、心配いらない」

　と、タイラーは励はげました。

「ハナー提督はアンダーソン長官とは、旧きゆう知ちの間あいだ柄がらじゃないか。僕から長官に、お願いしてみるよ。きっと長官は、相談に乗ってくれると思う」

「そうですか」

「ああ。自分で言うのもなんだけど、僕は長官の、お気に入りなんだ。僕の頼みとあらば、必ず聞き届とどけてくれるに違いない。だから、大船に乗った気でいてよね、エィミィ」

「はい」

　ようやく笑顔を見せるエィミィであった。

「わかりました。あたしからもお願いします。タイラーさん、いえ、タイラー少尉」

「その調子その調子。みんなまとめて、面めん倒どう見よう。ブワッハッハ！」

　フジ参さん謀ぼう総長などには毛け嫌ぎらいされるタイラーの馬鹿笑いではあったが、今のエィミィにはこの上もなく頼もしげに見えた。

「宜よろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げる。

「うん、うん。まかしておきたまえ」

　口くち笛ぶえを吹ふきながら、さっそく司令部に取って返す、タイラーであった。




「やはり、駄だ目めだったか……」

　すっかりしょげかえり、意い気き消しよう沈ちんした面おも持もちで、ロベルト・Ｊ・ハナー退たい役えき中将は、娘むすめのユーミの押す車椅子に乗って、区役所を出た。立ち退のきに対する期限猶ゆう予よの調停は、結局、聞き入れてもらえなかったのだ。それどころか、露ろ骨こつに邪じや険けんな扱あつかいをされた。門もん前ぜん払ばらいに近い係員の対応ぶりに、気落ちするなというのが、無理な相談であった。

「長年住み慣なれたアパートだったが……」

「元気を出してね、おとっつぁん」

　下した町まち育ちの言葉遣づかいで、ユーミが慰なぐさめる。

「明日になれば、何とかなるわ。信じましょう。今夜はちょっぴり贅ぜい沢たくして、あたしとエィミィが、五ご目もく入りの、高蛋たん白ぱく流動食を作ってあげるからね」

「うう……。いつもすまないねえ……。こんなとき、お母さんさえ、生きていてくれたらねえ……」

「それは言わない、約やく束そくでしょう」

「ハナー閣かつ下か」

　通りすがりの初老の男が、二人を見て声をかけてきたのは、その時であった。

「閣下、ハナー提督閣下ではありませんか？」

「おお、そういう君は！」

　ハナー提督の曇くもりがちな瞳ひとみが、不意に輝かがやき、小こ柄がらで貧相な男の顔を、まじまじと見た。

「誰だったかな……」

　寄る年波のせいか、最近とみに物忘れが激はげしくなった、ハナーである。

「お忘れですか。それ、閣下の下で、信号士官を務めていた……」

「ハイフェッツ！　イツァーク・ハイフェッツ中尉だな！　これは懐なつかしい」

　感激に咽むせぶハナー退役中将。

「はい。おかげさまで、今は大佐になりました」

「そうか、出世したものだな。今はどこにいる」

「太陽系警備艦隊の、司令補佐であります。ま、名ばかりの閑職ですけれど……」

　きちんと宇宙軍式の敬礼をしてから、ハイフェッツ大佐は言った。

「それにしても、お懐かしいですなあ……。おや、あの小さかったお嬢じようさんが、もうこんなに……。こちらは、ユーミちゃんとエィミィちゃんの、どちらですかな？」

「ユーミです」

　ぺこんとお辞じ儀ぎをするユーミ。

「つもるお話もございます。よろしければ、そのあたりで茶でもいかがですか……。あ、もちろん自分のおごりで……」

「では、お言葉に甘あまえるとしようか」

　三人は手近なカフェルームに入る。ロボットのウェイターが注文を取りに来た。

「そうですか、それはお困りでしょう」

　ハナーの話に、ハイフェッツは心より同情した。

「何とかしてさしあげたいのですが、生あい憎にくと私の方も、自分のことだけで手て一いつ杯ぱいでして……。娘むすめを二人も、嫁よめに出しましたからなあ……」

　しみじみ言う、ハイフェッツ。ハナー元提督とは、いい茶ちや飲のみ友だちになれそうだった。

「ですが、昔の戦友たちに連れん絡らくを取って、何とか働きかけることはできるのではないかと思います。当時の戦友たちもこの十年で、ほとんど戦死してしまいましたが……」

「そうか。マクラーレンも、サタケも、チャンも戦死したのか」

「はい。皆、立派な最さい期ごではありました」

「あの頃は戦いずくめだったが、しかし、輝かがやいていたなあ……」

　昔を思いだし、瞳をうるうるさせる、ハナーであった。

「あ、おとっつぁん、涎よだれ……」

　すかさずナプキンを差し出す、ユーミ。

「あの頃に帰れるものなら……」

「私はもう御ご免めんですな。あのような殺さつ伐ばつとした戦いに明け暮れる日々は」

　もううんざりと、ハイフェッツは言う。

「窓まど際ぎわに追いやられたのをいいことに、このまま隠いん居きよさせていただきますよ」

「君のような策さく士しが、惜しいな」

「私の力など、知れております。それに、私の能力は、誰かをサポートして、初めて真価を発輝する類たぐいのもの。今の宇宙軍を見回してみても、それに足る人材は、おりませんな」

　そう言って、せわしなくコーヒーを搔かき混ぜる、ハイフェッツであった。

「君にサポートしてもらいたい、いい人材もいることはいるのだが……」

　ハナーの脳裏に、タイラーの人なつっこい笑顔が浮かび、すぐ消えた。

「彼が出世して、艦隊を率ひきいるようになるまで、君は現役ではいられまい……」

「名将は、案外どこにでもいるものです。ただ、この名将をサポートできる人材となると、そういつもいつも、都合のいい時と場所にいるものではありません。これが、私が三十五年の軍隊生活で得た、教訓ですよ。ま、いずれにせよこの私が戦場に出ることは、多分もうないでしょう」

「また、家に遊びに来てくれんかね。ま、もっとも、その家が今、存続の危機ではあるのだが……」

「閣下がどのような境きよう遇ぐうになりましょうとも、このハイフェッツは、閣下の忠実な部下であります。また、昔のように、一いつ緒しよに三次元軍人将しよう棋ぎでもやりましょうか」

「君には到とう底てい、かなわんよ」

　寂さびしそうに笑うハナーの頰ほおを、沈みゆく夕陽が、紅く染そめた。




「さあてと……」

　カードを片手に、タイラーは期待に胸膨ふくらませ、キャッシュ・ディスペンサーの前に立つ。今日は少尉になって、初めての給料日だった。

「少しは上がったかな～」

　八階級も特進したのであるから、それなりに期待してもいいはずであった。弾はずむような心で、暗証番号をプッシュする。

「まずは残高照会……と」

　ディスペンサーが、明細書をプリントアウトする。それを手に取ったタイラーの目が、一瞬点になった。

「へ──？」

　まさに、

「へ──？」

　としか形容のしようがない事態であった。

　明細書に記き載さいされた、タイラーの口座の預金残高は、

　￠１５０、０００、０００、０４８、０３５

　と、なっていた。

　単位はクレジットで、ちなみに下二桁けたが、本来の彼の口座に残っていた残高である。そして、４万８千クレジットというのが、どうやら彼の少尉としての、正式な俸ほう給きゆうの額らしい。問題は、そのはるか上にある１５０兆クレジットという、途と方ほうもない金額である。途方もなさすぎて、いささか現実味を欠いていた。

「しめた！」

　と、やや間を置いてから、思わずタイラーは叫さけんでいた。彼ほどの突とつ拍ぴよう子しもない男でさえ、脳が事態をどうにか把は握あくするまでに、それだけの時間を要したのである。とはいえ、そこから先が、いかにも彼らしかった。

「これはきっと、バンク・コンピュータのミスだ。キャッシュ・ディスペンサー管理プログラムのミスに違ちがいない」

　彼はそう思った。否いな、そう確信するに至った。

「ということは……」

　自然、頰が緩ゆるみ、ただでさえ能のう天てん気きな顔が、にたあっと笑った。

「これはいくら使っても、いいということだ。あ、こいつぁラッキー！」

　普ふ通つうの人間なら萎い縮しゆくしてしまい、思わず窓口に駆かけ込んでしまう額である。そうでなくてもまっすぐ歩けなくなる額だ。しかし、さすがは大物と言うべきか、ジャスティ・ウエキ・タイラーは、そのどちらでもなかった。彼はとりあえず、本来の自分の給料の全額である４万８千クレジットを、残らず下ろした。

「まずは競けい馬ばで、運試だめしだ」

　すっかり気が大きくなっている。

「それにしても、これぜえんぶ、今日一日でスッちまったとしても、あと１５０兆クレジットもあるわけか。ちょっとした惑わく星せい国家の、年間予算なみだな……。一生遊んで暮らせるぞ」

　普通ならおかしいと考える。だがそれを微み塵じんも疑わないところが、言ってみればタイラーの、タイラーたる所以ゆえんであった。

「そうだ、ユリコちゃんに、百カラットのダイヤの指輪を買ってあげよう。それから、ハナー提督には、家だ。それから、それから……。とりあえず、腹はら一いつ杯ぱいの寿す司しだア！　イクラが、ウニが、大トロが、俺を呼んでいるぞお～！」

　タイラーはすっかり有う頂ちよう天てんになって、スキップしながら宇宙軍のＣＤコーナーを飛び出していった。




「どうだ。タイラーに使い込みをやらせる計画は、うまくいっているか？」

　フジ参謀総長の質問に、

「はい」

　と、したり顔で頷うなずくヒラカワ少将。

「とりあえず、奴の口座に細さい工くして、ほとんど無制限で預金が引き出せるように手配しておきました」

「うむ。しかし、いいのか？　そんなアバウトな手で……」

「はい。軍施設のキャッシュ・ディスペンサーでは、一度に20万クレジットまでしか引き出せないようになっておりますから……」

「そうか。つまりタイラーは、使っても永遠になくならない、20万クレジットの財布を、手に入れたわけだな」

「奴にはそれくらいが、相場でしょう。とにかくこれからのタイラー少尉めの、使い込みぶりこそ、ちょっとした見物ですぞ」

「ワシも楽しみに、拝見させていただくとしよう。まあ、せいぜい一か月かそこらの、天国だろうがな。せいぜい満まん喫きつさせてやる」

「大変です！」

　そこへサハラ准じゆん将しようが、血相変えて飛び込んで来た。

「どうした？　またタイラーめが、何かやらかしたのか？」

「そ、それどころでは……」

　息をきらし、サハラ准将は言った。

「それどころではありません。ら、ラアルゴンです。ラアルゴン帝てい国こくの、大艦隊が……」

「何っ！」

　仰ぎよう天てんするフジ参謀総長。

「こんな時期にか！」

「はい。それも、未み曾ぞ有うの大艦隊で、一路地球を目指しております。すでにして我が方の前線は、崩ほう壊かい致しましたッ！　味方は雪崩なだれを打って、潰かい走そう中！」

「何と……」

　彼らの命運はもとより、タイラーの人生をも急変させる戦いは、すぐそこに迫せまっていた。





２






　その日、ジェット・シン・ヤスダ大尉は駆く逐ちく艦かん『そよかぜ』のブリッジで、ただならぬ決意を固めていた。

　決意というのは他でもない、『そよかぜ』艦長のグレッグ・マーレイ・ジュニア少佐に関することであった。彼の素そ行こうが、目に余あまるのである。

　ヤスダは惑わく星せい連合宇宙軍士官学校の宙ちゆう雷らい科かを卒業以来、ずっと宙雷屋一筋に勤つとめ上げてきた生きつ粋すいの駆逐艦乗りである。砲ほう術じゆつ科や作戦科、あるいは航空科に進んだ彼の士官学校での同期たちは、戦死していなければいずれも、のきなみ佐官に昇しよう進しんしていた。ひとりヤスダのみが、いまだに大尉である。『そよかぜ』に搭とう乗じようする彼の部下たちの間ではからかい半分に、





桃もも栗くり三年　柿八年

柚ゆずは九年でなりさがる

ヤスダ大尉は　十八年






　などと歌い囃はやしていたから、昇進の遅おくれにも年季が入っている。だが、ヤスダは決して部下たちから嫌きらわれていたわけではない。むしろ、慕したわれ、信しん頼らいされていた。宇宙軍では恒こう例れいとして、軍艦の副長のことを〝ナンバー・ワン〟と呼ぶが、ヤスダほど部下たちから敬意をもって『ナンバー・ワン』と呼ばれる男は宇宙軍を探しても他にいないであろう。実際、『そよかぜ』では名実ともに、彼こそが〝ナンバー・ワン〟であったのだから……。

　ヤスダの昇進が遅おそいのは、彼の能力ではなくて、彼の言動に因よる処ところが、より大きかった。謹きん厳げん実じつ直ちよくなあまり、上層部にウケがよくないのである。自分でもぼやき半分に、

「まあ、自分は一いつ介かいの宇宙屋だからな。駆逐艦の副長あたりがいいところだろう。つまりこれが、俺の天職なのさ」

　などと冗じよう談だんめかして言っていた。しかし格別要領が悪いとか、上に馬ば鹿かがつくほど正直で融ゆう通ずうが利きかないとかいうのではない。それ以上に無能とはほど遠く、むしろ、咄とつ嗟さの場合には機転も利くし、目から鼻に抜ぬけるような一面も持ち合わせていた。上層部に覚えめでたくない数々のブラックリスト記載事項も、部下を想おもうあまりの結果であることが多かった。そのことを『そよかぜ』の艦内で、知らぬ者はいないと言っても過言ではない。そして、たった一人の例外が、他ならぬ艦長のマーレイ少佐なのであった。

　グレッグ・マーレイ・ジュニア中佐はヤスダよりもひとまわりも若い。ビリに近い成績で士官学校を出て、すぐに中尉になり、パトロール・ボート『はやとり』の艇てい長ちようとして、ごくごく安全な宙域を、それもたったの一回、ぐるっと回って来ただけでいきなり大尉に昇進した。さらに一年の巡じゆん洋よう艦かん勤務を経へて、さしたる手て柄がらもないのに少佐に推すい挙きよされ、『そよかぜ』の艦長に収まったという次し第だいである。これらの一連の人事に関しては、多くの格別の理由があったわけではない。たったひとつ。だがそのたったひとつの理由なら、誰でも知っている。要するに、彼の父親であるグレッグ・マーレイ・シニア予よ備び役えき大将が、宇宙軍における自身の後こう継けい者しやを育てんと、あれこれ画かく策さくした結果に他ならなかった。だが、ジュニアのほうは、誰が見てもその器うつわではなかった。かりそめにも名将と呼ばれた父親に比ひ較かくするのもおこがましいほどの愚ぐ物ぶつであった。マーレイ大将は現役中、少なくとも自身の部下に対してはえこ贔ひい屓きはしなかった。しかし、彼ほどの傑けつ物ぶつでも、やはり自分の子供に関しては眼が曇くもるらしい。

　ヤスダはマーレイ・ジュニア艦長の下で半年間、副長としてよく耐たえたと言っていい。あるいは賞賛にさえ値するものであったかも知れない。しかし、その我が慢まんもついに限界に達する時が来た。軍人としての才能はからっきしのくせに、プレイボーイとしては水準以上のマーレイ艦長が、惑星ブルネイの宇宙軍クラブで息巻いた揚あげ句く、ミンクのコートを着てシャネルの匂においをぷんぷんさせた高級軍用娼しよう婦ふ二人に肩を貸されるようにして『そよかぜ』のタラップをまたごうとした時、温厚で鳴らした苦労人ヤスダ大尉も、ついにキレた。

「ここは女によ人にん禁きん制せいです、艦サ長ー」

　タラップの前に仁に王おう立だちになった長身のヤスダ大尉は、言葉は穏おだやかに、しかし厳然たる態度をもって、艦長を諫いさめた。

「そこをどけ、副長ナンバー・ワン！」

　酒に酔よってトロンとした目を剝むいて、ジュニアは言った。艦長としての威い厳げんを示そうとして、不ぶ様ざまに失敗していた。

「駄だ目めであります」

「無ぶ粋すいなことを言うな。俺の連れだ。ちょっと艦長室まで運んでもらうだけだ。すぐに帰す」

「何とおっしゃられても、軍規違い反はんであります。看かん過か出来ません」

「堅苦しいことをぬかすな！」

　自分のほうが上官だぞと念を押すように言ったジュニアであったが、ヤスダには通用しない。

「堅苦しいのが軍であります。女は乗せない駆逐艦、であります」

「どうしてもか？」

「どうしてもです。既すでに出港命令は下りました。本艦は作戦行動中であります。作戦行動中の軍艦に、女ウ性エ士ー官ブでもない民間の女を乗せるなど、軍規以前の問題であります」

　押し問答の揚げ句、遂ついにマーレイ艦長はしぶしぶながら折れたが、禍か根こんは残った。これは作戦行動中の軍艦に於おいては、大いなる支障を来きたす事態である。

　もともとマーレイ艦長は、部下を部下とも思わない尊大な態度で、『そよかぜ』乗組員の総スカンを喰くっていた。そこへもってきて、今回の事態である。誰もがヤスダ大尉の行動には、快かい哉さいを叫さけんだ。

「さすがはヤスダ副長、よくぞ言ってくれました」

「だけどこれでますます、昇しよう進しんが遠のくことは確実だな」

「万年大尉どころか、下へ手たすりゃ降格もあるぜ。なにしろ相手は、提てい督とくの息むす子こだからな」

「気の毒に……」

　そんな声が、出港した『そよかぜ』の艦内で囁ささやかれた。

　悪いときには悪い事が重なるものである。さらに別の、こんな噂うわさも飛び交った。

「今度の作戦は、今までとは違ちがうらしい」

「戦艦、空母、巡じゆん洋よう艦かん……。とにかく凄すごい数だ」

「そうだな、こんな大規模な編成の艦隊に組み込まれたのはひさしぶりだ」

「しかし、味方がこれだけ数を揃そろえたということは、敵はもっと大艦隊を集結させたということも考えられるぞ」

「出港も、慌あわただしかったからな。上の連中、よほど慌てたらしい」

「ラア公の大艦隊かあ……。こりゃ、ひょっとすると、これが最後の作戦になるかもな」

「トホホ……。いよいよ年ねん貢ぐの収めどきか。覚かく悟ごはしていたが、あんな艦長の下で死にたくはないよ」

「あのぼんぼんにしてみれば、駆逐艦の艦長なんて、提てい督とくへのワンステップに過ぎないんだろうけど、それに巻き込まれて死ぬ俺たちは、たまらんぜ」

「まったくだ。せめて女によう房ぼうと子供に、手紙でも書いておくか」

「俺もそうする。どうせ検けん閲えつで、墨すみを塗られまくるとはわかっていても、書かずにゃおれん」

　そんな声は、いやでもヤスダの耳に届とどく。ただいるだけの艦長とは違って、名実ともに『そよかぜ』の〝ナンバー・ワン〟である彼は、人員の心を完かん璧ぺきに掌しよう握あくしていたが、だからこそ、部下たちの心情を想おもえば胸が痛んだ。そして、ついにある決意を固めたという次第だ。場合によっては艦長への反逆ともとられかねない。少なくともあのマーレイならそう思うだろうなと、ヤスダには妙みような確信さえあった。それでもやらねばならない。自分を慕したってくれる部下たちを、あんな無能な艦長の下で犬死にさせないためにも──。

　これで、おそらく自分は一生、大尉どまりだろうなと、ヤスダは覚悟を決めた。いいさ、どうせ俺は損な性しよう分ぶんなんだ。結局、出世には縁えんがなかった。その代わり、部下には勿もつ体たいないほど恵めぐまれたな……。

　そう考えると心のわだかまりもふっきれて、不思議とさばさばした気にもなれる、ヤスダであった。

　彼は当直の合間、艦長の目を盗ぬすんではせっせとワープロに向かい、一通の書簡をしたためた。もともとマーレイ少佐は軍務に熱心な艦長には程遠く、部下が何をしようと無関心なのだが、その一方で妙に猜さい疑ぎ心しんの強いところもあって、部下たちの悪だくみには敏びん感かんなのだ。だからヤスダは、その陰いん謀ぼうが進行している間は細心の注意を払い、部下の誰にも書簡を見せるどころか、その件に関してはおくびにも出さなかった。艦長に知れたらただではすまないのだから、念には念を入れるくらいでちょうどよい。だが、それ以上に苦く心しん惨さん憺たんしたのは、上官に、それもできるだけ偉えらい人に読んでもらえるよう、推すい敲こうに推敲を重ねたことだった。さして文才のないヤスダは、文字通り知ち恵えを絞しぼった。何度も投げ出そうかとも思ったが、そのたびに部下たちの顔が浮うかんでは、ヤスダを叱しつ咤たした。

　マーレイの目に余る所しよ業ぎようの一部始終を書き連ねた直じき訴そ状じようが完成したのは、艦隊が惑星ブルネイの宇宙軍港を出港してから、地球標準時間でちょうど一週間後のことであった。




　艦隊旗き艦かんである戦艦『尾お張わり』上の特設司令部にあっても、アドリアン・アンダーソン司令長官の多た忙ぼうぶりは、ブルネイの司令部にいる時と、何ら変わるところはなかった。こうしている間にも、艦隊は刻一刻と敵ラアルゴン帝てい国こく艦隊との遭そう遇ぐうが予想されるプロキオン宙域に近づきつつあるのだが、そんな切せつ迫ぱくした状じよう況きようにおいてもなお、長官は多くの書類に目を通し、決けつ裁さいせねばならない。死にに行く（と、多くの将兵は思っている）艦隊にあってまで、何ゆえこのような瑣さ末まつな雑事に追われねばならぬのかと、普ふ通つうの人なら思うところであるが、さすがに人間の出来た長官は、その件に関しては一言の愚ぐ痴ちも言わず、黙もく々もくと仕事をこなしていった。端はたで見ていても頭が下がると、側近のタイラー少尉も、たまには殊しゆ勝しようなことを考える。

　この航海の間も、ジャスティ・ウエキ・タイラーは、副官よろしく常にアンダーソン長官の傍かたわらにある。それほど長官は、彼がお気に入りなのである。タイラーのほうでも、長官の側は何かと居い心ごこ地ちがいい。腰こし巾ぎん着ちやくとの陰かげ口ぐちも、馬ば耳じ東とう風ふうである。

「長官、本日分の書類です」

　段ボール一いつ杯ぱいの書類の山を抱かかえて、フジ参さん謀ぼう総長が『尾張』の長官執しつ務む室しつに現れた。大型で旗艦設備の充じゆう実じつした戦艦ならばこそこうした部へ屋やもあるが、執務室そのものはけっして広くはない。せいぜい六畳ほどだろうか。その壁へき面めんも、未決裁の書類の山が埋うめ尽つくそうとしていた。航海の間も、見るみるたまる書類には、いかに精力的なアンダーソン長官と言えども、とても一人で目は通しきれない。たとえば、判を押すだけの、輜し重ちよう関係の書類──食料としてパン何万個を納入したから、受領してくれといった類たぐいの──はよいとして、その他の書類には長官に見せる前にすべてスタッフが目を通す。長官の手を煩わずらわすまでもなくスタッフが処理可能な範はん囲いの書類、あるいは長官に見せるまでもないとスタッフが判断した報告書、上申書の類いは、この段階で選別されるわけだが、それでも長官にまで届とどく書類の量だけでも、膨ぼう大だいなものであった。長官の処理能力の範囲を、遥はるかに超こえている。数百万人の人間が所属する軍の頂点に君くん臨りんするとは、そういうものであった。

「ここに、置いておきます」

　重そうな段ボール箱を、よっこらしょとばかりに床ゆかに置くフジ中将。

「御苦労」

　軽くねぎらいの言葉をかける間も、ペンを休める暇ひまもないアンダーソン長官であった。

「早さつ速そく目を通す。時間があれば、決けつ裁さい書類だけではなく、報告書や、上申書の類いにも目を通したいところだがね」

「誠に遺い憾かんながら、それは無理というものでしょうな、長官」

　少しも遺憾ではなさそうに、フジ参謀総長は言った。

「そうでなくとも長官は御ご多た忙ぼうを極めておいでです。書類だけでもこの量、とてもではありませんが上申書にまで目を通している時間は……。その手の書類は、すべてこちらで目を通し、処置の必要ありと認められたものに関しましては滞とどこおりなく処理しておりますので、どうか御心配なく。閣下は閣下としての、決裁の任務に御ご精しよう進じんくださいますよう……」

　などと言いつつ、長官に見せては都つ合ごうの悪い上申書は、すべて自分のところで握にぎり潰つぶしているフジ中将なのであった。

「すまんね。本当なら、全部ワシが目を通さねばならぬところを……」

「長官、それではお身体からだに障さわります」

「そうですよ、閣下」

　横合から口を挟はさんだのは、タイラーである。

「もうお年なのですから、御無理は禁物です。本当なら、養老院に入っても、おかしくない年なんですからネッ」

「な、なんだと！」

　これにはさすがの仏ほとけのアンダーソン長官も思わず目を剝むいた。

「ワシはまだ、そこまで耄もう碌ろくはしとらん！」

「それ、そうやって青筋を立てられると、血圧が上がりますよ」

「大きなお世話だ！」

　ここまで長官を怒らせて、後に障さわりがない人間というのは、おそらく宇宙軍でもタイラーだけであろう。彼には不思議な人徳がある。

「ですからね、長官」

　次の瞬しゆん間かんにはもうケロッとした表情で、タイラーは言った。仮にも惑星連合宇宙軍の最高司令長官を怒らせておいて、悪びれもせず話が出来るところなど、やはりタイラーの心臓というか厚顔ぶりは尋じん常じようではない。そんなあけっぴろげなところが、実はアンダーソン長官も気に入っている。司令長官ともなればへつらう者は大勢いるが、本音で接してくれる者はむしろ貴き重ちようであった。

「長官が目を通せない報告書や上申書の類いは、このタイラーが目を通すというのはいかがなもんでしょうか？　少しでも長官の負担を、軽くしてさしあげることになるかと……」

「と、とんでもない！」

　途と端たんに渋じゆう面めんになり、難なん色しよくを示したのはフジ参謀総長であった。

「書類の検けん閲えつは参謀本部の仕事だ！　いくら長官のお気に入りか知らんが、それは越えつ権けんも甚はなはだしいぞ、タイラー少尉。貴官はアンダーソン長官の副官として、ゴマでもすっておればよいのだ」

「そうですか……」

　さしてメゲた様子もなく、涼すずしい顔で言うタイラー。

「それは出過ぎたことを申しました。深く陳ちん謝しや致します。小官はただ、本来長官に届とどくべき報告書が、参謀本部で処理されている事を疑問に思っただけなのですが……。ま、それならそれで文句は申しますまい」

「く、口くち賢さかしい奴め！　たかだか少尉の分際で……」

「待ちたまえ、フジ君」

　アンダーソン長官が制した。

「確かに、いかに多た忙ぼうとはいえワシ宛あての報告書にワシが目を通さんというのはいかにも筋が通らない。タイラー少尉の言うことにも、確かに一理ある。部下の生なまの声を聞かんでは、軍の運営そのものにも円えん滑かつを欠く」

「そうですよ、長官」

　すかさずフォローするタイラー。

「徳川幕ばく府ふだって、八代将軍の吉よし宗むねが目め安やす箱ばこを設置して庶しよ民みんの声を聞いたればこそ、十五代まで続きましたからね」

「し、しかし……」

「それとも何ですか、参謀総長閣下」

　タイラーは、まるで友だちにでも語りかけるかのようなタメ口で、フジ中将の顔を見た。

「何か直接長官に見られて、困るような報告書でもあるの？」

「う、それは……」

　図ず星ぼしなので一瞬言葉に詰つまる参謀総長。

「そんな事はないが……。しかし、現実問題として長官は超ちよう多忙でありますれば……」

「なら話は簡単だよ、フジ君」

　白はく髯ぜんの好こう々こう爺やであるアンダーソン長官は、その穏おだやかな顔に静かに笑みをたたえながら言った。

「ワシの代理人として、タイラー少尉に一任しよう」

「え！」

　フジ中将の驚きは、尋じん常じようではなかった。

「で、で、ですが長官！　そのような前例は……」

「前例がなければ作るまでだ」

　長官の鶴つるの一声には、さすがの参謀総長も押し切られてしまう。

「今後、ワシ宛ての報告書と上申書は、残らずタイラー少尉に見せるように。タイラー少尉」

「はいな」

「君が読んで、これはと思った報告書は、遠えん慮りよなくワシに見せてくれたまえ。ベッドの中ででも読もう」

「わかりました！」

『こ、ここまで──』

　フジ参謀総長は、呆あきれるというよりもただ驚いた。

『長官はタイラーごときの事を信しん頼らいなさっておいでなのか。いったいこの貧相なゴマスリ男に、何があるというのだ？』

「フジ君」

「は、はい……」

「早速たまっている報告書を、タイラー少尉に見せるように」

「で、ですが、量が膨ぼう大だいでして……」

「それなら御心配なく」

　任せておいてよとタイラーは言った。

「たまった書類を処理することなら、残務処理課の仕事で慣なれていますからね。それに、この航海では他にすることもないし、退たい屈くつしのぎにやれますよ、参謀総長閣下」

「う……うう……」

「おいおい、タイラー」

　目を細めるアンダーソン長官。

「退屈しのぎなどと言っていないで、たまにはワシの、話し相手にもなってくれよ。わざわざ貴官を連れて来た目的は、それなのだからな」

「心こころ得えております、閣下」

　ニコヤカに微笑ほほえむタイラー。仮にも決戦に赴おもむく、軍艦の中での会話とは思えない。

「ではそういうことだ。フジ君もタイラーも、宜よろしく頼たのむぞ」

「心得ました！」

「心得ました……」

　期せずしてふたつの声が、ハーモニーとなった。一人は嬉々として、そして、もう一人は、不本意ながら──。




「おのれタイラーめ、長官の御ご威い光こうを笠かさに着て、どこまで増長すれば気がすむのだ！」

　当然の如ごとく、フジ参謀総長は荒あれた。大荒れである。

「あの顔を見ているだけでも不愉快だというのに、今後奴やつがますます、長官の下で増長していくのかと思うと、ワシは自分の腸はらわたを搔かきむしられる思いだ！」

「御安心ください、参謀総長」

　ヒラカワ少将であった。

「タイラーめが増長していられるのも、あとわずかです」

「何？」

「彼奴きやつめは我々が用意した餌えさに、飛びつきました」

「おお、すると！」

　一転して喜色を満面にたたえるフジ中将。

「あの金に、手を出したのだな！」

「はい」

　頷うなずくヒラカワ少将。

「タイラーめ、まんまと罠わなに嵌はまりました。出港の前日、奴は仲間を集めて軍のキャバレーで豪ごう遊ゆうしています。それも、その時にキャッシュで支し払はらわれた勘かん定じようは、とても一いつ介かいの少尉の月給で賄まかなえる額ではなかったことも、確認されております」

「でかした！」

「それだけではありません」

　さらなる報告をしたのは、もう一人の側近、サハラ准じゆん将しようであった。

「奴は、ハナー退役中将に、新築のマンションをプレゼントしておるのです！」

「何？」

「宇宙軍情報部からの報告です。間ま違ちがいありません。立ち退のき勧かん告こくに窮きゆうしていたハナー提督は、タイラーからの申し出に、涙を流して喜んだそうですが……」

「そうか……。しかし、使い込みにしても普ふ通つうそこまでやるか？　さすがはタイラーと言うべきか、妙みようなところで大物ぶりを発はつ揮きしよるわい」

　いつの間にか感心している自分を、

「いや、いかんいかん。感心などしている場合ではない！」

　と、フジ中将は叱しつ咤たする。

「とにかくこれで、タイラー少尉の使い込みは明白だ。ここまで動かぬ証しよう拠こを揃そろえれば、タイラーめ、ぐうの音ねも出まい。早速、奴の首根っこを押さえるのだ」

「はい」

「ただちに」

「ふふふ……。目め障ざわりなタイラーめ、貴様も今こ宵よい限りだ。それにしても、短い天下だったな。せめてもの武士もののふの情け、今しばしの短い絶頂を、存分に味わうがよい」

　嗤わらうフジ中将であったが、自分のほうこそその得意の絶頂がはかない夢ゆめに終わる事に、この時点ではまだ気付いていない。




「長官」

　寝室のドアをノックする音に、アンダーソン長官は眠ねむい目をこすりこすり、

「何だ？」

　と、不ふ機き嫌げんそうに細目にドアを開けた。

「ワシは疲つかれておるのだ。昼間の激務でな……」

「重々心得ております。ですが、昼間のお約やく束そくでしたので──」

「おお！　タイラーか」

　書類の束たばを抱かかえて立つタイラー少尉のあつかましくも無警戒な表情に、眠気も疲つかれも吹き飛ぶアンダーソン元げん帥すいであった。

「報告書の山を、チェックし終わりました」

「何っ？　もう全部に目を通したのか？」

「はい。それで早速にも長官に目を通していただきたいものだけを持って、取り急ぎ参上したのですが……」

「おお、そうか。とにかく立ち話もなんだ。入れはいれ」

「では、遠えん慮りよなくお邪じや魔まさせていただきます」

　初めて見る戦艦内部の長官寝室に、目をしばたくタイラーであった。

「ほお、こりゃ下へ手たなホテルも顔負けな内ない装そうですな。少々手て狭ぜまとはいえ、こうなっておったのですか。いつかは自分もこんな寝室に寝起きしたいものですが……」

「そんなことはいい。とにかく君が選んだという、報告書を読ませてくれ」

「はいはい。厳げん選せんして、十二通です」

「あの膨大な中から、よくぞこれだけに絞しぼったもんだな。大変だったろう」

「なんのなんの。どうということもありませんでした」

「では……」

　報告書を紐ひも解とく長官の表情が、見るみる真しん剣けんそのものになった。

「なるほど。これはまさしく目安箱だ。兵士の生の声が伝わってくるわい」

「そういうのを、選びましたから……」

「さすがはタイラーだな。貴様らしい。軍艦の真空トイレのシステムを改善して欲しい、食事の内容に関する提案、会議システムの弊へい害がいについて……。どれも他では聞けん、貴き重ちような意見ばかりだ。フジ参謀総長はこんな重要な報告を、握にぎり潰つぶしておったのか。けしからんな……」

「はあ……」

「しかし、特にワシの心を動かしたのは、これだ」

　そう言って長官は、一通の書簡を手に取った。それは駆く逐ちく艦かん『そよかぜ』の副長から寄せられた、艦長の目に余る素そ行こうを報告した上申書であった。

「マーレイ・ジュニアは、前々から問題のある士官だった。なにしろ父親の威い光こうもあるから、誰もその人事に口出し出来なかっただけでな。しかし、ここまで無能で放ほう埒らつな男だったとは……。明らかに彼は艦長不適格者だ。彼を罷ひ免めんして、誰かしかるべき人物を艦長に推おすとしよう」

「それがよろしいでしょう」

「ありがとう、タイラー。君のおかげで重大な事態にまで発展したかも知れない人事の過失を、未然に発見することが出来た。これからも頼たのむぞ」

「そう言っていただけると、自分もやった甲か斐いがありますな……」

　照れながらタイラーは言った。

「まあ、自分のような優秀な人物はともかく、無能な人材に一艦の艦長を任せるほど、危険なことは他にないでしょうからな」




「タイラー少尉」

　長官の寝室を辞したタイラーを、通路で待ち受けていたフジ参謀総長が呼びとめた。

「長官へのおべんちゃらは、済んだかね？」

　皮肉を込めて言う。もうじき貴様は失しつ墜ついするのだという自信が、いつもはない余よ裕ゆうを彼に与えていた。

「今のうち、好きなだけゴマをすっておくがいいぞ。貴様が大手を振ふってお天道様の下を歩けるのは、あとわずかだろうからね」

「どういう意味でありますか？」

　きょとんとした表情でタイラーは言った。

「この期ごに及およんでも、まだシラを切るつもりかね？」

「シラを切るもなにも、自分は天地神明にかけて、疚やましいところは何ひとつございませんが……」

「タイラー少尉！」

　フジ参謀総長は、眦まなじりを吊つり上げた。

「あつかましいにも程があるぞ！　よくもぬけぬけと、使い込みの証しよう拠こは上がっておるのだ！　神妙にＭＰのお縄なわを頂ちよう戴だいしろ！」

「使い込み？」

　タイラーは目を白黒させた。

「何のことでしょう。自分には何のことだか……」

「身に覚えが、ないと言うのか？」

「ございません」

「では──」

　苦々しさを通り越した表情でフジ中将は言った。

「出港前夜のお大だい尽じん気取りの豪ごう遊ゆう、ならびにハナー提督のマンションの購入費は、いったいどこから捻ねん出しゆつしたのかね？」

「ああ、あれですか」

　笑いながらタイラーは言った。

「競馬で当てたのです」

「出で鱈たら目めを言うなッ！」

「出鱈目ではありません」

　タイラーは言った。

「何ね、自分の口座に出所不明の莫ばく大だいな額が、どこからか振ふり込まれておったものですから、そんな大金があるなら給料全額、使ってもいいやと全部一点大穴狙ねらいに注つぎ込んだらあ～た、これが大当たり。万馬券が出ちゃって、一躍馬うま成なり金きんですよ。いや～、ウマで金かね儲もうけする奴やつも、たまにはいるもんだ」

「な、何？」

　仰ぎよう天てんするフジ参謀総長。まあ当然だろう。

「本当か？」

「噓うそを言ったって始まりません。おかげで豪遊もできたし、恩義のあるハナー提督にマンションを買って、苦境を救ってあげることもできました。誰かは知りませんが、あの大金を間違って振り込んでくれた相手には、感謝しているんですよ。なにしろ、一いつ攫かく千せん金きんの度胸を与あたえてくれたわけですから……。ところで参謀総長閣下には、心当たりがおありですか？」

「い、いや……」

　まさかあるとも言えない。

「そうですか。しっかし、あの金は一体、なんだったんでしょうね。とにかく、その元金には、ビタ一文、手をつけていませんがね。ブルネイに帰ったら、いつの間にか口座から消えていたっていうんじゃなきゃ、いいんですがねえ……」

「────」

「じゃ、失礼しますよ。なにしろ忙いそがしい身なもんで。これからまた、報告書の山に目を通すんです。その前に、敵と遭そう遇ぐうしなきゃ、いいんですけどね……」

　鼻歌を歌いながら遠ざかるタイラーの背中を、フジ参謀総長は呆ぼう然ぜんとしながら、馬鹿のように口を開けて見送るのであった。
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